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社会福祉法人　弘前豊徳会　看護小規模多機能型居宅介護改修工事

建築工事特記仕様書1

N/S

A-02

排水工事

舗装工事

植栽工事

表装

配管

路面表示施工

造園

壁装作業

建築配管作業

溶融ペイントハンドマーカー工事作業

加熱ペイントマシンマーカー作業

造園工事作業

標仕に記載されていない特別な材料の工法は、材料製造所の指定する工法とする。

施工に使用する建設機械は、低騒音型・低振動型及び排出ガス対策型建設機械とすること。

また、測定の結果が、厚生労働省が設定した化学物質の室内濃度の指針値を超えた場合は、監督職員と協議すること。

1. 測定対象化学物質

2. 測定対象室・測定箇所数

3. 測定方法

1)新営工事

構　造

　・　

　・　

　・　

　・　

2)改修工事

・　躯体の改修及び補修が工事に含まれ、仕上げ工事により品質の確認が困難と予想される場合は、改修・補修工法の施工完了時

　　に行う。

・　屋根等の主要な工事部分について、工事施工中の仮設足場がなければ確認困難と予想される場合は、仮設足場撤去前に新営

　　工事に準じて行う。

　　　揮発性有機化合物　　　　ガスクロマトグラフィー質量分析法

(1.5.9)

(1.6.2)

RC造（SRC造含む）にあっては、３階建て以上の

もの又は延べ面積が５００㎡を超えるもの

S造にあっては、３階建て以上のもの又は延べ面

積が５００㎡を超えるもの並びに２０ｍを超える

スパンを有するもの

検　　査　　工　　程

 1.基礎工事完了時

 2.躯体工事完了時　（原則１階）

 1.基礎工事完了時

 2.鉄骨建方完了時

 1.軸組完了時

 1.基礎工事完了時

 2.躯体工事完了時　

W造にあっては、延べ面積が５００㎡を超えるもの

用途、構造及びその他の事由により必要と認め

られるもの（特記仕様書で明記）

※ ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン　

1)  空気の採取

   ※ 拡散方式 ( ※ 測定バッヂ  ・ パッシブサンプラー  ・ パッシブガスチューブ)   ・ 吸引方式

2)  測定・分析は、厚生労働省が室内空気中化学物質の濃度を測定するための標準的方法として示した以下の方法に

　よって行う。または、以下と相関の高い方法によって行うこともできる。

　　　ホルムアルデヒド　　　　高速液体クロマトグラフ法

工事写真等を電子データにより検査する際に必要となる機器の準備及び操作は請負者が行う。

工事施工途中における技術検査(｢中間検査｣)は下表を原則とし、監督職員と協議すること。

1. 　請負者は、下請負に付する場合には、次の各号に掲げる要件をすべて満たさなければならない。

1)　請負者が、工事の施工につき総合的に企画、指導及び調整するものであること。

2)　下請負者が青森県の工事指名競争参加資格者である場合には、指名停止期間中でないこと。

3)　下請負者は、当該下請負工事の施工能力を有すること。

 ・　発注者が必要と認めた工程(別途指示による)

　工事完成前に、ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の室内濃度の測定を行い、測定結果報告書を監督職員に提出すること。

※ 
監督職員事務所の備品等

工事用水

工事用電力

交通整理員

設ける場合の仕上げは下表を標準とする。

部　位　等

床

内壁 ・ 天井

屋　　　根

備品は下記のものを標準とし備える。                                             

　　　保護帽、ゴム長靴、雨ガッパ、机、いす、黒板、懐中電灯、消火器、電話、

　　　書棚、衣類ロッカー、掛時計、温度計、冷暖房機器、湯沸かし器

構内既存の施設　　　　・　利用できる(　※　有償　　・　無償)　　　※　利用できない

構内既存の施設　　　　・　利用できる(　※　有償　　・　無償)　　　※　利用できない

置く　　　・　置かない

合板張又はビニル床シート張

合板又はせっこうボード張、合成樹脂エマルションペイント塗

塗装溶融亜鉛めっき鋼板張、又は鉄板張のうえ調合ペイント塗

5

6

7

8

1

2

3

埋戻し及び盛土

建設発生土の処理

山留めの撤去

※

種別　　　 ・　Ａ種　　　※　Ｂ種　　　・　Ｃ種　　　・　Ｄ種 

 　　　　　 Ｃ種の場合　(建設発生土受入量　　　　　　ｍ3　　発生場所　　　 　　　　　　　)

構外搬出適正処理　(参考標準運搬距離　　　　　km) 

構内指示の場所に敷き均し

構内指示の場所に堆積

構外指示の場所に処分

山留めの存置　　　　・　しない　　　・　する

土

工

事

※

第33章(工事取り合い区分表)による

図示　　　・　現状平均地盤高　　　・　監督職員の指示による

(1.3.8)

　承認図

　保全に関する資料(標仕(1.7.3)(a)に示す内容) 

　工事関係資料

　その他監督職員が指示する書類

１部

２部

　監督職員の指示による

　※一部電子納品

※ ２部 ・　部

3.提出図書は、イージーキャビネットA4判外箱付（ESC-101 W365*H290*D450同等品）に納めて納入すること。

2.電子納品は｢青森県営繕事業に係る電子納品運用ガイドライン｣による。

また、外装に工事番号及び工事名を記入すること。

4.貸与されたＣＡＤデータは当該工事における施工図及び竣工図の作成のため以外に使用しないこと。

2. 　請負者は、工事を下請負に付する場合には、可能な限り地元建設業者を使用することとする。

1. 　施工体制台帳及び施工体系図

　　　　　　本工事において下請金額の合計が１００万円以上の場合又は低入札価格調査制度により契約されたものは、下請負業者

　　　　　と契約締結後全ての下請契約を2週間以内に監督職員に一部を提出する。また、施工体台帳及び施工体系図は工事現場

　　　　　に備えるものとし、現場表示も併せて行うものとする。

2. 　主要機器資材メーカー報告書

　　  　　本工事において使用する主要機器資材メーカー報告書１通を監督職員に提出し、通知する。

3. 　技能士報告書

　　　　　本章第6項で技能士が適用された場合は、報告書１通を監督職員に提出し通知する。

　　｢基本計画書｣を発注者に提出し、承諾を受けるものとする。

　　　なお、基本計画書には、中止時点における工事の出来形、職員の体制、労働者数、搬入材料及び建設機械器具等の確認に

　　関すること、中止に伴う工事現場の体制の縮小と再開に関すること及び工事現場の維持・管理に関する基本的事項を明らかに

　　する。

提出図書等

　完成写真(改修工事の場合は着工前を左、完成写真を右に入れたもの)

　工事写真

　完成図

　施工計画書(工事期間中に監督職員の承諾を受けたものをとりまとめたもの)

　※　二つ折り製本

　※　Ａ４判二つ折り製本

　 ・　黒表紙金文字入製本(折りたたみ→A4)

　※　原図

部数

１部

１部

備　考

　※電子納品

　※電子納品　※　CADによるSXF(P21)形式、オリジナル形式、及びPDF形式 １部

※４部 ・２部

２部

※ １部 ・　部

※ ２部 ・　部

※ １部 ・　部

　　　（全ての図面及び特記仕様書を1つのPDFファイルにまとめ

　　　　オリジナルファイルフォルダに格納）

(1.7.1～3)

　　　契約書第20条の規定により工事の一時中止の通知を受けた場合は、中止期間中における工事現場の管理に関する計画

1.　工事の一時中止に係る計画の作成

2.　工事の施工を一時中止する場合は、工事の続行に備え工事現場を保全すること。

1.　完成時の提出図書

　ものとする。ただし、同等以上のものとする場合は、あらかじめ監督職員の承諾を受ける。

　評価事業建築材料等評価名簿(平成      年版)による。

     1)　建材・施工材の使用材料の選定においては、ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物を放散しないか、放散が十分

　　　材料等がない場合は、施工面積に十分注意した上でＦ☆☆☆を使用する。

     2)　接着剤はホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物を放散しないか、発散が極めて少ないもの、または含有量が少なく

       難揮発性の可塑剤を使用しているものとし、ホルムアルデヒド放散量はＦ☆☆☆☆を原則とする。

     3)　仕上塗材、塗料、シーリング材、接着剤その他の化学製品の選択及び取扱いに当たっては、当該製品の製造所が

       作成した化学物質等安全データシートの内容を把握するとともに、現場に常備し、記載内容の周知徹底を図ること。

     4)　施工中、接着剤・塗料等の塗布に当たっては、使用方法や塗布量を十分に管理し、適切な乾燥時間をとること。また、

       施工時、施工後の通風、換気を十分に行い、室内に放散した溶剤成分等の希釈を図ること。

     1)　本工事は｢青森県リサイクル製品の認定及び使用の推進に関する条例｣(青森県リサイクル製品認定制度)第９条第１項の

　　　規定により制定された、｢青森県認定リサイクル製品優先使用指針｣に基づき工事が実施されるように努めるものとする。

     2)　認定リサイクル製品を使用する場合は、監督職員の指示する様式に必要事項を記入のうえ、公衆の見やすい場所に

　　　掲示すること。

     3)　本工事において、認定リサイクル製品若しくは認定された新商品を使用した場合は、工事完了後、監督職員の指示する

　　　様式に必要事項を記入のうえ提出する。

       少ないものをＪＩＳまたはＪＡＳ等を参考に適切に選択すること。ホルムアルデヒド放散量はＦ☆☆☆☆を原則とし、該当する

3.　本県に本社、支店、営業所を有するメーカー製品及び可能な限り県産材を使用すること。

2.　「評価名簿による」と特記されたものについては、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機材等品質性能

1.　本工事に使用する材料・機材等のうち、特定のものが特記された場合は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等以上の

5.　本工事に使用する材料については、化学物質等安全データシート(ＭＳＤＳ)等により確認を行い、アスベスト含有建材を

6.　「青森県リサイクル製品認定制度」に基づく認定リサイクル製品及び「レッツbuyあおもり新商品事業」により認定された新商品

(注1)　上記以外の廃棄物についても、可能な限り再資源化に努めること。

本工事は、建設副産物情報交換システム（（通称COBRIS）以下「システム」という。）の登録対象工事であることから、施工計画作

成時、工事完了時及び登録情報の変更が生じた場合は速やかに当該システムにデータの入力を行うものとする。なお、これにより

難い場合には、監督職員と協議するものとする。

再生資源利用計画及び再生資源利用促進計画を作成した場合は、施工計画書に含め監督職員に提出する。

再生資源利用計画及び再生資源利用促進計画を作成した場合は、工事完了後速やかに実施状況を記録した「再生資源

利用実施書」及び「再生資源利用促進実施書」を監督職員に提出する。

　使用しない。

　の使用について

15

16

設備工事との取り合い

設計GL

(1.4.2)

13

14

工事の一時中止

完成時の提出図書等

5 材料の品質等

4.　化学物質を放散する建築材料等

　1）再生資源利用計画書、再生資源利用促進計画書

　2）再生資源利用実施書、再生資源利用促進実施書

4 発生材の処理等

一

般

共

通

事

項

章

2

3

概成工期

電気保安技術者

(平成22年版)

(平成24年版)

青森県県土整備部建築住宅課

(平成20年 4月)

(平成29年 4月)

青森県景観条例

7

8

9

特別な材料の工法

施工中の環境保全等

化学物質の濃度測定

 ・ 煙感知器（イオン化式）

 ・ 六フッ化硫黄（SF6）ガス

要　・　不要

要　・　不要

 ・ ＰＦＯＳ

 ・ 特定化学物質（　　　　　　　　　　）

12 報告書

要　・　不要

要　・　不要

『青森県公共事業景観形成基準』及び『青森県景観色彩ガイドプラン』

※

青森県営繕事業に係る電子納品運用ガイドライン

青森県認定リサイクル製品優先使用指針

防犯に配慮した設計ガイドライン

※

青森県環境生活部

　質問回答書、現場説明書、特記仕様書及び図面に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書

　　　１)　項目は、番号に○印の付いたものを適用する。　　　

　　　２)　特記事項は、○印の付いたものを適用する。

　　　３)　特記事項に記載の(　)内表示番号は、前述両標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　　○印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

物解体工事共通仕様書(平成24年版)」による。

(平成31年版)」及び国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書(平成28年版)」、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築

項　　　　　目

1 適用基準等

　　　○印と※印が付いている場合は、共に適用する。

特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修※

建築工事標準詳細図

工事写真の撮り方

Ⅱ 建　築　工　事　仕　様

1

2 　特　記　事　項

1 階

階

階

階

・防水・外壁・建具・内装

・塗装・耐震・その他

計

摘　　　　　　要

　　　２)　改　修　工　事

棟　　　　　　名

用　　　　　　途

床　　面　　積

改　修　部　分

　そ　の　他　(　施　工　条　件　等　)

階

階

耐震安全性の分類

・防水・外壁・建具・内装

・塗装・耐震・その他

・防水・外壁・建具・内装

・塗装・耐震・その他

・防水・外壁・建具・内装

・塗装・耐震・その他

構造体 (・Ⅰ類 ・Ⅱ類 ・Ⅲ類)

建築非構造部材 (・A類 ・B類)

6

摘　　　　　　要

Ⅰ 工　事　概　要

1

2

3

4

5

　工　事　場　所　　

　用　途　地　域　　　

　公害規制等地域・地区

　敷　地　面　積

　工　事　内　容

　　　１)　新　営　工　事

棟　　　　　　名

用　　　　　　途

工　事　種　別

構　　　　　　造

建　築　面　積

延　べ　床　面　積

建 築 工 事 特 記 仕 様 書 章 項　　　　　目

6 技能士

特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

技能検定作業

コンクリート圧送工事作業

コンクリートブロック工事作業

ＡＬＣパネル工事作業

アスファルト防水工事作業

ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

アクリルゴム系塗膜防水工事作業

合成ゴム系シート防水工事作業

塩化ビニル系シート防水工事作業

セメント系防水工事作業

シーリング防水工事作業

改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業

(1.5.2)

建具工事 サッシ施工

ガラス施工

自動ドア施工

ビル用サッシ施工作業

ガラス工事作業

自動ドア施工作業

カーテンウォール工事

塗装工事

内装工事

カーテンウォール施工

サッシ施工

ガラス施工

塗装

内装仕上施工

金属製カーテンウォール工事作業

ビル用サッシ施工作業

ガラス工事作業

建築塗装作業

プラスチック系床仕上工事作業

カーペット系床仕上作業

ボード仕上工事作業

工　事　種　別

仮設工事

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

防水工事

石工事

タイル工事

木工事

屋根及びとい工事

技能検定職種

とび

鉄筋施工

型枠施工

コンクリート圧送施工

鉄工

とび

ブロック建築

ＡＬＣパネル施工

防水施工

石材施工

タイル張り

建築大工

建築板金

スレート施工

とび作業

鉄筋組立作業

型枠工事作業

構造物鉄工作業

とび作業

ＦＲＰ防水工事作業

石張り作業

タイル張り作業

大工工事作業

内外装板金作業

スレート工事作業

コンクリートブロック

押出成形セメント板工事
ＡＬＣパネル

金属工事

左官工事

内装仕上施工

建築板金

左官

鋼製下地工事作業

内外装板金作業

左官作業

項　　　　　目 特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

建築基準法に基づき定められ

た風速、地表面粗度区分及び

風速(Ｖo)　　　　34　(m/sec)

地表面粗度区分　　　　・　Ⅰ　　　・　Ⅱ　　　・　Ⅲ　　　・　Ⅳ

多雪地域の指定

(標仕・改修標仕共通)

・青森県建築基準法施行細則第11条の2

・青森市建築基準法施行細則第33条

・弘前市建築基準法施行細則第17条

・八戸市建築基準法施行細則第18条

足場を設ける場合は、公共建築工事標準仕様書（建築工事編）平成２２年版２．２．４（ｂ）によるほか、設置においては、

「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の(２)手すり据置方式又は（３）手すり先行専用足場

方式により行うこと。

(2.2.4)

・　養生の方法等

・既存部分　　　　　　　　　　　　養生の方法（※　ビニールシート、合板等　・　　　　）

・既存家具等　　　　　　　　　　　養生の方法（※　ビニールシート等　・　　　　）

・既存ブラインド、カーテン等　　　養生の方法（・　ビニールシート等　・　　　　）

保管場所（・　図示　　・　　　　　　）

・備品、机、ロッカー等の移動　　　（・　図示　・　　　　）

既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また万一損傷等を与えた場合は、受注者の責任

において速やかに修復等の措置を行う。

・　仮設間仕切り及び仮設扉の設置場所

・　仮設間仕切りの種別と材質等

・　図示　・　　　

種　　別

・　Ａ種

・　Ｂ種

※　Ｃ種

下地

・　木

・　軽量鉄骨

単管

仕上材厚さ

・　石こうボード(9.5)

・　合板（9）

防炎シート

塗装

・　無し

・　片面

充填

グラスウール

厚さ　　ｍｍ

塗装

・　無し

・　片面

・　仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等

材質

※　木製

仕上げ

※　合板張り程度

監督職員事務所 (2.3.1)4 ・　設ける　　　・　設けない

章
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通

事

項
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多雪地域の指定

1 足場その他

仮

設

工

事

2 既存部分の養生

3 仮設間仕切り

項　　　　　目 特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

(4.5.1)

 (4.5.3)

(表4.5.1)

(4.5.4)

(4.5.5)

(4.6.2)

工法 (4.4.1)

材料

種類の記号

先端部補強　　　　※　((図4.4.1)、(表4.4.2)による)

継手

・　SKK400　　　・　SKK490

　現場継手の形状

寸法(㎜)

(4.4.2)

(4.4.4)

※　図示　　　・　

・　SHK400　　　　　　・　SHK490M

先端部形状　　　　※　開放形　　　　・　

※　JISA5525(鋼管ぐい)による

既製コンクリート杭地業

試験杭

鉛直載荷試験　　　・　水平載荷試験　

杭・地盤の試験の方法及び報告書の記載事項は建設大臣官房官庁営繕部監修「敷地調査共通仕様書」を標準とする。

本　杭

先端部形状　　　　・　閉そく平たん形　　　・　開放形　　　・　

杭の施工法

杭の精度

継手　　　　※　アーク溶接　　　・　無溶接(工法　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

杭頭の処理　　　　※　所定の高さに切りそろえる

杭打機の種類

記号

◎

記号

○

　　　設計支持力

　　　・　打撃工法　　　・　プレボーリング併用打撃工法(掘削深さ・径は図示による)

　　　推定支持力の算定　

　　ハンマー種別　

杭径(㎜)

杭径(㎜)

工法　　　　　　　　 ・　プレボーリング拡大根固め工法

長さ(m)及び種別

長さ(m)及び種別

※　図示　　　・ 

※　(式4.3.1)による

※　低騒音型油圧パイルハンマー　　　・　ドロップハンマー

※　三点支持式クローラークレーン

継手箇所数

継手箇所数

本数(ｾｯﾄ数)

本数(ｾｯﾄ数)

(4.2.2)

(4.2.3)

(4.2.4)

(4.3.2)

　(4.3.2)

 (4.3.3)

(4.3.4)

(4.3.5)

 (4.3.3)～(4.3.5)

 (4.3.6)

(4.3.7)

長期設計支持力

(t/本)

材料　　　　・　Ａ種　　　・　Ｂ種　　　・　Ｃ種　　　・　　　種

長期設計支持力

(t/本)

支持地盤掘削深さ　　アースオーガー

支持地盤根入深さ　　　　　杭

　　　位置及び載荷荷重　　　　※　図示　　　・　

平板載荷試験

　　　位置及び載荷荷重　　　　※　図示　　　・　

杭の種類

支持地盤　　　　　※　図示　　　・　

※　図示　　　・　

  　パイルドライバー

　　・  

・ 打込み工法

・ セメントミルク工法 支持地盤

・ 特定埋込杭工法

※ 図示　　　・　

※ 1.5m　　　・　　　　m

※ 1.0m以上　　　・　　　m

　　・ プレストレストコンクリート杭 ( ・ JIS規格品　　・ 評価品)

( ・ JIS規格品　　・ 評価品)

章
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試験杭

杭の載荷試験

地盤の載荷試験

地

業

工

事

5 鋼杭地業
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鉄筋かぶり厚さ及び間隔

種類の記号

網目の形状、寸法　(㎜)

部　　位

柱・梁の主筋

その他

柱、梁の主筋の同一箇所の継手(先組工法等)

かぶり厚さは目地底から算定する。

※　ＳＤ２９５Ａ

※　ＳＤ３４５

 ・　ＳＤ３９０

継　　　　手

 ※ 重ね継手  ・ ガス圧接  ・ 機械式継手(種類：      )  ・ 溶接継手

 ※ ガス圧接   ・     (径　　以下、部位          )

六価クロム溶出試験

工法　　　

　　　地盤改良工事等でセメント及びセメント系固化材を使用する場合は、六価クロム溶出試験要領により、試験を実施し

　　試験結果(計量証明書)を監督職員に提出する。

配合設計段階

施工段階

検体

検体

※　図示　　　・　

1

2

3

4

鉄筋の種類

溶接金網

鉄筋の継手

10

11

地盤改良

仕　　　　　上

 (2.3.4)

受入れ施設名

受入れ場所

仮置場所

搬出調書等を提出する。

(3.2.3) (表3.2.1)

 (3.2.5)

(3.3.3)

鉄

筋

工

事

場所打ちコンクリート杭地業

砂利及び砂地業

捨コンクリート地業

かぶり厚さ　　　　※　100㎜　　　・　　　㎜

場所打ち鋼管コンクリート杭工法及び拡底杭工法 

砂利地業の材料　　　　※　再生クラッシャラン　　　 ・　切込砂利　　　・　切込砕石

厚さ　　　　※　60㎜　　　・  　　㎜　　　・　図示　

厚さ　　　　※　50㎜　　　・　60㎜　　　・  　　㎜

工法    ・ アースドリル工法  ・ リバース工法  ・ オールケーシング工法  ・ 鋼管コンクリート杭工法  ・ 拡底杭工法

アースドリル工法、リバース工法及びオールケーシング工法

構造体コンクリートの強度と供試体の強度の差を考慮した割増  ・ 行う （ ・3N/㎜2  ・  N/㎜2 ）  ・ 行わない

コンクリートの種別    ・ Ａ種   ・ Ｂ種

支持地盤    ※ 図示   ・ 

鉄筋かごの補強　　　　※　4.5.3(ⅲ)による　　　・　図示　　　・　

コンクリートの種類　　　　※　高炉セメントＢ種　　　・　

コンクリートの設計基準強度　　　　・　　　N/㎜2

孔壁の確認(超音波測定器)    ・ 行う   ・ 行わない

孔壁の確認(超音波測定器)    ・ 行う   ・ 行わない

範囲　　　　※　建物内土間床板及び土間コンクリート下(ピット下除く) 　　　・　

帯筋    ※ 標仕別図[各部配筋]2.2[帯筋](b)(3)④丸形(ロ)による      ・　

　溶接部の確認 ※　(7.6.10)に準ずる

6

7

8

9 床下防湿層

(5.2.1)(表5.2.1)

(5.2.2)

 (5.3.4)(表5.3.3)(5.5.2･3)

(5.3.4)

(5.3.5)

(4.6.3)

(4.6.4)

 (4.6.5)

地中梁

径　(㎜)

鉄線の径　(㎜)

重ね継手の長さ

※(表5.3.3)による

※(表5.3.3)による

※　Ｄ１６以下　　　・　

※　Ｄ１９以上　　　・　

・ 各部配筋参考図1.4による

基礎接合部の補強配筋

基礎梁主筋の継手、定着及び余長

基礎梁のあばら筋

鉄筋の間隔（ｍｍ）又は本数

基礎の形状

はかま筋の有無

鉄筋の種類

呼び径（ｍｍ）

鉄筋の種類

呼び径（ｍｍ）

柱主筋の継手、定着及び余長

組立の形

帯筋の割付

鉄筋の種類

呼び径（ｍｍ）

継手の方法

かぶりの厚さ

鉄筋の種類

帯筋の間隔

(各部配筋参考図2.1)

(各部配筋参考図2.2)

基礎の底面のGL面からの深さ及び基礎スラブの厚さ

※ 図示   ・ D10  ・ D13  ・ D16  ・ D19  ・ D22  ・ D25  ・　

※ 図示   ・ D10  ・ D13  ・ D16  ・ D19  ・ D22  ・ D25  ・　

※ 図示   ・ 間隔         ｍｍ    ・ 

※ 図示

※ 図示

※ 図示

※ 図示

※ 図示

※ 図示

※ 図示   ・ 有      ・ 無

・ 各部配筋参考図1.2による

・ 各部配筋参考図1.3による

※ 図示   ・ D295A  ・ SD345  ・ SD390

※ 図示   ・ D10  ・ D13  ・ D16  ・ D19  ・ D22  ・ D25  ・　

・ 各部配筋参考図2.1による

※ 図示   ・ D295A  ・ SD345  ・ SD390

※ 図示   ・　

※ 図示   ・ かぶり厚         ｍｍ

柱頭定着長さＬ2が確保できない場合

帯筋　　帯筋の種類及び間隔

※ 図示   ・ D295A  ・ SD345  ・ SD390

※ 図示 ・ 各部配筋参考図2.2による

※ Ｈ形   ・　

※ 図示   ・ 間隔         ｍｍ

※ 図示   ・ D295A  ・ SD345  ・ SD390

(各部配筋参考図1.4)

(各部配筋参考図1.2)

(各部配筋参考図1.3)

※ 図示（構造計算等により必要長さの確認を行い図面化する）

※ 図示　　　・　[図2.3帯筋の割付け]による　　　・ 

(各部配筋参考図2.3)

8 柱の配筋

圧接完了後の試験 ※

耐久性上不利な箇所の鉄筋のかぶり厚さは下表による。

施工箇所等

軽量コンクリートの場合

構造部分の種別

直接基礎の配筋

柱、梁、壁及び庇などの外気に接する打増し面

土に接する部分

鉄筋の種類

呼び径（ｍｍ）

特殊な鉄筋継手の鉄筋相互のあき　　　　　・　　㎜　　　・　

※　図示   ・ 公共建築工事標準仕様書各部配筋参考図１節「基礎及び基礎梁の配筋」から７節「梁貫通孔及びその他の配筋」による

基礎及び基礎梁の配筋

超音波探傷試験　　　・　引張試験

杭基礎　既製コンクリート杭の杭頭補強

※ 図示   ・ D295A  ・ SD345  ・ SD390

※ 図示

※ 図示

※ 図示   ・ D10  ・ D13  ・ D16  ・ D19  ・ D22  ・ D25  ・　

基礎、柱

5

6

7

各部配筋 (5.3.7)

(5.4.9)

(各部配筋参考図1.1)

最小かぶり厚さ　(㎜)

※　10　　　・　

・　各部配筋参考図1.1による

表5.3.6の値に加える数字　(㎜)

軸方向の補強筋本数

打増し幅

※ 図示   ・     本

※ 図示   ・         ｍｍ

鉄筋の種類

呼び径（ｍｍ） ※ 図示   ・ D10  ・ D13  ・ D16  ・ D19  ・ D22  ・ D25  ・　

※ 図示柱の打増し補強

※ 図示   ・ D295A  ・ SD345  ・ SD390

・ 各部配筋参考図2.3による

 ・ 発注者へ引渡しを要するもの

電気主任技術者

1.発生材（建設副産物）と処理方法

 ・ 再利用を図るもの

 ・ 再資源化を図るもの(注1)

 ・ 処理に注意を要するもの

 ・ 特別管理産業廃棄物

 ・ 特殊な建設副産物

対　　象　　品　　目

 ※ ＰＣＢ含有機器類

 ※ ｱｽﾌｧﾙﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ塊

 ※ 建設発生木材

 ※ コンクリート塊

※ ＰＣＢ含有ｼｰﾘﾝｸﾞ材

 ・ 0.1％を超えて石綿を含有するもの

 ※ 建設混合廃棄物

 ※ 小形二次電池

・ＨＩＤランプ

 ・ 蛍光ランプ

 ・　ガラス

 ・ 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管・継手

 ・ ＣＣＡ処理木材

 ・ ひ素・カドミウム含有石膏ボード

 ・ 石膏ボード

 ・ 廃石綿(除去作業に使用した保護具及び養生材を含む)

 ・ 廃酸・廃アルカリ

10 技術検査

(1.1.2)(1.2.1)

(1.3.3)

分析調査 (1.3.11)

要　・　不要

要　・　不要

要　・　不要

要　・　不要

要　・　不要

特記24.6による

 ・ ダイオキシン含有廃棄物

11 工事の下請負

要　・　不要

要　・　不要

要　・　不要

種　　　別

※　監督職員の承諾を受けた者

 ・ 

 ※ 建設汚泥

 ※ 微量ＰＣＢ

 ※ 金属類

 ・ 

 ・ 廃油

 ・ フロン

 ・ ハロン

工事期限より 日前

1 

1 

2 

3 

4 

5 

社会福祉施設

サンタハウス

青森県弘前市大字大川字中桜川　地内

指定なし

指定なし

19,015.07㎡



MEMO

承 認 検 図 担 当 製 図

一級建築士事務所　青森県知事　第716号

一級建築士　建設大臣　第213208号 福士　晃昭

青森県弘前市大字末広4-3-1
TEL0172-27-8647 FAX0172-27-8648

〒036-8085
工事名称

図面名称

縮　　尺 年　月　日

TE-RU ARCHITECTS LTD

株式会社てる設計

特記事項 図面番号

2019.10.09

社会福祉法人　弘前豊徳会　看護小規模多機能型居宅介護改修工事

N/S

建築工事特記仕様書2
A-03

 ･   

大梁主筋の継手、定着及び余長

あばら筋の組立の形及び割付け等

梁の打増し補強　　打増しが200㎜を超える場合

・　各部配筋参考図5.2による

※ 図示

※ 図示

※ 図示

※ 図示

※ 図示

※ 図示   ・ D10  ・ D13  ・ D16  ・ D19  ・ D22  ・ D25  ・　

※ 図示   ・ D10  ・ D13  ・ D16  ・ D19  ・ D22  ・ D25  ・　

※ 図示   ・ D10  ・ D13  ・ D16  ・ D19  ・ D22  ・ D25  ・　

※ 図示   ・ D295A  ・ SD345  ・ SD390

※ 図示   ・ D295A  ・ SD345  ・ SD390

※ 図示   ・ D295A  ・ SD345  ・ SD390

※ 図示   ・ D295A  ・ SD345  ・ SD390

・ 各部配筋参考図4.6による

※ 図示   ・ 間隔         ｍｍ

※ 図示   ・ 間隔         ｍｍ

※ 図示   ・         ｍｍ

※ 図示   ・         ｍｍ

※ 図示   ・　

※ 図示   ・         ｍｍ

・ 各部配筋参考図4.5による

・ 各部配筋参考図5.1による

※ 図示

(各部配筋参考図4.5)

(各部配筋参考図4.6)

(各部配筋参考図5.1)

(各部配筋参考図5.2)

※ 図示   ・ D295A  ・ SD345  ・ SD390

※ 図示   ・ D10  ・ D13  ・ D16  ・ D19  ・ D22  ・ D25  ・　

※ 図示   ・ 間隔         ｍｍ

※ 図示   ・         ｍｍ

※ 図示   ・　

許　容　差

種　　別

仕上りの平たんさ　

許　容　差

鉄筋の種類

鉄筋の種類

呼び径（ｍｍ）

施　工　箇　所

適　用　箇　所

適　用　箇　所

部　　　　　位

部　　　　　位

(6.1.3)

 (6.1.4)

(6.1.5)(表6.1.1)

(6.2.3)(表6.2.1)

(6.2.5)(表6.2.2)

(表6.2.3)

(表6.2.4)

※ 図示   ・ D295A  ・ SD345  ・ SD390

※ 図示   ・ D295A  ・ SD345  ・ SD390

※ 図示   ・ D295A  ・ SD345  ・ SD390

※ 図示   ・ D295A  ・ SD345  ・ SD390

※ 図示   ・ D10  ・ D13  ・ D16  ・ D19  ・ D22  ・ D25  ・　

※ 図示

・ 各部配筋参考図7.3による

 ・ 評価品(国土交通省、日本建築センター)

※ Ｈ形   ・ ＭＨ形   ・ Ｍ形

※ 図示

※ 図示

※ 図示

※ 図示   ・ 

・ 各部配筋参考図7.1による

・ 各部配筋参考図7.2による

(表7.1～3)

・ 各部配筋参考図6.2による

※ 図示   ・         ｍｍ

※ 図示   ・         ｍｍ

※ 図示

※ 図示

※ 図示   ・ 

※ 図示   ・ 

※ 図示

※ 図示 ・ 各部配筋参考図5.7による

・ 各部配筋参考図5.8による

・ 各部配筋参考図6.1による

普通コンクリートの設計基準強度

軽量コンクリートの設計基準強度

基礎、基礎梁、土間スラブ

柱、梁、スラブ、壁

部材の位置及び断面寸法の許容差

打放仕上げの種別

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ   ･ 軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ

設計基準強度 Fc (N/㎜2)

※ 24  

設計基準強度 Fc (N/㎜2)

※ 24  

2.3ｔ/m3程度   ･   ｔ/m3

･ 15㎝   ･ 18㎝   ･   ㎝

･ 18㎝     ･   ㎝

※ 表6.2.2による ※ 表6.2.2による

 ･ Ａ種

※ Ｂ種

 ･ Ｃ種

※ 表6.2.4による ※ 表6.2.4による

(各部配筋参考図5.7)

(各部配筋参考図5.8)

(各部配筋参考図6.1)

(各部配筋参考図6.2)

(各部配筋参考図7.1)

(各部配筋参考図7.2)

(各部配筋参考図7.3)

機械吊上げ用フック

コンクリートブロック張壁との取合い

・ 18  

・ 18  

　　　　(３)試料の採取

1

2

3

4

5

鉄

骨

工

事

片持スラブの先端に壁が付く場合の配筋

※ 図示   ・ D10  ・ D13  ・ D16  ・ D19  ・ D22  ・ D25  ・　

※ 図示   ・ D295A  ・ SD345  ・ SD390

※ 図示   ・         ｍｍ

※ 図示   ・　

・ 各部配筋参考図5.3による

※ 図示

※ 図示

※ 図示

・ 各部配筋参考図5.4による

・ 各部配筋参考図5.5による

・ 各部配筋参考図5.6による

※ 図示 (各部配筋参考図5.3)

(各部配筋参考図5.4)

(各部配筋参考図5.5)

(各部配筋参考図5.6)

1

2

3

4

5

6

コンクリートの種類

コンクリートの強度

ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄの類別

気乾単位容積質量

ワーカビリティー及びスランプ

コンクリートの仕上り

コ

ン

ク

リ

ー

ト

工

事

※

※

※

Ⅰ類   ･ Ⅱ類

 ･   

・ 21

・ 21

11 スラブの配筋

12

13

階段の配筋

梁貫通孔及びその他の配筋

小梁主筋の継手、定着及び余長

片持梁主筋の継手、定着及び余長

壁の交差部及び端部の配筋

壁の基準配筋(片持受)

パラペットの配筋

鉄筋の種類

呼び径（ｍｍ）

舘筋及び横筋の間隔

打増し幅

鉄筋の種類

呼び径（ｍｍ）

舘筋及び横筋の間隔

コンクリートの厚さ

配筋種別

スラブの厚さ

鉄筋の種類

鉄筋の種類

呼び径（ｍｍ）

耐震壁の補強筋

コンセントボックス等の埋込補強

スラブ筋の定着及び受け筋

スラブの基準配筋

壁の打増し補強

壁の開口部補強

壁開口部の補強筋(耐震壁以外)

配筋種別

スラブの厚さ

鉄筋の種類

呼び径（ｍｍ）

鉄筋の間隔（ｍｍ）又は本数

配筋種別

スラブの厚さ

鉄筋の種類

配筋種別

スラブの厚さ

鉄筋の種類

配筋種別

スラブの打継ぎ補強配筋等

段差のあるスラブの補強配筋

片持ちスラブ形階段の基準配筋

二辺固定スラブ形階段の基準配筋

梁貫通孔の配筋

梁貫通孔の補強形式

配筋種別

スラブの厚さ

鉄筋の種類

呼び径（ｍｍ）

片持スラブの基準配筋

スラブの開口部補強

出隅部及び入隅部の補強配筋

9 梁の配筋

章 項　　　　　目

鉄

筋

工

事

梁ハンチの傾斜

10 壁及びその他の配筋

壁の継手及び定着

壁の基準配筋

特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

7

8

9

10

11

セメントの種類

骨材

混和材料

打継ぎ

型枠

コ

ン

ク

リ

ー

ト

工

事

章 項　　　　　目

呼び径（ｍｍ）

ハンチ部分の傾斜

呼び径（ｍｍ）

あばら筋組立の形

・　各部配筋参考図3.1による

※ 図示   ・ D295A  ・ SD345  ・ SD390

※ 図示   ・ D295A  ・ SD345  ・ SD390

※ 図示

※ 図示

※ 図示

※ 図示   ・ D10  ・ D13  ・ D16  ・ D19  ・ D22  ・ D25  ・　

※ 図示   ・ D10  ・ D13  ・ D16  ・ D19  ・ D22  ・ D25  ・　

・ 1：4   ・　

・ 各部配筋参考図3.2による

※ 図示   ・　

呼び径（ｍｍ）

軸方向の補強筋本数

※ 図示   ・ D295A  ・ SD345  ・ SD390

※ 図示

※ 図示

※ 図示   ・ D10  ・ D13  ・ D16  ・ D19  ・ D22  ・ D25  ・　

・ 各部配筋参考図3.3による

・ 各部配筋参考図3.4による

※ 図示   ・     本

※ 図示   ・         ｍｍ

・ 各部配筋参考図3.5による※ 図示

※ 図示   ・ D10  ・ D13  ・ D16  ・ D19  ・ D22  ・ D25  ・　

※ 図示   ・ D295A  ・ SD345  ・ SD390

※ 図示

※ 図示

※ 図示

・ 各部配筋参考図4.1による

 ・ ＫＷ１   ・ ＫＷ２   ・ 図示

※ 図示   ・ D295A  ・ SD345  ・ SD390

・ 各部配筋参考図4.2による

※ 図示   ・ D10  ・ D13  ・ D16  ・ D19  ・ D22  ・ D25  ・　

※ 図示   ・ D10  ・ D13  ・ D16  ・ D19  ・ D22  ・ D25  ・　

※ 図示   ・ D295A  ・ SD345  ・ SD390

※ 図示   ・ D295A  ・ SD345  ・ SD390

・ 各部配筋参考図4.3による

※ 図示   ・ 間隔         ｍｍ

※ 図示   ・         ｍｍ

(各部配筋参考図3.1)

※　図示　　　・　[図3.2段違い梁]による　　　・ 

(各部配筋参考図3.2)

(各部配筋参考図3.3)

(各部配筋参考図3.4)

(各部配筋参考図3.5)

(各部配筋参考図4.1)

(各部配筋参考図4.2)

(各部配筋参考図4.3)

(表4.3～4)

※ 図示 ・ 各部配筋参考図4.4による

※ Ｂ形   ・ Ａ形

(各部配筋参考図4.4)

呼び径（ｍｍ）

呼び径（ｍｍ）

壁筋の間隔

鉄筋の種類

呼び径（ｍｍ）

鉄筋の種類

鉄筋の種類

鉄筋の種類

打増し幅

鉄筋の種類

壁の厚さ

鉄筋の種類

鉄筋の種類

上記普通ポルトランドセメントは、JIS R 5210(ポルトランドセメント)に示された規定の他、次の規定に適合するものとする。

 ・　鋼管　　　・　硬質塩化ビニール管　　　・　溶融亜鉛めっき鋼板　　

 ・　つば付き鋼管　　　※　(6.9.3)(i)(2)による

形状及び寸法

   ただし、構造体に関する耐震安全性の分類がⅠ類以外の建築物で、地域等によって区分Bの骨材を使用せざるを得ない

※ 9.6.3(a)(1)による

 ※ 混和剤 (※ ＡＥ剤、ＡＥ減水剤及び高性能ＡＥ減水剤(JIS A 6204)   ･                                         )

外部に面するコンクリート打放し仕上げの打増し厚さ　　　　　※　20㎜　　　・　　　㎜ 

フェロニッケルスラグ細骨材、銅スラグ細骨材、電気炉酸化スラグ細骨材及び再生骨材Hの使用

   JIS A 5308（レディーミクストコンクリート）の附属書Ａ(規定）[レディーミクストコンクリート用骨材]及び

   JIS A 5005（コンクリート用砕石及び砕砂）のアルカリシリカ反応性による区分Ａ（無害と判定されたもの）とする。

(6.6.3)(9.6.3)

(6.9.2)

(6.9.2)(9.6.3)

(6.12.5･6)(表6.12.2)

 (6.13.2)

　(6.12.3)

 (6.12.1)

　(6.11.3)

(表6.11.1)

　(6.11.1)

(表6.9.1)

(6.3.2)

(6.3.3)

 (6.3.5)

 (6.4.8)

(表6.2.3)

特　　　　　記　　　　　事　　　　　項 章 項　　　　　目

　　　・　超音波探傷試験

溶接部の余盛り高さ　　　　　JASS6 付則6 鉄骨精度検査基準 付表3による。

溶接部の試験

　　　　　　　工場溶接の場合

  　　　　　　工事現場溶接の場合

8

15

16

17

18

19

20

1

デッキプレート溶接

錆止め塗装

耐火被覆

工事現場施工

軽量形鋼構造

溶融亜鉛めっき工法

材料、形状及び寸法

鉄骨部材への溶接方法

耐火認定

床構法の種別

塗料の種別

種　別

ボルト接合　　　　※　普通ボルト接合　　　・　

摩擦面　　　　※　表面粗度50μmRz以上　　　・　

※

高炉セメントのＢ種

位　　　置

   水和熱は7日目で352J/g以下、28日目で402J/g以下とする。

 使用方法 ：

 使  用  量 ：

 種   類 ：

※ 12㎜   ･   ㎜  

普通ポルトランドセメントまたは混合セメントのＡ種

骨材のアルカリシリカ反応性による区分

  ・   混和材 (※ フライアッシュI種又はII種(JIS A 6201)

  ･   上記以外の混和材料

目地寸法     ※ 9.6.3(a)(1)による   ･ 図示   ･ 

ひび割れ誘発目地

   場合、監督職員と協議する。

せき板の材料 ※ 表6.2.3による   ･  

合板を使用したせき板の厚さ

断熱材を兼用した型枠材の使用

ＭＣＲ工法用シートの適用

スリーブに用いる材料

特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

平均出検品質限界(AOQL)　　　　※　4.0％　　　・　2.5％

検査水準　　　　　　　　 　　　　　　※　第6水準　　　・　第　　水準

平均出検品質限界(AOQL)　　　　※　4.0％　　　・　　　％

アンカーボルト等の設置　　　　　適　用　　　　・　建方用アンカーボルト 　　・　構造用アンカーボルト 

・　耐火材吹付け　(　・　乾式工法　　・　半乾式工法　　・　湿式工法)

・　SRC造の鋼製スリーブで鉄骨に溶接されたものの内面　

・　耐火板張り

※　　図示

 ・　　合成スラブ

 ・　　床型枠用

 ・　　

※　　図示　　　　

※　　図示　　　　

※　　図示　　　　・　　あり　　　　・　　なし

・　耐火被覆材接着面の塗装　　　　種別：　　種

構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状並びに寸法　　　　※　図示　　　

建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法　　　　・　Ａ種　　　※　Ｂ種　　　・　C種

性　能

建て方精度

ベースプレートの保持　　柱底均しモルタルの厚さ

　　　　　　　　　　　　　　柱底均しモルタルの工法

・　B種　　　※　30㎜　　　・　　　㎜

・　A種　　　※　50㎜　　　・　　　㎜

・　耐火材巻付け

・　　分耐火　　　・　　時間耐火　　　・　図示

※　JASS6 付則6 鉄骨精度検査基準 付表5による。　　　・ 　

※　A種　　　・　B種　

・　ラス張りモルタル塗り

章 項　　　　　目 特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

目地処理

増張り(S－F1の場合)

機械的固定方法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法であることを明記した施工計画書を提出する。

　　建築基準法に基づき定められた区分等

　　　　基準風速Ｖｏ＝（　　　　　　）ｍ／ｓ

　　　　地表面粗度区分　（　・Ⅰ　　・Ⅱ　　・Ⅲ　　・Ⅳ　）

PCコンクリート部材下地の場合

PCコンクリート部材下地の場合の入隅部 　※　図示　　　・　　　㎜

　※　図示　　　・　 (9.4.4)

(9.5.3)ウレタンゴム系塗膜防水

施　工　箇　所

・　Ｘ－2

・　Ｘ－1

　　種　　別

塗膜防水4

　　　※　5以上　　　　　※　5以上　　

(10.1.3)

 (9.6.5)

 (9.6.3)

(9.6.2)(表9.6.1)

10 石材の割付　　　　※　10.1.3(a)の(1)(2)による　　　・　図示

ゴムアスファルト系塗膜防水

5 シーリング

　　　(部位：　　　　　　　　　　           )

　　　※ 10以上　　・　図示

 　　　・　図示

　　　※ 10以上　

深さ　(㎜)

　　　※ 10以上　　・　図示　

 　　　・　図示

　　　※ 20以上　

幅　(㎜)

施　工　箇　所

　※　簡易接着性試験　　 ・ 　引張接着性試験

・　Ｙ－2

・　Ｙ－1

接着性試験

　　　上記以外

　　　ガラス回り

　　　及びひび割れ誘発目地

　　　コンクリートの打継ぎ目地

施 工 箇 所

目地寸法

シーリング材の種類・施工箇所　　　標仕(表9.6.1)による

種別Y－2における保護層

　　種　　別

施工一般1

 (7.6.11)

 (7.2.7)

 (7.7.8)

 (7.8.3)

 (7.9.2)

 (7.10.2)

(7.10.3)

(表7.10.1)

(表10.2.4)

　(10.2.3)

  (10.5.3)

(10.5.2)

(10.4.3)

(10.4.2)

(10.3.3)

 (10.3.2)

(10.2.2)

石

工

事

裏打ち処理

石裏面処理

だぼ用の穴の位置

  伸縮調整目地

  一般目地目地

下地ごしらえ

裏打ち処理

石裏面処理

  ※　 20㎜　　　・　図示　　　・　　　㎜石材の厚さ

  伸縮調整目地

  一般目地目地

  ※　流し筋工法　　　・　 あと施工アンカー工法　　　・ 　あと施工アンカー・横筋流し工法

裏打ち処理

  ※　 25㎜　　　・　図示　　　・　　　㎜石材の厚さ

 ・　図示　　　・　

 ・　図示　　　・　

※　10.2.2(d)の(1)(2)による　　　・　

　・　表記以外の金物の材質、形状及び寸法等

　・　あと施工アンカーの材質及び寸法等

　・　アンカーの材質及び寸法

方式　　※　スライド方式、通しだぼ　　　・　

形状　　※　M10化粧ナット付き　　　・　

材質　　※　SＵS304　　　・　

形状　　※　径6㎜ L＝80㎜　　　・　

材質　　※　SＵS304　　　・　

方式　　・　スライド方式　　　・　ロッキング方式

形状　　※　L－75×75×6(㎜)　　　・　

寸法　　・　L＝100㎜　　　・　L＝150㎜　　　・　

材質　　※　SS400　　　・　

取付け金物

テラゾ

表面仕上

・ 300形　　・ 400形

・ 300形　　・ 400形

寸法による区分

※　標仕(10.2.2)(ａ)による　　　・　図示

・ 片面　・ 両面

・ 片面　・ 両面

仕上げ面

・ 平物　・ 役物

・ 平物　・ 役物

形　状

乾式工法用金物

化粧吊ボルト

吊金物

受金物

受金物

㎜

㎜

大きさ

　　※　10.5.2(b)の(1)による　　　・　図示

　　目地寸法　　　　　 ※　9.6.3による　　　・　図示　　　・　　　㎜　

  　位　　置　　　　　　 ※　表11.1.1による　　　・　図示　　　

・　シーリング材

　　幅　 　　　　　　　　 ※　6㎜以上　　　・　図示　　　・　　　㎜

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法であることを明記した施工計画書を提出する。

 ※ 大理石　　・ 花崗岩

種石の種類

外壁の工法

石材の厚さ

下地ごしらえ

石裏面処理　　　　

標仕に定めなきその他の材料　　　※　石材施工業者の指定製品　　　　　　・　図示

　・　特殊部位用金物

　・　乾式工法用金物

　　　内壁空積工法用金物

　・　外壁湿式工法及び

ブロック/タイル

(10.2.1)

(10.1.5)

　※　矩形、0.8㎡/枚以下　　・　

天然石

清　　　掃(床のワックス使用)

石材の加工(粗面仕上げの場合)

表面仕上産地・名称形状及び寸法

　　のみこみ部　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

　　見え隠れ部　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

施工箇所

等

等

品　質石材の種類

材料2

(表7.10.2)

(7.11.2)

(7.12.4)

(10..7.4)

(10..7.3)

 ※　40㎜　　　・　図示　　　・　　　㎜石材の厚さ

　　　※　10.5.3(b)による　　　・図示

　・　乾式工法の石裏補強モルタル

　・　乾式工法の場合

石裏面処理

　・　図示　　　・　　　㎜石材の厚さ

位置　　　　　　　 ※　他の部位との取合い部　　　・　図示　　　・　　　　　伸縮調整目地

目地寸法　　　　　 ※　9.6.3による　　　・　図示　　　・　　　㎜　

・　シーリング材

取付け代

隔て板

笠木、甲板等の石張り

　(10.6.2)(10.6.3)

　(10.6.3)

　(10..7.2)

(10..7.1)

幅　 　　　　　　　　 ※　6㎜以上　　　・　図示　　　・　　　㎜　　　　一般目地

　　　　・　図示　　　・　　　㎜

・　裏打ち処理

・　石裏面処理

　　石材の厚さ

アーチ、上げ裏等の石張り

・　外壁湿式工法　　　・　内壁空積工法　　　・　乾式工法

目地寸法　　　　　※　9.6.3による　　　・　図示　　　・　　　㎜

位置　　　　　　　　※　10.6.2(e)(2)による　　　　・　図示　　　・　　　　　伸縮調整目地

屋外　　　　　　　　幅　　　・　図示　　　・　　　㎜

　　　・　図示　　　・　　　㎜　　石材の厚さ階段

位置　　　　　　　※　10.6.2(e)(2)による　　　　・　図示　　　・　

目地寸法　　　　　※　9.6.3による　　　・　図示　　　・　　　㎜

屋外　　　　　　　　幅　　　・　図示　　　・　　　㎜

　　　　伸縮調整目地

　　　　一般目地

　　　　・　図示　　　・　　　㎜

・　石裏面処理

　　石材の厚さ床

目地幅・深さ

・　シーリング材

屋内　　　　　　　　幅　　　・　図示　　　・　　　㎜

・　シーリング材

屋内　　　　　　　　幅　　　・　図示　　　・　　　㎜

　　※　8㎜以上　　　・　図示　　　・　　　㎜

　　　　一般目地　　

　　　　地表面粗度区分　（　・Ⅰ　　・Ⅱ　　・Ⅲ　　・Ⅳ　）

　　　　基準風速Ｖｏ＝（　　　　　　）ｍ／ｓ

　　建築基準法に基づき定められた区分等

　　目地

　　目地

　　目地

工法　特殊部位の石張り

床及び階段の石張り

材料

防水工事用アスファルト 　 種類　　　　・　1種　　　・　2種　　　※　3種　　　・　4種

防水立上り部乾式保護材の使用

防水層の工法による種類及び行程による種別

　　　・　立上り部保護コンクリートの適用

　　　・　屋根防水密着工法の保護層

平場の保護コンクリート　　　　厚さ

　　材質　　　　※　押出法ポリスチレンフォーム3種bスキン層付発泡材Ａ種(JIS A 9511)　　　　　　

　　厚さ　　　　※　50㎜　　　・　　　㎜

・　Ｓ－Ｆ２

・　Ｓ－Ｍ１

・　Ｓ－Ｍ２

・　Ｓ－Ｍ３

　・　加硫ゴム系　　　・　非加硫ゴム系　　　・熱可塑性エラストマー系　　　・　塩化ビニル樹脂系　　　

　・　エチレン酢酸ビニル樹脂系　　

　・　加硫ゴム系　　　・　非加硫ゴム系　　　・熱可塑性エラストマー系　　　・　塩化ビニル樹脂系　　　

厚さ　(㎜)

　・　こて仕上げの場合　　　　　※　80㎜以上　　　・　　　㎜

　・　床タイル張等の場合　　　 ※　60㎜以上　　　・　　　㎜

施　工　箇　所

押え金物の材質及び形状寸法　　　　※　アルミ製L－30×15×2.0 (㎜)　　　・　

防水層保護のレンガ　　　　※　普通レンガ(JIS R 1250)　　　・　

　　　・　種別(※標仕(9.2.3)(1)～(6)による)　　　　　・　　　－1　　　・　　　－2

　　　・　屋根露出防水絶縁工法の脱気装置 　種　　　類　　　　※　ルーフィング類製造所の指定製品　　　・　

　設置数量　　　　　※　ルーフィング類製造所の指定製品　　　・　

防水層の下地をモルタル塗りとする場合　　　　適用箇所　　　※　図示　　　・　

防水層の立上り　　　　※　コンクリート打放しB種　　　・　均しモルタル(15章2節による)　　　・　

改質アスファルトシートの種類及び厚さ　　　　※　9.3.2(a)の(1)(2)による　　　・　　　㎜

防水層の工程による種別　　　　・　AS－1　　　・　AS－2

ルーフィングシートの厚さ、工法及び種別

※　1.2　　　・　

※　2.0　　　・　

※　1.5　　　・　

※　1.5　　　・　

※　1.2　　　・　

(9.4.2～3) (表9.4.1)

　(9.4.2)

(9.3.3)(表9.3.1)

　(9.3.2)

(9.2.5)

(9.2.4)

9

8

(9.2.3)

　(9.2.2)

7

絶縁シートの材質　　　※　発泡ポリエチレンシート　　　・　

 (7.2.4) 防

水

工

事

改質アスファルトシート防水

合成高分子系ルーフィング

シート防水

絶縁シート

　　　・　均質シート

　　　・　複合シート

工法種別

・　Ｓ－Ｆ１

立上り部の保護

ルーフィングシートの種類

断熱材

(7.6.3)

(7.6.4)

(7.6.7)

(7.2.5)

(7.2.6)

(7.2.7)

(7.2.8)

 (7.2.9)

(7.2.10)

 (7.3.2)

 (7.3.3)

(7.3.10)

 (7.4.2)

(7.4.7)

2

3

　　　　　　　　 　・　見え隠れ部エンドタブの切除　　施工箇所：

　　　　　　　　 　・　見え掛り部エンドタブの切除　　 施工箇所：

ナット回転法　　　　　ボルトの長さが呼び径の5倍を越える場合の回転量　　　　　　　度

溶接施工　　　※　エンドタブの切除はしない

(6.2.2)

14 溶接接合

材料準備

技能資格者

試験の方法

摩擦面の状態

溶接技能者に対する技能付加試験

開先の形状記号　　　　　※　図示　　　・　

工作図　高力ボルト及び普通ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等　　　　※　「建築鉄骨設計基準」による　　　・　

レールの形状及び寸法　　　※図示　　　・ 

7.2.9(b)による　　　・無収縮モルタル

板厚方向に引張力を受ける鋼板についての試験

製作精度　　　　※　JASS6 鉄骨工事付則6 鉄骨精度検査基準 付表1から4による。　　　・　

6

7

8

9

10

11

12

13

レール

柱底均しモルタル

材料試験等

工作一般

高力ボルト接合

※

仮組

・　合成スラブ

・　床型枠(鋼製)

適用箇所

摩擦面の性能及び処理 すべり係数試験

※　図示　　　・　

　試料の採取は原則として請負者の立会いのうえで実施するものとする。

　アルカリシリカ反応性による区分がBと判定された場合は、監督職員と協議する。

機構が工場のグレードを評価し、国土交通大臣から認定を受けた工場とする。

国土交通大臣の認定書(写し)を監督職員に提出すること。

※　ＳＮ    　400

・　Ｓ　　　　　・　Ｈ　　　　　・　Ｍ　　　　　・　Ｒ　　　　　・　Ｊ　　(グレード)

※　図示　　　・　　　Ｍ　

※　(表7.2.3)による　　　・  

規　格　番　号

寸法　　　　※　図示　　　・ 

※　図示　　　・　

 構造用　　　　※　SNR400 (JIS G 3138)　　　・　

 建方用　　　　※　SS400 (JIS G 3101)　　　　・　

※　規格品(JIS G 3136)　　　・　

※　規格品(JIS G 3101)　　　・　

※　規格品(JIS G 3350)　　　・　

※　規格品(JIS G 3444)　　　・　

※　規格品(JIS G 3466)　　　・　

・　ＳＳＣ　　400

・　ＳＴＫＲ　400

大臣認定品

図示

建築基準法第７７条の５６に基づき国土交通省から性能評価機関として認可を受けた㈱日本鉄骨評価センター及び㈱全国鉄骨評価

400

400

　　　　(４)その他

鉄骨製作工場 ※

鋼材

高力ボルト

普通ボルト

アンカーボルト

鉄骨製作工場

施工管理技術者

種　　　類

ボルトの径　　　　

高力ボルトの径

ボルト及びナットの材料

アンカーボルトの材質

・　ＳＳ　　　

・　ＳＴＫ　　

・　ＢＣＲ　295

アンカーボルト及びナットのねじの種類の規格、等級の規格及び仕上げの程度

※　表7.2.3による

等級の規格

※　表7.2.3による

仕上げの程度

※　表7.2.3による

構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状並びに寸法 　　形状　　　　※　図示　　　・　

　　寸法　　　　※　図示　　　・　

種類の規格

形状及び寸法

7.2.5(a)及び(b)以外の溶接材料　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

胴の種類　　　　　※　割枠式　　　　　　　・ 

ボルトの種類　　　※　羽子板ボルト　　　・　

溶接材料

ターンバックル

 デッキプレート 種　　類

・　構造床

材　　　質

(7.2.2)

(7.2.3)

(7.2.1)(表7.2.1)

1 アスファルト防水
9

　　　・　表8.2.2以外のコンクリートの設計基準強度　　　　※　21N/㎜2以上　　　・　　N/㎜2　

壁の配筋　　　　　　※　図示　　　・　

まぐさの配筋　　　　※　図示　　　・　

適用箇所

各部配筋　　　　　　　　※　図示　　　・　

長さ 高さ

ﾓｼﾞｭｰﾙ呼び寸法　(㎜)
正味厚 さ 　(㎜) 適用箇所

(8.4.2～5)(表8.4.2～4)

長さ 取付け工法種別厚さ　
(㎜) (㎜)

摩擦面のりん酸塩処理した場合のすべり耐力等の確認方法　　※　　図示　　　・　　

※　空洞ブロック－08

※　空洞ブロック－16

長さ 高さ

ブロックの種類

正味厚 さ 　(㎜)断面形状及び圧縮強さによる区分
ﾓｼﾞｭｰﾙ呼び寸法　(㎜)

(8.2.4)

(表8.2.2)

 (8.3.2)(表8.3.1)

(8.2.2)

建築基準法に基づき定まる荷重・変形に対応した工法であることを明記した施工計画書を提出する。

※ 15㎜　　　・　　　㎜外壁パネルの出隅及び入隅部のパネル接合部の目地幅

　・　フラットパネル(F)

　・　デザインパネル(D)

　・　タイルベースパネル(T)

　　　※　長辺8㎜以上、短辺15㎜以上　　　・　

　　　※　パネル製造所の仕様　　　・　

・ Ｂ種

・ Ｃ種

開口の大きさ

・　　図示

・　　図示

・　　図示

・　　図示

切断後のパネルの残り部分の幅

・　　図示

・　　図示

パネルの欠き込み等 欠損部分を考慮した強度を確認のうえ、施工計画書を提出する。

設ける場合の開口限度

パネルに開口を

パネルを切り欠く

場合

短辺

長辺

短辺

長辺

(8.5.3)

(8.5.5)

乾式工法

内壁空積工法

外壁湿式工法

5

・　　図示

・　　図示

6

　　・　A種　・　B種　

    ・　C種　・　D種　・　E種

　　・　(表8.4.4)

建築基準法に基づき定まる荷重・変形に対応した工法であることを明記した施工計画書を提出する。

※　20㎜　　　・　　　㎜

※　300㎜　　　・　

表面形状 厚さ(㎜) 巾(㎜) 長さ(㎜) 取付工法種別

　・　フラットパネル(F)

　・　デザインパネル(D)

　・　タイルベースパネル(T)

・ Ａ種

・ Ｂ種

(8.5.2～5)(表8.5.1･2)

外壁パネルの出隅及び入隅部のパネル接合部の目地幅

・　適用する　　　・　適用しない

　※　　　時間　　　　　・　無し

(8.4.3)

(8.4.2)

4

3

コ

ン

ク

リ

ー

ト

ブ

ロ

ッ

ク

・

Ａ

Ｌ

Ｃ

パ

ネ

ル

・

押

出

成

形

セ

メ

ン

ト

板

工

事

 (6.13.3)

(6.14.1･3)

(6.15.3)

(6.15.8)

(6.16.1)

2 コンクリートブロック帳壁

及び塀

3 ＡＬＣパネル

4 押出成形セメント板(ECP) 

(7.1.3)

ブロックの種類

コンクリートの調合

化粧有りブロックの適用(塀の場合)

断面形状及び圧縮強さによる区分

※　空洞ブロック－08

※　空洞ブロック－16

パネルの種類 単位荷重

(N/㎡)

外壁パネルの工法

耐火構造以外の目地及び隙間の処理　

外壁パネル相互の目地幅

　・　間仕切壁パネル

　　・　外壁パネル

　　・　間仕切壁パネル

　　・　屋根パネル

　　・　床パネル

外壁パネルの工法

外壁パネル幅の最小限度

種　　類

　・　外壁パネル

伸縮目地への耐火目地材の充填

床パネルの耐火性能

捨て

寒中コンクリート

マスコンクリート

無筋コンクリート

高い強度のコンクリート

の取扱い

流動化コンクリート

構造体に用いるコンクリート

種　　類

混和材料　　

コンクリート用骨材の品質試験を実施すること。

　コンクリート製造工場の選定後、速やかに品質試験実施計画書を作成し、監督職員に提出する。

　試験の結果は書面により、速やかに報告するものとする。

　アルカリシリカ反応性試験の方法はＪＩＳによる。

　　　　※化学法(ＪＩＳ A １１４５)、または迅速法(ＪＩＳ A １８０４)

　試験は計画調合書作成以前に実施するものとする。また、原則として試験機関に委託するものとする。

　試験の実施後、6ヶ月を経過する都度及び産地が変わった場合には、再試験を実施するものとする。

設計基準強度

 ・　低熱ポルトランドセメント　　

 ・　フライアッシュセメントＢ種

・　普通ポルトランドセメントに混和材を混合したもの 

　　　　㎝　　

 ・　　

※　(6.9.5)による　　　・　　　　日(　　　　N/㎜2以上)　

・　適用する　　　・　適用しない　　　

スランプ　(㎝) 施　工　箇　所

混和剤の種類

スランプ

 ・　高炉セメントＢ種

※　ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤

 ・ 普通コンクリート

 ・ 

　　　　18N/㎜2

　　  　　N/㎜2

  ・ 15㎝  ・ 18㎝

  ・ 15㎝  ・ 18㎝

※　ＡＥ減水剤標準形若しくは遅延形又は高性能ＡＥ減水剤標準形若しくは遅延形

型枠の存置期間

適用

13

14

15

16

17

18

品質試験

１)一般事項

　　　　(１)実施計画書

　　　　(２)試験の実施

２)特記事項

　　　　(１)試験方法

　　　　(２)試験の実施

12 軽量コンクリート  ・　用いる　　　・　用いない

 ・　1種　　　・　2種　　　　　　　　　　　　　

　　　　日　　

※　5N/㎜2に達するまで　　　・　　

 ・　中庸熱ポルトランドセメント　　

適用期間

強度管理の材齢

初期養生を行う期間

セメントの種類

 ・  11月21日～ 3月31日

 ・ 

軽量コンクリートの種別　　　

　　　　㎝　　

　　　　㎏/m3　　　　

常時土あるいは水に直接接する部分

スランプ

所要気乾単位容積質量

5 

6 

※　トルシア形　　　　　・　JIS形　　　　　・　溶融亜鉛めっき

補強コンクリートブロック造

(時間)

耐火性能　

・　ポリエチレンフィルムt=0.15㎜以上(屋根保護防水工法)

・　フラットヤーンクロス(70g/㎡程度)(屋根保護防水断熱工法)

　　※　25㎜以上　　　・　図示　　　・　　　㎜

　　※　30㎜以上　　　・　図示　　　・　　　㎜　　　　　　　　　　　

　　目地寸法　　　　　 ※　9.6.3による　　　・　図示　　　・　　　㎜　

  　位　　置　　　　　　 ※　6ｍごと　　　・　図示　　　・　　　ｍ

・　シーリング材

　　幅　 　　　　　　　　 ※　6㎜以上　　　・　図示　　　・　　　㎜

　内壁有効厚さ　　

　外壁有効厚さ　　

　※  あと施工アンカー･横筋流し工法　　　・  あと施工アンカー工法　

種別Ｘ－1における脱気装置　　　　種類　・　　　　　　　　数量　・　

6 

7 
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一級建築士事務所　青森県知事　第716号

一級建築士　建設大臣　第213208号 福士　晃昭

青森県弘前市大字末広4-3-1
TEL0172-27-8647 FAX0172-27-8648

〒036-8085
工事名称

図面名称

縮　　尺 年　月　日

TE-RU ARCHITECTS LTD

株式会社てる設計

特記事項 図面番号

2019.10.09

社会福祉法人　弘前豊徳会　看護小規模多機能型居宅介護改修工事

N/S

A-04
建築工事特記仕様書3

屋

根

及

び

と

い

工

事

1

2 折板葺

3 とい

2

一般事項

表面処理

金

属

工

事

軽量鉄骨天井下地

軽量鉄骨壁下地

(14.2.2)(表14.2.1)

(14.2.3)(表14.2.2)

(14.4.2) (表14.4.1)

(14.4.3) (表14.4.2)

　※　標仕(14.4.4(h)(1)～(2))による　　　・　図示

(14.4.4)

(14.5.3) (表14.5.1)

建

具

工

事

表面処理方法

皮膜種類 色合等

あと施工アンカー引抜き耐力の確認試験

ステンレスの表面仕上げ

   ※ HL程度

種 別

･ 溶融亜鉛めっき

･ Ａ種

･ Ｂ種

･ Ｃ種

･ Ｄ種

･ Ｅ種

･ Ｆ種

種 別

･ 電気亜鉛めっき

   屋内    ※ 19形   ･ 25形

   屋外     ･ 19形  ※ 25形

種 類

アルミニウム及びアルミニウム合金の表面処理

鉄鋼の亜鉛めっき

材料    野縁等の種類

形状及び寸法

   ・ No.2B程度

 ･ Ｂ-１種

 ･ Ｂ-２種

 ･  ･ 

 ･ Ｂ  ･ 

 ･ Ｂ  ･  ※ 無色

 ･ 

 ･ 

    ･ 屋外の野縁の間隔    ※ 図示   ･ ＠900

工法

吊りボルトの間隔が900mを超える場合の補強

天井のふとことの補強

範囲　　　・　図示　　　

1.5m以上～３ｍ以下の場合

３ｍ超えの場合

　・　図示

　・　図示

 ･ 

天井下地材における耐震性を考慮した補強及び屋外の軒天井、ピロティー天井等の補強

形式及び寸法

(14.7.3)

金属成形板張り

アルミニウム製笠木

笠木の固定金具の工法

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法であることを明記した施工計画書を監督職員に提出すること。

　　建築基準法に基づき定められた区分等は1.17による。

種　別 製　法 形　状
寸　法

板 厚 板 幅
表面処理の種別

　　※　標仕(14.4)による　　　・　図示

 ・ アルミニウム

 ・ 

 ・ 押出し

　　※　図示　　　

 ・ ロール

 ・ プレス

 ・ ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ形

 ・ パネル形

 ・ B-1種

 ・ B-2種

 ( ･ ﾌﾞﾗｳﾝ系 ･ ﾌﾞﾗｯｸ ･ ｽﾃﾝｶﾗｰ ･    )

取付け用下地

伸縮調整継手

(14.6.2)(表14.2.1)

(14.6.3)

 ･ 250形   ･ 300形   ･ 350形   ･        形   (呼称肉厚        ㎜) (14.7.2)(表14.7.1)部材の種類

表面処理 種別（　）種　　皮膜等の種類　　　※標仕（14.2.1）による

着色　・　アンバー　・　ブロンズ　・　ブラック系　・　ステンカラー

種類 スタッドの高さ

･ 50形

･ 65形

･ 90形

･ 100形
 ※ 4mを超え4.5m以下

施 工 箇 所

 ※ 2.7m以下    ･ 

 ※ 4.0m以下    ･ 

 ※ 4mを超え4.5m以下

  ･ 

  ･ 

スタッドの高さが5.0mを越える場合    ※ 図示   ・ 

5 造作用単板積層材

　　・　化粧ばり造作用

　　・　化粧ばり構造用

集成材

　　・　造作用　　　　　

　　・　化粧ばり造作用

　　・　化粧ばり構造用

造作用単板積層材(単板積層材の日本農林規格)

適用箇所

造作用単板積層材(単板積層材の日本農林規格以外)

適用箇所

（集成材の日本農林規格以外）

樹種

樹種

適用箇所 樹種

厚さ

（㎜）

厚さ

（㎜）
表面の化粧加工

化粧薄板：　

芯材：

化粧薄板：　

芯材：

化粧薄板：　

芯材：

化粧薄板：　

芯材：

 ・ 有 （ ・ 天然木化粧加工 ・ 塗装加工)

・ 無 （  等級：　　　　　　　　　　）

  ・ 有 （ ・ 天然木化粧加工 ・ 塗装加工)

  ・ 無 （  等級：　　　　　　　　　　）

6 床張り用合板等 普通合板

適用箇所 表板の樹種名
厚さ

（㎜）

 ※ 5.5

接着の程度

   ・  2類

板面の品質

  ※ 1類 ・ 広葉樹 ( ※ 2等以上  ・  1等)

・  針葉樹(※ C-D以上   ・　  )

表面の化粧加工

寸法

（㎜）

化粧薄板厚

（㎜）

防虫

処理

 ・ 

　　見付け材面

　　の品質

　※　1等　

　※　1等　

見付け材面

の品質

難燃

処理

 ・ 

含水率

　※ A種

含水率

　※ A種　

 　・  B種

3

4

 ・ 

防虫

処理

 ・ 

含水率

  ・　

 ※ 14％以下

防虫

処理

 ・ 

難燃

処理

 ・ 

防炎

処理

 ・ 

 (12.2.1)

5

6

防虫

処理

　 ・  B種

　※ A種　

　 ・  B種

　※ A種　

　 ・  B種

木

工

事

12

1

2

3

一般事項

材料

製材

種　類

 ・　Ａ種

※　Ｂ種

 ・　Ｃ種

樹種

代用樹種の禁止　　　適用箇所

製材（製材の日本農林規格）

施工箇所 樹種　
寸法

（㎜）
形状 含水率

(12.2.1)(表12.2.1)

14

4 造作用集成材

・　下地用針葉樹

・　造作用針葉樹

・　広葉樹　　　　

製材（製材の日本農林規格」以外）

施工箇所

集成材

　　・　造作用　　　　　

（集成材の日本農林規格）

樹種　

適用箇所 樹種

寸法

（㎜）

図示

寸法

（㎜）

　※ A種　

　 ・  B種

　※ A種　

　 ・  B種

　※ A種　

　 ・  B種

吸水率による区分

Ⅱ類 Ⅲ類

釉

施釉 無釉

役物

有

色

特注

再資源
化ﾀｲﾙ

(11.4.3) (表11.4.1)

表面仕上げ　　　　　　 (12.1.4)(表12.1.1)

木

工

事

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地　　　　位置

壁タイル張りの工法                                      　　             　　　　  

内装タイル

外装タイル

　・　壁ﾀｲﾙ接着剤張り

　・　密着張り

　・　改良積上げ張り

吸水率による区分

Ⅱ類 Ⅲ類

　(11.3.2)

釉

施釉 無釉

役物

有

色

特注

耐凍害
性

再資源
化ﾀｲﾙ

タイルの形状、寸法等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

適用シーリング

　(11.3.4)

　(11.3.7)

　(11.4.2)

章 項　　　　　目

1

2

一般事項

タ

イ

ル

工

事

11

セメントモルタルによる

陶磁器質タイル張り

試験張り

見本焼き

タイル型枠先付け面のせき板

下地及びタイルごしらえ

施工箇所
主な用途によ

区分

標準的な曲がりの役物一体成形とする

タイルの形状、寸法等

工　法

　・　改良積上げ張り

特　　　　　記　　　　　事　　　　　項 章

12

　・　6.9.3(b)(2)　　　・　金属製タイル先付け用パネル　　　・　

　　　　・　MCR工法　　　・　目荒し工法　　　・　

　※　表11.1.1による　　　・　図示　　　・　　　 (表11.1.1)(11.1.3)

　(11.2.2)

吸水率による区分

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

釉

施釉 無釉

役物

有

色

特注

耐凍害
性

滑り抵
抗性

再資源
化ﾀｲﾙ

躯体表面 張付けﾓﾙﾀﾙの塗厚　(㎜)　　

　(11.2.3)

　(11.2.7) (表11.2.3)

形状  
・寸法
 (㎜)

る

接着剤による陶磁器質タイル張り3

4 陶磁器質タイル型枠先付け

タイルの形状、寸法等　　　

施工箇所

　・　改良圧着張り

　・　マスク張り

・寸法

内装ﾀｲﾙ以外のﾕ
ﾆｯﾄﾀｲﾙ 　・　モザイクタイル張り

区分

主な用途による 形状  

見本焼き

試験張り

シーリング材

種　別

　ひび割れ誘発目地 　 

　伸縮調整目地        　 

　その他の目地          

   打継ぎ目地　　　　　

4 陶磁器質タイル型枠先付け

種　　別

　　　・　タイルシート法

　　　・　目地桝法

標準的な曲がりの役物一体成形とする

見本焼き

試験張り

タイル型枠先付け面のせき板

タイル型枠先付けの種類

　　　・　桟木法

施工箇所
Ⅰ類

主な用途による

区分

形状  

 ・寸法
 (㎜)

項　　　　　目 特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

構造用合板

適用箇所

パーティクルボード

適用箇所

構造用パネル

等級

  ・  1級

表板の樹種名

区分

曲げ強さ

  ※ 13タイプ

接着の程度

 ※ 1類

  ・  特類

接着剤

  ※  P又はM

板面の品質

 ※ C-D以上

  ・　

厚さ

（㎜）

 ※ 12

難燃性

防虫

処理

 ・ 
ラワン ※ 2級以上

表裏面の状態による区分

防虫処理

適用箇所 処理の方法

長尺金属板葺

種類

材料　　　　　　　　　　　　　

塗膜の耐久性、めっき付着量等の種類及び記号

8

1
13

適用箇所 等級

　　　 ・ 1級　　　　　 ・ 2級　　　 ・ 3級　　　　 ・ 4級

防腐・防蟻処理

適用箇所

    ※ 　図示       　

薬剤塗布による防腐・防蟻処理

適用箇所

    ※ 　図示       　

保存処理性能区分

　　　 ・ 　K2　　　　 ・　 K3　　　 ・　 K4

処理の方法

 　　※　　標仕12.3.1（3）（ⅱ）①～④による　　　

7

　　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法であることを明記した施工計画書を監督職員に提出すること。

(13.5.2)(表13.5.1)

工法 　　屋根葺形式

　　屋根葺工法　　　　

形　　式

山　　高

山ピッチ

耐　　力

材　　料

厚　　さ

軒先面戸板

断熱材張り

工法

材料

  ･ 適用する   ･ 適用しない

  断熱材の種別(                  　　　　　)

・雪止め設置

  厚さ      (   　 ㎜            )

  防火性能   (   　　　        )

　　建築基準法に基づき定められた区分等は1.17による。

材料   といの材種

専門工事業者

(13.5.3)(表13.5.4)工法   鋼管製といの防露巻き  

　　※　　JIS G 3322　屋根用コイル

　　 ・　

　　 ・　

　　下葺材料

　　※　0.4㎜　　 ・　　

章 項　　　　　目

14

金

属

工

事

7 手すり及びタラップ

1

2

3

モルタル塗り

セルフレベリング材塗り

仕上塗材仕上げ

　・　軽量骨材仕上塗材

所要量等の確認

15

左

官

工

事

強度等級

   ・  （　　　　　）

厚さ

（㎜）

  ※ 15

(12.3.1)

厚さ（㎜）

厚さ（㎜）

(12.3.2)

(13.2.2)(表13.2.1) 

厚さ

・ 

(13.3.2)(表13.2.1)

(13.2.3)

特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

表面処理の種別

 ※ HL程度   ･ No.2B程度   ･ 

 ※ 溶融亜鉛めっきC種   ･ 

  ･ B-1種   ･ B-2種   ･ 

 ※ 研磨なし   ･ 

 ※ 溶融亜鉛めっきC種   ･ 

(14.8.2･3) (表14.2.2)

施　工　箇　所

・　適用する　　　・　適用しない　　　

(15.4.2･3)(表15.4.1)

(15.5.2) (表15.5.1･2)

種　類

手 す り

タラップ

材料の種別

材料 

工法　

外壁タイル張り下地等の均しモルタルのの接着力試験

種　類

　・　せっこう系

　・　セメント系

種　　類

　・　薄付け仕上塗材

　・　厚付け仕上塗材

　・　複層仕上塗材

　　　　・　既製目地材

　　　　・　床の目地

　　　　　　工　　法

厚さ　(㎜)

　※　10　

　　　 形状

　　　　　　割付け間隔

項　　　　　目 特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

 (16.4.2)鋼製軽量建具 特殊性能

種　　類 性　　　能　　　等　　　級 適用箇所

　断熱性 建具表による

・　防音ドアセット 遮音性

・ T - 1  ・T - 2   ・　T - 3　・　T - 4・　防音サッシ

　　・　断熱ドアセット

　　・　断熱サッシ 　　　・　H - 1　　　・　H - 2　　　・　H - 3　　　・　H - 4　　　・　H - 5

　　・　耐震ドアセット

・　簡易機密型ドアセット 気密性　A - 3

※　鋼板　　　・　ステンレス鋼板　　　・　アルミニウム合金の押出形材

※　標仕(表16.5.1)による　　　　・　建具表による

 (16.5.3)ビニル被覆鋼板の適用           　　　

カラー鋼板の適用  

召合せ、縦小口包み板等の材質

鋼板類の厚さ　　　　

 (16.4.2)ステンレス製建具 ステンレス製建具の性能値

種　　類 性　　　能　　　等　　　級 適用箇所

耐風圧性　※　S - 4   ・　S - 5　・　S - 6

・　簡易機密型 気密性・水密性　　※　標仕（表16.4.1）による

　断熱性

　面内変形追随性  　　　・　D - 1　　　・　D - 2　　　・　D - 3

建具表による

・　防音ドアセット 遮音性

・ T - 1  ・T - 2   ・　T - 3　・　T - 4・　防音サッシ

　　・　断熱ドアセット

　　・　断熱サッシ 　　　・　H - 1　　　・　H - 2　　　・　H - 3　　　・　H - 4　　　・　H - 5

　　・　耐震ドアセット

・　外部に面するｽﾃﾝﾚｽ製建具

　面内変形追随性  　　　・　D - 1　　　・　D - 2　　　・　D  - 3

章

(15.2.2)

(15.2.5)

16

建

具

工

事

6

7

建具用金物

　　　　・　かまち戸の見込み寸法　　　

　　　　・　ふすまの見込み寸法　　　　

　　　　・　戸ぶすまの見込み寸法　　　

　　　　・　紙貼り障子の見込み寸法　　

工法

種　　類

　シリンダー箱錠

　シリンダー本締り錠

　モノロック

　本締り付きモノロック

　本締り錠

　空錠

　グレモン錠

　ケースハンドル錠

　点検口錠

　丁番

　ピボットヒンジ

　フロアヒンジ

　ﾋﾝｼﾞｸﾛｰｻﾞｰ(丁番形)

　ﾋﾝｼﾞｸﾛｰｻﾞｰ(ﾋﾟﾎﾞｯﾄ形)

　ドアクローザー

　閉鎖順位調整器

　押棒・押板

　上げ落し(フランス落とし)

　アームストッパー

ふすま戸のかまちカシュー塗料３回塗　

見　え　掛　か　り　の　材　質

　※　レバーハンドル

　 ・　握り玉

　　　握り玉

　　　握り玉

　　　握り玉

　　　レバーハンドル

　　　レバーハンドル

　　　ステンレス　

※　36㎜　　　・　図示　　　・　　　㎜　　　　

※　19.5㎜　　　・　図示　　　・　　　㎜　　　　

※　30㎜　　　・　図示　　　・　　　㎜　　　　

※　30㎜　　　・　図示　　　・　　　㎜　　　　

　　　ステンレス

　　　ステンレス

　　　ステンレス

　　　ステンレス

　　　ステンレス

　      亜鉛合金　　　　　 　　　ステンレス

(16.8.2)(表16.8.1)

　(16.7.4)

(16.8.1)建具用金物の仕様　　　　※　建具製作所の仕様による

金物の種類及び見え掛りの材質　　　　※　標仕(表16.8.1)による　　　※　建具表による

材質、形状及び寸法　(　評価名簿及びJISによる　)

　※　亜鉛合金程度　　　　・　ステンレス

　※　ステンレス　　 　　　　・　黄銅

　　　ステンレス　(本体は鋼)

　　　ステンレス　(本体は鋼)

　　　鋼　(焼付け塗装)

　　　ステンレス　(本体は鋼)

　　　本体：アルミニウム合金　　　／　　アーム部：鋼　(焼付け塗装)

　※　ステンレス　　 　　　　・　鋼

　　　建具表による

　※　亜鉛合金程度　　　　・　ステンレス

　※　鋼(ｸﾛｰﾑめっき)　　 ・　ステンレス

　※　アルミニウム合金　　　　・　ステンレス　　　　　　・　黄銅

　      ※　アルミニウム合金　　　　・　ステンレス　　　　　　・　黄銅

※　鋼板　　　・　ステンレス鋼板　　　・　アルミニウム合金の押出形材

※　標仕(表16.5.1)による　　　　・　建具表による

 (16.5.3)ビニル被覆鋼板の適用           　　　

カラー鋼板の適用  

召合せ、縦小口包み板等の材質

鋼板類の厚さ　　　　

ステンレス鋼板

表面仕上げ

建具材の加工、組立時の含水率　　　　　　

　　　　・　表面材の合板の種類及び品質

　　　　・　かまち及び鏡板の樹種

　　　　・　ふすま上張りの種類

　　　　・　枠及びくつずりの材料

形状及び仕上げ

　　　　・　フラッシュ戸表面板の厚さ　　　　

※　SUS304、SUS430J1L、SUS443J1又はSUS430（屋内のみ）　　　・       　　　                          

※　ＨＬ仕上げ　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 ・　Ａ種　　　※　Ｂ種　　　・　Ｃ種　

※　標仕(16.7.2)(b)(1)(i)～(iii)による

※ 標仕(表16.7.6)による　　　・　図示　　　・　　　㎜

※　図示

※　図示

※　図示

ステンレス鋼板の曲げ加工　　　　※　普通曲げ　　　・　角出し曲げ　　　　　　　　　

(16.6.3)

(16.6.4)

(16.6.5)

(16.7.2)

 (表16.7.3)

(16.7.2)

(16.7.3)

木製建具

自閉式上吊り引戸装置

重量シャッター

凍害防止装置　　　

開閉機能による種類

種類

 ・　光電スイッチ　　　・　電波スイッチ　　　・　タッチスイッチ　　　・　押しボタンスイッチ

 ・　ペダルスイッチ　　　・　多機能便所スイッチ

 ・　屋内用防火シャッター　　　・　防煙シャッター

※ 上部電動式(手動併用)　　　・ 上部手動式

   ・ 　JIS G 3302 (溶融亜鉛めっき鋼板)

(16.10.3)(表16.10.1)

(16.11.2)

(表16.11.1)

(16.11.3)

※　図示　　　

性能　　　　※　標仕(表16.10.1)による　　　・　　　　　　　　　　　

.
シャッターの種類  ・　一般重量シャッター　 　　　・　外壁用防火シャッター　　(耐風圧性能：　　　　　　N/㎡)　　　

シャッターケース(防火、防煙以外のもの)　　　　　　　　　　　              　

スラット及びシャッターケース用鋼板　　　　　　　　　　　　　　　

   ・　 JIS G 3312 (溶融亜鉛５５％アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板) 

　戸当り

　レール　(上吊りを除く)

　その他　

　※　亜鉛合金程度　　　　・　ステンレス　　　　　・　黄銅

　※　ステンレス　　 　　　　・　黄銅　　　　　　　　・　合成樹脂

　※　建具製作所の仕様による　 　　　　・　

自動ドア開閉装置

握り玉等の取付位置　　　　

開閉方法　　　　　　　　　　　　 　

センサーの種類　　

※　図示　　　・　1.0ｍ                                

※　スライディングドア　　　・　スイングドア　　　・　回転ドア　

 ・　マットスイッチ　　　・　光線(反射)スイッチ　　　・　熱線スイッチ　　　・　音波スイッチ　　　

 ・　SSLD－1　　　・　SSLD－2　　　・　DSLD－1　　　・　DSLD－2

 ・　SWD－1　　　・　SWD－2

(16.8.3)

 (16.8.4)

 (16.9.2)(表16.9.1)

(表16.9.2)

(16.9.3)

(表16.9.3)

樹脂製建具に使用する丁番　※　標仕（表16.8.3）による。

マスターキーの製作　　　　

鍵の組数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※　３本１組　　(　カギ箱　　※　あり　　　　・　なし　)

スライディングドア用自動ドア開閉装置の性能値

スイングドア用自動ドア開閉装置の性能値

ステンレス製

鋼　　　　製  ※ シーリング材

 ※ シーリング材

 ・ シーリング材

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

   アルミニウム製、鋼製、ステンレス製建具の場合

ガラスブロック積み    表面形状   ※ 図示   ･ 

   呼び寸法   ※ 図示   ･ 

   厚   さ   ※ 図示   ･   ㎜

  ※ 表16.13.1による   ･ 

(16.13.5)

 (16.13.3)(表16.13.1)

めっきの付着量　　　　※　Ｚ12又はＦ12　　　・ ※ 　 Y08  　 　

備考(特性種類)

ガイドレールの材料収納形式開閉方式

材質

アルミニウム製

建具の種類

ガラス留め材

ガラスの種類

ガラスの厚さ・構成等については建具表により、その他ガラスの性能は下記による。

セクション材料

耐風圧強度

ガラス

オーバーヘッドドア

軽量シャッター

(     )N/㎡

開閉形式  ・ 上部電動式(手動併用)   ※ 手動式

スラット ※ JIS G 3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板又は鋼帯)又は

  JIS G 3318(塗装溶融亜鉛－5％アルミニウム合金めっき及び鋼帯)

形状 ※ インターロッキング形   ・ オーバーラッピング形

 ※ スチールタイプ

 ・ アルミニウムタイプ

 ・ ファイバーグラスタイプ

 ※ スタンダード形

 ・ ローヘッド形

 ・ ハイリフト形

 ・ バーチカル形

 ※ 溶融亜鉛めっき鋼板

 ・ ステンレス鋼板

 ・ 

 ・ 強化ガラス

 ・ 熱線吸収板ガラス

 ・ 複層ガラス

 ・ 熱線反射ガラス

特  性  １ 特  性  ２

  ･ Ⅰ類  ･ Ⅱ-1類  ･ Ⅱ-2類  ･ Ⅲ類

  ･ Ⅰ類  ･ Ⅲ類

  ･ 1種  ･ 2種  ･ 3種   ･ A 類  ･ B 類

 衝撃特性

 衝撃特性

 日射熱取得率

 断熱性･日射熱遮蔽性

 日射熱遮蔽性、耐久性

(                  )

 ・ 合わせガラス

･ 1種  ･ 2種  ･ 3種( ･ U3-1  ･ U3-2)  ･ 4種  ･ 5種

  映像調整   ･ 行う    ･ 行わない

厚  さ

材　　　　　　質

 ・ ガスケット ( ※ グレイジングチャンネル形   ・        )

  ･ １種  ･ ２種

-

-

(16.13.2)

(16.13.4)

(16.13.2)

(16.12.2･3)

(16.11.4)

(16.11.3)

(16.11.2)(表16.11.1)

耐風圧性能

・　1000Pa

 ※ バランス形

 ・ チェーン式

 ・ 電動式

鋼製建具の性能値鋼製建具

　・　

　・　

ガラス

水切り板

ぜん板

 ※　複層ガラス　　　・　　　　　　　　　　　・　

※　図示　　　

※　図示　　　

建具表による

　　・　断熱ドアセット

　　・　断熱サッシ

　　・　耐震ドアセット

網戸等 網の材種

　断熱性

　　　・　H - 1　　　・　H - 2　　　・　H - 3　　　・　H - 4　　　・　H - 5

　面内変形追随性  　　　・　D - 1　　　・　D - 2　　　・　D - 3

建具表による

結露水の処理方法

※　合成樹脂製　　　・　ステンレス製　　　・　ガラス繊維入り合成樹脂製

・　図示

※ 図示   

※ 図示    ･ ぜん板

 ･ 水切り板

樹脂製建具 外部に面する樹脂製製建具の性能等級

種　別

・　 A 種

・　 B 種

・　 C 種

表面色　　　　　

特殊性能

種　　類

　　・　防音ドアサッシセット

　　・　防音サッシ

　　・　断熱ドアセット

　　・　断熱サッシ

耐風圧性

　※　S - 4　　　

　※　S - 5　　　

　※　S - 6　　　

 ※　標準色          　・　　特注色

性　　　能　　　等　　　級

　遮音性

　　　・　T - 1　　　・　T - 2　

　断熱性

　　　・　H - 4　　　・　H - 5

気密性

※　A - 4

水密性

※　W - 4

※　W - 5

枠見込み　(㎜)

  ※　建具表

   ・　       ㎜

適用箇所

 (16.3.2～5)(表16.3.1～2)

(16.3.2)(表16.3.2～3)

種　　類 性　　　能　　　等　　　級 適用箇所

・　外部に面する鋼製建具 耐風圧性　※　S - 4   ・　S - 5　・　S - 6

・　簡易機密型 気密性・水密性　　※　標仕（表16.4.1）による

　断熱性

　面内変形追随性  　　　・　D - 1　　　・　D - 2　　　・　D - 3

建具表による

・　防音ドアセット 遮音性

・ T - 1  ・T - 2   ・　T - 3　・　T - 4・　防音サッシ

　　・　断熱ドアセット

　　・　断熱サッシ 　　　・　H - 1　　　・　H - 2　　　・　H - 3　　　・　H - 4　　　・　H - 5

　　・　耐震ドアセット

鋼板

材　　料 厚さ

   ・ JIS G 3302 (溶融亜鉛めっき鋼板)

めっき付着量

・標仕（表16.4.2）による

   ・ JIS G 3317 (溶融亜鉛－５％アルミニウム合金めっき鋼板) 

※　Ｚ12又はＦ12　・ 

・ ※ 　 Y0 8 　　

4

5

(16.2.3)

(16.2.5)

11

12

10

 (16.3.3)

 (16.3.5)

 (16.4.2)

 (16.4.3・4)

15

14

13

防火戸     

適用部位(　　　　　　　　)

種　別

・　 A 種

　　防火戸の指定　　　

・　閉鎖機構の連動　　

・　建具見本の製作　　　

・　特殊な建具の仮組　　　　　　　　

耐風圧性

　※　S - 4　　　

気密性 水密性 枠見込み　(㎜)

　　※　70　

見本の製作等　　

種別　　　　・　A種　　　 ･　B種   

仕上げ塗り（EP-G）　　　※  B種　　　･　　A種

(15.6.2)

(15.8.3)

(16.1.3)

(16.1.4)

(16.1.6)

・　 B 種

・　 C 種

表　面　処　理

特殊性能

種　　類

　　・　防音ドアサッシセット

　　・　防音サッシ

　※　S - 5　　　

　※　S - 6　　　

　　　外部に関する建具

　　　屋内の建具

性　　　能　　　等　　　級

　遮音性

　　　・　T - 1　　　・　T - 2　　　・　T - 3　　　・　T - 4

※　A - 3

※　A - 4

※　B-1種

 ・　 B-2種　(　・　ｱﾝﾊﾞｰ　　・　ﾌﾞﾛﾝｽﾞ　　・　ﾌﾞﾗｯｸ系　　・　ｽﾃﾝｶﾗｰ　　・　特注色 )

※　C-1種

 ・ 　C-2種　(　・　ｱﾝﾊﾞｰ　　・　ﾌﾞﾛﾝｽﾞ　　・　ﾌﾞﾗｯｸ系　　・　ｽﾃﾝｶﾗｰ　　・　特注色 )

※　W - 4

※　W - 5 　　※　100

適用箇所

(引違い.片引き,上下窓で複層ｶﾞﾗｽの場合100)

(16.2.2)(16.3.2)

1 一般事項

防犯建物部品

アルミニウム製建具

16

(14.1.3)

(14.2.1)

2

3

4

5

マスチック塗材塗り

ロックウール吹付け

(13.3.3)

　・　複層塗材Si

　・　複層塗材E

　・　複層塗材RE

　・　可とう系複層塗材CE

　・　防水形複層塗材CE

　・　防水形複層塗材E

仕上げの形状

　　・　砂壁状

呼び名

　・　外装薄塗材Si

　・　可とう形外装薄塗材Si

　・　外装薄塗材E

　・　可とう形外装薄塗材E

　・　防水形外装薄塗材E

　・　外装薄塗材S

　・　内装薄塗材C

　・　内装薄塗材L

　・　内装薄塗材Si

　・　内装薄塗材E

　・　内装薄塗材W

　・　外装厚塗材C

　・　外装厚塗材Si

　・　外装厚塗材E

　・　内装厚塗材C

　・　内装厚塗材L

　・　内装厚塗材G

　・　内装厚塗材Si

　・　内装厚塗材E

　・　複層塗材CE

防火材料

 (15.5.4)

9

8

下地処理(ＡＬＣパネルの場合)

　・　防水形複層塗材RE

　・　防水形複層塗材RS　

　・　吹付用軽量塗材

　・　こて塗用軽量塗材

※　表15.5.4による　　　

内壁目地部の形状　

　※　室内縦横1.8ｍ程度、廊下3.6ｍ程度　　　・図示　　　・　0.9m

・ ステンレス製

・ 鋼製

・ アルミニウム製

・ ステンレス製

・ 鋼製

　※　押し目地　　  　・　カッター目地切り

　　・　防水形の仕上塗材及び軽量骨材仕上塗材の場合　　　※　表15.5.4及び単位面積当たりの使用量による　　　　

※　図示　　　

 ・　自動閉鎖機構　　　・　ヒューズ装置　　　・　熱感知器　　　・　煙感知器

・　工事で使用するものとして、あらかじめ製作するもの　　　

・　納まり等が分かる程度のもの

(16.2.2)(表14.2.1･16.2.1)外部に面するアルミニウム製建具の性能等級　　　           　

　※　図示　　　・　　　㎜　　　仕上げ吹付け厚さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　         

　　上塗材

　　　耐候性　　※　耐候形３種

　　　溶 　媒　　※　水系　　　 　　・　溶剤系

　　　樹　 脂　　※　アクリル系

　　　外　 観　　※　つやあり　　　・　つやなし

　　　　 　　　　　　・　メタリック

　　・　ゆず肌状(　・　吹付け　　・　ローラー塗り　)

　　・　さざ波状

　　・　平たん状

　　・　凹凸状(　・　吹付け　　・　こて塗り　)

　　・　着色骨材砂壁状(　・　吹付け　　・　こて塗り　)

　　・　砂壁状じゅらく

　　・　京壁状じゅらく

　　・　吸放湿性　　　　

　　・　耐湿性

　　・　吹放し

　　・　凸部処理

　　・　平たん状

　　・　凹凸状

　　・　ひき起こし

　　・　かき落とし

　　・　吸放湿性　　　　

　　上塗材　　　・　適用する

　　・　ゆず肌状　　　・　凸部処理　　　・　凹凸模様

　　・　適用する　　　・　適用しない　　　

　　・　適用する　　　・　適用しない　　　

　　・　適用する　　　・　適用しない　　　

 (15.5.7)(表15.5.4)

　※　V形目地付　　　

　　増塗材　　　・　適用する

　　・　砂壁状

　　・　平たん状

ボード原料接着剤への薬剤混入による防腐・防蟻処理

ラワン材等を使用する場合　　　　保存処理の性能区分Ｋ1

　防腐剤は非有機リン系とし、クロルピリホス、ダイアジノン、フェノブカルブを使用していない環境に配慮した表面処理用防腐剤と

する。処理方法は、工場における加圧式とし、十分に乾燥を行う。ただし、現場における加工が生じた場合には、加工した箇所に対

し、現場にて防腐剤を塗布することとする。

薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

　　 ・　亙棒葺(心木なし)　　　　　　・　立平葺　　　　・　蟻掛葺　　　　・　横葺　　　　・　

　　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法であることを明記した施工計画書を監督職員に提出すること。

　　※　図示　　　

 ※ 重ね形又ははぜ締め形   ･  かん合形

  ･ 09   ･ 11   ･ 13   ･ 15   ･ 17   ･ 19

  ･ 20   ･ 25   ･ 30   ･ 33   ･ 35   ･ 40   ･ 45   ･ 50

  ･ １種   ･ ２種   ･ ３種   ･ ４種   ･ ５種

 ※ 標仕(表13.2.1)による規格(                      )

  ･    ㎜

青森県板金工業組合の会員施工業者又は監督職員の承諾する業者

　　建築基準法に基づき定められた区分等は1.17による。

　　※　アスファルトルーフィング940　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　 ・　改質アスファルトルーフィング下葺材

　　   　（　・　一般タイプ　　　・　複層基材タイプ　　　・　粘着層　）

施 工 箇 所 (成形板､笠木､建具以外)

施 工 箇 所 (手すり､ﾀﾗｯﾌﾟ､建具以外)

陽極酸化皮膜の着色方法    ※ 二次電解着色   ･ 三次電解着色

施 工 箇 所 (手すり､ﾀﾗｯﾌﾟ以外)

　　　設計用引張強度　　　　※　施工計画書の品質計画において定めたもの　　　・　

    ・ 屋外の野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔  ※ 図示   ･ ＠900 

・ 配管用鋼管   ・ 硬質ポリ塩化ビニル管   ・ 

※ 標仕(表13.5.4)による   ・　

 造作材の場合  （ ※A種　・ B種）

化粧薄板厚

　　　　※　公共建築工事標準仕様書の「ひのき」は「ひば」と読み替える。　　　　　　　　　　　　　　　

適用箇所

等級

材面の品質

　※ 2級　 

　※ 1級　

（㎜）

・6.8.3(b)（2）　　・金属製タイル先付け用パネル　

適用タイル

　　・　小口タイル

　　・　二丁掛タイル

　　・　大形タイル

下地及びタイルごしらえ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　MCR工法　　　・　目荒し工法　　　

　※   ポリウレタン系シーリング材         　

　※   ポリウレタン系シーリング材         　

　※   変成シリコーン系シーリング材  　  　

　※   変成シリコーン系シーリング材    　　

Ⅰ類 (㎜)
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標準的な曲がりの役物一体成形とする
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〒036-8085
工事名称

図面名称

縮　　尺 年　月　日

TE-RU ARCHITECTS LTD

株式会社てる設計

特記事項 図面番号

2019.10.09

社会福祉法人　弘前豊徳会　看護小規模多機能型居宅介護改修工事

N/S

A-05
建築工事特記仕様書4

章 項　　　　　目 特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

 ･ 壁用金属枠及び補強材   ※ 図示   ･ 
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事
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メタルカーテンウォール

 ･ 80  ･ 70  ･ 60

 ･ Ｔ-1  ･ Ｔ-2

 ･ Ｔ-3  ･ Ｔ-4

 ･ Ｈ-2以上

  力骨の材質、寸法、形状  ※ SUS304 径5.5㎜ はしご形状複筋及び単筋   ･ 図示

  化粧目地モルタルの色

  シーリング材種類 ※ 標仕(表9.6.1)による   ･ 

 (              )

  工法

  目地幅の寸法

  伸縮調整目地の位置

金属化粧カバーの材質、寸法、形状   ※ 図示   ・ 

 ※ 耐風圧性

   ･ 耐震性(  )

  ※ 水密性

 ※ 気密性

  ･ 耐火性

章 項　　　　　目

カーペット敷き

(17.1.3)

19

内

装

工

事

　
　

2

厚　さ 帯電性

高さ　(㎜)

　　※　60　　　・　75　　・　100

寸法　(㎜)

　　※　500×500　　

厚さ　(㎜)

帯電性

　　※　3kv以下　　

グリッパー工法の適用

・　あり　　　・　なし

(19.2.3)

(19.3.3･4)(表19.3.1～2)

特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

防滑性床シート又は床タイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

種　　　　　類

ビニル幅木　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

材　　種

ゴム床タイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

色　　柄

標準仕様書以外の下地

織じゅうたん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

種　　　別

・　A種　　　・　B種　　　・　C種

タフテッドカーペット　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

パイル形状

ニードルパンチカーペット　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※　軟質　　・　硬質

※　コイン柄　　

記　　号

※　図示　　　

パイル長さ

厚さ　(㎜)

厚さ　(㎜)

　※　3.0　　・　4.5　　・　6.0　　・　9.0

織り方

※　 1.5　　　

性　　能

帯電性

　※　3kV以下　　

パイル形状

(17.3.3)

(17.3.2)

(17.2.6)

(17.2.5)
合成樹脂塗り床

(17.2.3)

(17.2.2)

3

タイルカーペット　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

種別

　※　１種

取付け用付属品

塗床の種類

　・　ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗り床

ﾊﾟｲﾙ形状

 ・　ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

仕　　上　　げ　　の　　種　　類

寸法(㎜)

※　500×500

※　図示　　　

総厚さ(㎜)

　※　6.5

　 ・　7.0

※　3kv以下　　

品質 敷き方

・　平場　※　市松　　　

・　階段　※　模様流し　　

品質は、参考商品名である。

※適用しない

電気抵抗(Ω)

　 ・　２種 ※  ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

　・　弾性ｳﾚﾀﾝ塗床 　※　平滑仕上　　　　・　防滑仕上　　　　・　つや消し仕上

　・　薄膜流し展べ仕上　　　・　厚膜流し展べ仕上　　　・　樹脂ﾓﾙﾀﾙ仕上　　　・　防滑仕上

　・　化粧せっこうボード

　・　繊維板 

普
通

特
殊

　・　ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様

　・　木目模様

壁

天
井

　　　　※　9.5　(不燃)

　　　　 ・　9.5　(準不燃)

　 　　　・　9.5　(準不燃)

 　・　15.0　 (不燃)

 　・　9.5　  (準不燃)

　※　12.5　(不燃)

　 ・　15.0　 (不燃)

ＪＩＳＡ６９０１の規格品

ＪＩＳＡ６９０１の規格品

ＪＩＳＡ６３０１の規格品

ＪＩＳＡ５４３０の規格品

ＪＩＳＡ６９０１の規格品

ＪＩＳＡ５４０４の規格品

ＪＩＳＡ５４４０の規格品

ＪＩＳＡ５９０５の規格品

ＪＩＳＡ５９０８の規格品

ＪＩＳＡ６３０１の規格品

　※　12.5　(不燃)

4 フローリング張り

  ・　直張り工法

複合フローリングの種別　　　・　Ａ種　　　・　Ｂ種　　　※　Ｃ種(防湿処理　・　行う　　・　行わない)

樹種　　　　※　なら　　　・　図示

複合フローリングの種別　　　・　Ａ種　　　・　Ｂ種　　　※　Ｃ種

せっこうボード、その他ボー

ド及び合板張り

接着工法　　

種別

種　　類

樹種　　　　※　なら　　　・　図示

モザイクパーケットの樹種、厚さ及び大きさ　　　　・　図示　　　・　　　　

フローリングの裏面の緩衝材　　　　※　合成樹脂発泡シート　　　・　図示

※　ウレタン樹脂ワニス塗り　　　・　オイルステイン塗り　　　・　ワックス塗り

種　　別 厚さ　(㎜)

　 ・　9.5　  (準不燃)

品質・規格

現場塗装仕上げ

 ・　ポリウレタン樹脂塗料3回塗り

(19.6.2)(表19.6.1)・　A種　　・　B種　　・　C種　　※　D種(　・　KT-Ⅰ　　・　KT-Ⅱ　　※　KT-Ⅲ　　・　KT-K　・　KT-N)

(19.7.2)(表19.7.1)

釘どめ工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　・　根太張り工法　

　　　　・　フローリングボード　　　・　フローリングブロック　　　・　モザイクパーケット

　　　　・　複合１種フローリング　　　・　複合２種フローリング　　　・　複合３種フローリング

樹種　　　　※　なら　　　・　図示

フローリング張りの種類

壁紙張り

遮音シール材

施工箇所

　　・　A種　　　※　B種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

品　　質

下地　　

合板類の張付け種別　　

せっこうボードの目地処理 ・　継目処理工法　　　・　突付けＶ目地工法　　　・　突付け工法　　　・　目透し工法　　　　　　

一般事項に定めるほか、「生活環境の安全に配慮したインテリア材料に関するガイドライン(ＩＳＭ)」あるいはそれと同等の

基準、性能に適合するものとする。

9 吸音材

種　　　類 種　　　別

　・　硬質ウレタンフォーム断熱材

　・　フェノールフォーム断熱材

　・　押出法ポリスチレンフォーム保温材（スキンなし）

　・　ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

　・　押出法ポリスチレンフォーム断熱材（スキンなし）

保温版

・　2種b

・　3種b

種　　　類

　※　Ａ種１　　・　Ｂ種１　　

　・　建築基準法に基づく防火性能　　　・準不燃材料　　　※難燃材料

材　　　　料

　　　・　ロックウール吸音材(ガラスクロス包み)

　　　・　グラスウール吸音材(ガラスクロス包み)

吹付厚さ(㎜)

　　・　25　　　・　30　　　

種　　　　類

　　　ロックウール吸音ボード1号60Ｋ

　　　吸音用グラスボード 2号32Ｋ

施　工　箇　所

　※　図示　　　

厚さ　(㎜)

　　　・　25　　

　　　・　25　　

　・　A種硬質ウレタンフォーム保温材

断熱材現場発泡工法　(断熱材は JIS A9526 による)

　・　ビーズ法ポリスチレンフォーム保温材

　・　フェノールフォーム保温材（3種2号を除く）

(19.2.2･3)

8 断熱・防露 断熱材の仕様(打込み・張付け)

　　・　A種　　　※　B種　　　　　　　　　　　　　

・　紙　　　・　繊維　　　・　ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

・　無機質　　　・　その他

・　紙　　　・　繊維　　　・　ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

・　無機質　　　・　その他

・　紙　　　・　繊維　　　・　ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

・　無機質　　　・　その他

せっこうボード面の素地ごしらえ　　

　　・　A種　　　※　B種　　　　　　　　　　　　　モルタル面及びプラスター面の素地ごしらえ　　

コンクリート面の下地調整 　　・　A種　　　※　B種　　　　　　　　　　　　　
種　　　　類

　・　単層ビニル床タイル（ＴＴ）

　・　複層ビニル床タイル（ＦＴ）

　・　置敷きビニル床タイル（ＦOA）

種　　　　　類

　　　　種　　類

種　　　　　　　類

・　塩化ビニル系

・　レジンコンクリート系

記号

　※　ＦＳ

記　　号

色柄

   ・　無地

   ・　ﾏｰﾌﾞﾙ

色柄

   ・　無地

   ・　柄物

   ・　無地

   ・　柄物

   ・　無地

   ・　柄物

形状(寸法、厚さ)　(㎜)

・　300×300

厚さ　(㎜)

  ※  ２.０

   ・   ２.５

厚さ　(㎜)

  ※  ２.０

   ・   ２.５

  ※  ２.０

   ・   ３.０

   ・   　

性　　能

厚さ　(㎜)

施工箇所

施工箇所

厚さ　(㎜)

ビニル床シート　　　　　　

帯電防止床シート又は床タイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

視覚障害者用床タイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

耐動荷重性床シート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　・　コンポジションビニル床タイル（KＴ）

1 ビニル床シート、ビニル床タ

イル及びゴム床タイル張り
19

種　　類

　※　一般用

　　(発泡層のないもの)

　・　

(18.4.3)(表18.4.1)

(18.4.2)

(表18.3.4)

(18.3.3)(表18.3.3)

(表18.3.2)

　(18.3.2)(表18.3.1)

(18.2.7)(表18.2.7)

(18.2.6)(表18.2.5･6)

(18.2.5)(表18.2.4)

(18.2.4)(表18.2.3)

(18.2.3)(表18.2.2)

(18.2.2)(表18.2.1)

(18.1.3)

(18.14.2)(表18.14.1)

(18.13.2)(表18.13.1)

(18.12.2)(表18.12.1)

(18.11.2)(表18.11.1)

(18.10.2)(表18.10.1)

(18.10.2)(表18.10.1)

(17.3.6)

(17.3.5)

(17.3.4)
5

6

畳敷き

(18.5.2)(表18.5.1)

(18.4.4)(表18.4.2)

(18.9.2)(表18.9.1)

(18.8.4)(表18.8.3)

(18.8.2)(表18.8.1)

(18.7.4)(表18.7.3)

(18.7.3)(表18.7.2)

(18.7.2)(表18.7.1)

(18.6.2)(表18.6.1)

7

クリヤラッカー塗り(CL)

(SOP)

合成樹脂調合ペイント塗り

錆止め塗料塗り

5

4

3

鉄鋼面の素地ごしらえ

鉄鋼面の錆止め塗料種別

鉄鋼面の錆止め塗料塗り

塗り(EP)

合成樹脂エマルションペイント

ペイント塗り(EP-G)

つや有合成樹脂エマルション

耐候性塗料塗り（DP)

（NAD）

ｱｸﾘﾙ樹脂系非水分散形塗料塗り

9

8

7

6

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

コンクリート面、モルタル面、プラスター面、せっこうボード面、その他ボード面

鉄鋼面

コンクリート面、モルタル面、プラスター面、せっこうボード面等    ・ A種   ※ B種

種別    ･ Ａ種   ※ Ｂ種

種別    ･ Ａ種   ※ Ｂ種

塗

装

工

事

コーティング(ローラー刷毛塗り)

主剤２回塗りとし、総塗付量は0.25㎏/㎡以上とする。

水性アクリル樹脂系塗料 ( ※ 標準色  ・      )

種別    ･ Ａ種   ※ Ｂ種

種別    ･ Ａ種    ･ Ｂ種

防塵塗料塗り

マスチック塗材塗り

木材保護塗料塗り(WP)

オイルステイン塗り(OS)

ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)

塗料塗り(EP-T)

合成樹脂エマルション模様

15

14

13

12

11

10

16 その他の塗料

（　　　　　　）

木部

材質

仕上塗料

塗付量

  ・ 標仕(表18.7.3)による

･ Ａ種   ※ Ｂ種

※ 標仕(表18.7.1)による   ・ 

※ 標仕(表18.7.2)による   ・ 

種別    ･ Ａ種   ･ Ｂ種   ･ Ｃ種

・ A種   ※ B種

※ 標仕(表18.12.1)による   ･ 

ゴンドラ用ガイドレール

断熱材

シーリング材

ＰＣカーテンウォール3 コンクリートの種類

所要スランプ

所要気乾単位容積質量

単位水量の最大値

鉄筋の種類

補強鉄線

ガラス溝の寸法、形状等

断熱材

製品寸法の許容差

塗装業者

素地ごしらえ

一般事項

2

1

木部の素地ごしらえ
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項　　　　　目

フリーアクセスフロア

可動間仕切 JIS A 6512によるほか次による。

移動間仕切

ユ

ニ

ッ

ト

及

び

そ

の

他

の

工

事
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章

1

2

3

特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

帯電防止性能

　 ・　０．６以上

　 ・　

　 ・　

漏えい抵抗

　 ・　　　　　Ω

　 ・　

　 ・　

(20.2.2)

遮音性

遮音性 (20.2.4)

(20.2.3)

不燃材料の認定

構成材

耐荷重性能

耐衝撃性能

ローリングロード性能

耐燃焼性能

寸法精度

表面仕上げ材

　 ・　静電防止床タイル

　 ・　

※　標仕(20.2.2)(b)(2)(i)による　　　　　　　

※　標仕(20.2.2)(b)(2)(ⅱ)による　　　　　　・　

※　標仕(20.2.2)(b)(2)(ⅲ)による　　　　　　

※　標仕(20.2.2)(b)(2)(ⅳ)による　　　　　　・　

※　標仕(20.2.2)(b)(5)(i)による　　　　　　　

寸法　(㎜) 耐震性能

　 ・　１．０G

　 ・　０．６G

　 ・　

所定荷重

　 ・　３０００N

　 ・　５０００N

　 ・　

構成材 パネル表面仕上構造形式

ボーダー部及びスロープ　　　　※　一般部分の仕様に準ずる　　　・　図示　　

　※　タイルカーペット

項　　　　　目 特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

側塊、排水桝等　

鋳鉄製ふた　

グレーチング

材料

材　　　　　　種

　・　遠心力鉄筋コンクリート管

　・　硬質ポリ塩化ビニル管

　・　リサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管

　・　リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管

　・　排水用硬質ポリ塩化ビニル管継手

　・　屋外排水設備用硬質ポリ塩化ビニル管継手

地業の材料　　　　

側塊　　

鋳鉄製ふた　

種　類

鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

形状　　　※　図示　　　・　　　　　　　　　　　　　　

名称　　　※　図示　　　・　　　　　

※　標仕(4.6.2)による　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※　図示　　　　 ・　

※　接着剤　　　・　ゴム輪　

用　途

寸法　　　※　図示　　　

種類　　　※　図示　　　・　　　　　

管の種類

外圧管(１種)

・　VP　　・　VU

RS-VU

RF-VP

DV

VU継手

適用荷重

　･　歩行用

　･　T-2用

　･　T-6用

　･　T-14用

適用荷重　　　　・　　　　　　　　

メインバーピッチ

普通目

･   

･   

･   

･   

呼び径(㎜)

　※　図示

細目

･   

･   

･   

･   

･   

･   

･   

(㎜)

･   

･   

･   

･   

･   

･   

･   

メインバーの
上面形状

平型

･   

･   

･   

･   

･   

･   

･   

凹凸型

･   

･   

･   

･   

･   

･   

･   

(21.2.1)(表21.2.1)

(21.2.3)

(21.3.3)

(21.2.2)

基床の厚さ及び種類

硬質塩化ビニル管の継手

排水桝の種類　　　※　図示　　　

ふたの種類　　　※　図示

グレーチング　　　　　

章
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排

水

工

事

1

2

3

4

排水管

街きょ、縁石及び側溝

路床

側溝の形状、寸法

地業の厚さ

遮断層用材料

凍上抑制層用材料

ｽﾃﾝﾚｽ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

　･　T-20用

　･　歩行用

　･　T-2用

･   

･   

･   

砂の粒度試験の適用

(21.4.2)

(22.2.2･3)

･   

･   

･   

･   

･   

･   

･   

･   

･   

･   

･   

･   

※　図示　　　・　　　㎜　　　　　

※　図示　　　・　　　㎜　　　　　

　･　T-6用

　･　T-14用

　･　T-20用

･   

･   

･   

路床安定処理

　(22.5.6)

配合その他

※　標仕(22.4.4)による　

※　図示　　　・　

※　図示　　　・　

※　図示　　　

(22.6.2)(22.6.4)(表22.6.1)

備  考

色彩  ( ※ 黄色   ･     )

( ※ 標準品   ･         )

表面加工

(22.6.2)

(22.6.3)

(22.6.4)

(22.7.2)

(22.7.6)

　(22.8.2･3)

(表22.2.2)

(22.2.3)

(22.2.3)

(22.2.5)

(22.3.2)

(22.3.3)(表22.3.2)

(22.4.2)

(22.4.3)

(22.4.4)(表22.4.5)

(22.4.5)

(22.4.6)

(22.5.2)

(22.5.3)

(22.5.3)

(22.5.4)

舗装の平たん性

アスファルト　　　　

表　　層

コンクリート舗装等の構成及び厚さ　

アスファルト舗装の構成及び厚さ　

アスファルト混合物の種類

アスファルト混合物の抽出試験

シールコートの施工　　　　　　　　

寒冷地の縁部立下がり寸法　　　　

注入目地材料　　　　　　

目地の種類及び間隔　

目地の構造

※　表22.5.4 　　　・　　図示　　

※　図22.5.2 　　　・　　図示　　

早強セメントの使用　　　　　　　

カラー舗装の構成及び厚さ　　　　　　　　

舗装の種類　　　　

　 ・　加熱系アスファルト混合物

　 ・　 

　 ・ 　常温系樹脂系混合物

　 ・　 常温系塗布工法

　 ・ 　常温系ニート工法

結合材

舗装厚さの許容差

※　表22.6.1による　　　　　

※　図示　　　・　　　　　

※　標仕( 22.4.2(c)による　　　

部位

　・　車道部（基層なし）

　・　車道部（基層あり）

　・　歩道部

　・　車道部

　・　車道部

　・　車道部

　・　歩道部

　・　歩道部

　・　歩道部

カラー舗装の厚さ

　　※　　図示　　・　　

　　※　　図示　　・　　

　　※　　図示　　・　　

表層用加熱系混合物に添加する着色骨材又は自然石　　　※　図示　　　・　　　　　

結合材に石油樹脂を使用した場合の顔料の添加量　　　　※　図示　　　・　　　　　

 ･ 表面加工  ( ･ 研ぎ出し  ･ 洗い出し  ･ たたき出し)

ジオテキスタイル

盛土用材料　　　　

砂の粒度の試験

路床締固め度の試験

路床上の支持力比(ＣＢＲ)試験　　　　　　　　

路盤材料　　　　　　　　

路盤の厚さ　　

現場ＣＢＲ試験

※　図示　　　・　　

・　密粒度アスファルト混合物(13Ｆ)

※　低弾性タイプ　　　・　高弾性タイプ　　　　　　　　　　　　　　　

・　歩道部　　　　

・　車道部

　　種　別　　

 ・　図示　　　・　　　㎜

 ・　図示　　　・　　　㎜

※　再生クラッシャランRC‐40　　　

 ・　クラッシャランのC‐40又はクラッシャラン鉄鋼スラグのCS‐40

砂利敷き

　　　　・　通路　　　　 材料

種別　　

※　図示　　　

※　A種　　　・　B種

舗装の平たん性 ※　歩行に支障となる段差がないもの

ジオテキスタイルの品質 ※　図示　　　

　(22.9.2)使用材料及び種別　　　　　　　

ブロック系舗装

 ※ うろこ張り

施工方法

 ※ 80～100

厚さ(㎜)

 ※ 小舗石(花こう岩)

種  類

舗石舗装

厚さ(㎜)

 ※ 80   ・ 100

 ※ 80   

 ※ 80   

歩道部

車道部 ※ 300角

寸法(㎜)

 ・ 植生ブロック

 ・ 誘導・注意喚起用ブロック

種  類

 ・ 透水性ブロック

 ※ 普通ブロック

舗石舗装の基層の適用 ・アスファルト混合物　　　　・　コンクリート板

厚さ　　アスファルト混合物　　　　※　50ｍｍ　　・　

コンクリート板　　　　※　70ｍｍ　　・　

透水性アスファルト舗装の厚さ　　　

舗装の平たん性

・　歩道部　　※　図示　　　・　　　㎜　　　　　

ニート工法の配合その他

塗布配合のその他

※　著しい不陸のないもの　　　・

アスファルト混合物の抽出試験　　　

備　　考

 ･ 目地材  ( ※ 砂  ･ モルタル) ※ 60

厚さ(㎜)寸法(㎜)

 ※ 300角

 ･ 透水平板(Ｐ)

 ※ 普通平板(Ｎ)

種　　類

コンクリート平板舗装

インターロッキングブロック舗装

ロールスクリーン

幅　　　　　※　図示　　　・　　　㎜

高さ　　　　※　図示　　　・　　　㎜

　　種別　　　

　　レール及びブラケットの強さ　　　　

※　図示　　

※　図示　　

※　図示　　

　※　10-90　　　・　10-60　　　

(20.2.13)

(20.2.14)

11

カーテン及びカーテンレール

材種　　　　※　図示　　　

品質　　　　※　図示　　　

きれ地

カーテンレール

　　品質　

　　特殊加工

形式　　　　　　12
4

アスファルト舗装

コンクリート舗装

カラー舗装

路盤

透水性アスファルト舗装

床

　 ・　鋼製

寸　法 形　　式

　※　一般型

　　　(屋内用)

　・　一般型

　　　(屋内外用)

　・　気密タイプ

　　・　一般形　　　・　密閉形

　　・　屋内外用　　　・　屋内用

外枠 内枠

　　・　あり

　　・　なし

　※　アルミニウム製

　 ・　ステンレス製

　　・　450×450

　　・　600×600

　　・　450×450

　　・　600×600

・　額縁タイプ ・　額縁タイプ

・　目地タイプ・　目地タイプ

※

※

※

※

材種　　

17

18

19

20

21

ステンレス流し台

コンロ台

吊戸棚

水切り棚

くつふきマット

優良住宅部品　　　・　図示

優良住宅部品　　　・　図示

優良住宅部品　　　・　図示

優良住宅部品　　　・　図示

　　・ 硬質アルミニウム合金　(受枠　硬質アルミニウム合金)

　　・　ステンレス鋼(SUS 304)　 (受枠　ステンレス鋼(SUS 304) )

　　・ 塩化ビニル又はゴム　(受枠　ステンレス鋼(SUS 304) )

22 その他

（　　　　　）

防火性能の種別

(表19.7.3)

形式

天井

材　　種

　※　アルミニウム製

16 点検口

厚さ　(㎜)

 ※　図示

施工箇所

 ※　図示

難燃性(JIS A1321)

　・　2級　　　※3級

(19.9.3)

(19.9.2)

※　不燃　　　・　準不燃

※　不燃　　　・　準不燃

※　不燃　　　・　準不燃

(19.8.3)

鍵の有無

10

7

　　　　積み方　　　　※　谷積み　　　・　布積み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　レール材料　　　　

　　レールの仕上げ　　　　

　　レールの形状　　　　

　・　フランスひだ(三つひだ)　　　・　箱ひだ　　　・　つまひだ(二つひだ)　　　・　プレーンひだ　　　・　片ひだ

※　水セメント比55％以下、単位セメント量の最小値300kg/m3　　　・　　　N/㎜2

　※　アルミニウム製　　　・　ステンレス製　　　

　※　アルマイト　　　・HL　　　

　※　角形　　　・　C形　　　・　D形　　　

(20.3.2)

(20.3.3)

(20.3.4)

(20.4.2)

(20.4.3)

暗幕用カーテンの重なり　　　　※　300㎜以上　　　・　　　㎜　　　　　　　　

補強鉄線　　　　※　径3.2㎜以上　　　・　　　㎜　　　　　　　　　　　　　　　　

配　　筋　　　　※　計算書による　　　・　図示　　　　

地業の材料　　　　※　4.6.2(a)による　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

間知石材種　　　・　花こう岩　　　・　凝灰岩　　　・安山岩　　　・　　　　　　　　　　　　　　　

コンクリート間知ブロック　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

伸縮目地の材種　　　※　図示　　　

伸縮目地の厚さ　　　※　図示　　　

質量区分　　　・　Ａ　　　・　Ｂ

材種　　　　※　アルミニウム製　　　・　塩ビ　　　・　木製

(19.8.2)

(19.7.3)

13

14 間知石　及び

ｺﾝｸﾘｰﾄ間知ﾌﾞﾛｯｸ積み

ひだの種類　　

コンクリートの設計基準強度(Fc)

取付方法　　　※　図示　　　

プレキャストコンクリート工事

目塗り　　　※図示

種類　　　　　　

15 天井見切縁

5

(20.4.2)

6

非常用進入口等の表示

区　　分

　　・　室名札

　　・　ビクトグラフ

　※　アクリル板

色　彩

(19.3.3)

(19.4.3)

(表19.4.4～8)

(19.5.2)

(19.5.4～7)

トイレブース

階段滑り止め

黒板及びホワイトボード

4

5

鏡

表示

7

8

6

書　体

　　ヘルベチカ

　　又はゴシック

(20.2.10) 5

122

(20.2.5)

(20.2.6)

 (20.2.8)

(20.2.9)

　　・　庁舎案内板

　　・　各階案内板

　　　形　　状

　　　取付形式

　※　アクリル板

ゾノライト系けい酸カルシウム

心材付繊維積層ライニング材

安全使用温度　(　　　　　　　　　　　　)

横形ブラインド　

9

10

煙突ライニング

ブラインド

(20.2.11)

(20.2.12)

舗

装

工

事

3

2

　　　　※　全重量の5倍以上の荷重に対して使用上支障のない耐力及び変形量となるように補強する　　　・　図示　　　

パネル内に取り付ける建具の寸法、形状

ハンガーレール取付下地の補強　　　　

 ※ メラミン樹脂塗料又はアクリル樹脂塗料焼付塗装  ･ あり

 ･ なし

　※　鋼板

 ・ パネル式

 ・ スタッド式(露出)

 ・ スタッド式(内蔵)

 ・ スタッドパネル式

 ・  図示    

種　類

パネル圧接装置の操作方法

表面材

※　図示　　　

仕上

パネル表面材　　　　　　　　　　　　　

形状　　　※　図示　　　

黒　　板　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ガラススクリーンに対する対人衝突防止表示

脚　　部　　　　

材　　種　　　　

形　　状　　　　　

幅　(㎜)　

取付工法　　

厚　　さ　　

　　・　メラミン樹脂系化粧板

　　・　ポリエステル樹脂系化粧板　　　　　　

　 ※　幅木タイプ　　　・　脚金物タイプ　　　

　　・ ステンレス製(SUS304)ビニルタイヤ入り　　　　　 　          

　　・　磁器質タイル　　　

　　・　図示　　　・　ノンスリップタイル　　　

　　・ 約35　　 ・ 約50　　・　約60　　

　 ※　接着工法　　　・　埋込み工法　　　

　種類　　　　※　焼付け　　・　　　　

　色　　　　　 ※　緑　　　

　※　5㎜　　　・　　　㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

あと施工アンカーの材質・寸法等　　　※　図示　　　

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法であることを明記した施工計画書を監督職員に提出すること。

  目地部の力骨の補強方法

※ 6m以下ごとに10～20㎜の目地を設ける   ･ 

※ 製造所の仕様による   ･ 図示   ･ 

※　標仕(16.13.5)(b)(2)による　　　・　図示

　　建築基準法に基づき定められた区分等は1.17による。

 ･ 遮音性

 ･ 耐温度差性 (℃)

構造ガスケット形状、寸法   ※ 図示   ・ 

 ･ S-4  ･ S-5  ･ S-6  ･　

 ･ 30分  ･ 1時間

 ･ 断熱性 (m2h℃/kcal)

※ 適切な資料を提出し、監督職員の承諾を受ける性能の確認方法及び判定方法

種類    ・ アルミニウム製   ・ 鋼製   ・ ステンレス製

ガラス取付シーリング材料   ※ 図示   ・ 

 ･ Ｗ-4  ･ Ｗ-5

 ･ Ａ-3  ･ Ａ-4

亜鉛めっき鋼面錆止め塗料種別

 透明塗料塗り

亜鉛めっき鋼面の素地ごしらえ

モルタル面及びプラスター面の素地ごしらえ

コンクリート面、ALCパネル面及び押出成形セメント板面の素地ごしらえ

せっこうボード面及びその他ボード面の素地ごしらえ

亜鉛めっき鋼面錆止め塗料塗り

塗料の種類                 ※ 1種   ･ 2種

木部合成樹脂ペイント塗り種別    ・ Ａ種（屋外）   ・ Ｂ種（屋内）

鉄鋼面合成樹脂ペイント塗り種別    ・ Ａ種   ※ Ｂ種

種別    ・ Ａ種   ※ Ｂ種

種別    ・ Ａ種   ※ Ｂ種

・ Ａ種   ※ Ｂ種

・ Ａ種   ・ Ｂ種   ※ Ｃ種

※ Ａ種   ・ Ｂ種   ・ Ｃ種

・ Ａ種   ※ Ｂ種

・ Ａ種   ※ Ｂ種

･ その他の場合          ・ Ａ種   ※ Ｂ種

･ 継目処理工法の場合    ※ Ａ種   ・ Ｂ種

･ 屋外     ※ Ａ種   ・ Ｂ種

   ※ Ａ種   ・ Ｂ種   ※ Ｃ種(屋内水系塗料の場合)

･ 見え掛り   ※ Ａ種   ・ Ｂ種

･ 見え隠れ   ・ Ａ種   ※ Ｂ種

･ 鋼製建具   ※ Ａ種   ・ Ｂ種   ・ Ｃ種

･ その他     ・ Ａ種   ・ Ｂ種   ※ Ｃ種

･ 屋内     ※ Ａ種   ・ Ｂ種(屋内水系塗料の場合)

構造ガスケットを用いる場合のアンカー溝

製品の見え掛り部分の寸法許容差

※ 12㎝以下   ･   ㎝

※ 1.9t/m3   ･   t/m3

※ 180kg/m3   ･   ㎏/m3

カーテンウォール部材の取付位置の寸法許容差    ※ 表17.2.3による   ・ 

構造ガスケットを用いるガラスの取付 ※ 図示   ･ 

※ 表6.11.1の1種   ･ 

ｺﾝｸﾘｰﾄの設計基準強度(Fc) ※ 30N/㎜2   ･  N/㎜2

※ SD295A   ･ 

※ 径3.2㎜以上   ･ 

※ 図示   ･ 

※ 図示   ･ 

※ 図示   ･ 

※ 標仕(表17.3.1)による   ･ 

カーテンウォール部材取付位置の寸法許容差

構造ガスケットを用いる場合のガラスの取付

配筋    ※ 計算書による   ･ 図示

躯体付け金物の取付位置の寸法許容差    ※ 表17.2.2による   ･ 

製品の見え掛り部分の仕上げ

※ 図示   ･ 

※ 表17.2.1による(アルミ合金鋳物を除く)   ・　

※ 図示   ･ 

※ 製作所の仕様による   ･ 図示   ･ 

シーリング材種類   ※ 図示   ・ 

寸法許容差

寸  法 ※ 図示   ･ 

※ 図示   ･ 

※ 標仕(表17.3.2)による   ･ 

※ 図示   ･ 

(社)日本塗装工業会の会員又は監督職員の承諾する塗装業者

防火材料の指定がある場合は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする。

   防火材料指定箇所   ※ 図示   ･ 

 不透明塗料塗り ※ Ａ種   ・ Ｂ種

工法

 ・　 突付け

※　熱溶接

寸法　(㎜)

  ・　300×300

　・　450×450

　・　300×300

　・　450×450

　・　500×500

ビニル床タイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　・　ロックウール化粧吸音版

　・　無石綿けい酸カルシウム板

　・　シージングせっこうボード

　・　木質系セメント板 

　・　火山性ガラス質複層板(VS)

　・　火山性ガラス質複層板 

　・　吸音材料 

　 ※　内部用

　　・　軒天用

普通

立体模様

　・　特殊加工化粧合板

　・　アクリル系シーリング材　　　・　ウレタン系シーリング　　　・　ジョイントコンパウンド

板厚さ　　　　　　　　㎜

　・　防虫処理　　　・　難燃処理　　　・　防炎処理

接着の程度　(　　・　１類　　　　・　2類　　　)

　　・　軽量鉄骨下地　　　・　木造下地　　　・　コンクリート下地　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　・　普通合板　　　　

　・　特殊合板

　・　天然木化粧合板

透明塗料塗りの場合　　　　※　ラワン合板程度　　　

不透明塗料塗りの場合　　 ※　しな合板程度　　　　

板面の品質　(　　　　　　　　　　　　　　)

板厚さ　　　　　　　㎜

　・　防虫処理　　　・　難燃処理　　　・　防炎処理

接着の程度　(　　　　　　　　　　　)

化粧単板樹種　(　　　　　　　　　　　)

化粧単板厚さ　　　　※　0.3㎜未満　　　・　　　㎜

そば包み　(　　　　　　　　　　　　　　)

板厚さ　　　　　　　　㎜

　・　防虫処理　　　・　難燃処理　　　・　防炎処理

接着の程度　(　　・　１類　　　　・　2類　　　)

表面性能　(　　　　　　　　　　　)タイプ

化粧加工の方法 (　・　オーバーレイ　・　プリント　・　塗装　　)

　　スラット幅　※　図示　　　・　　　㎜　　　

操作方式　　　・　スプリング式　　　・　コード式(チェーン式)　　　・　電動式　　　　　　　　

　　・　シングル　　　・　ダブル　　　・　片引き　　　・　引分け

開閉操作方式　　　　・　手引き　　　・　ひも引き　　　・　電動　　　

材質・厚さ　(㎜) 印刷等の種別

　　※　シルクスクリーン印刷

　　種類　　　　※　ギヤ式　　　・　コード式　　　

　　幅　　　　　※　図示　　　・　　　㎜

　　高さ　　　　※　図示　　　・　　　㎜

　　スラットの材種　　　　※　アルミニウム合金　　　

　　ヘッドボックスの材種　　　※　鋼製　　　

　　ボトムレールの材種　　　　※　鋼製　　　

　　幅　　　　　※　図示　　　・　　　㎜

　　高さ　　　　※　図示　　　・　　　㎜

　　開閉方式　※　図示　　　・　　　㎜

　　操作方法　　　　※　2本操作コード方式　　　

　　スラット　　　　・　焼付け塗装仕上げのアルミスラット　　　・　防炎性能認定表示があるク特殊樹脂加工のクロススラット

　　(　※5　　・　　)

　　(　※8　　・　　)

　　※　図示　　

　　※　図示　　

　　※　シルクスクリーン印刷

　　スラットの幅　　　　※　25㎜　　　・　図示　　　・　　　㎜

縦形ブラインド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

寸法　　　※　図示　　　

材質　　　※　図示　　　

型　式

　※　受枠付

　･　溝ふた用

　･　ますふた用

　･　かさあげ用

　･　Ｕ字溝用

　　※　標仕(4.6.2)による　　　・　図示　　　・　　　　　　　

　　※　100mm　　　・　図示　　　

コンクリート縁石の形状、寸法

地業の材料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

フィルター層用材料(透水性舗装)

　※　受枠付

　･　溝ふた用

　･　ますふた用

コンクリートの設計基準強度(Fc)

凍上抑制層に使用する材料

埋戻しに用いる材料　　　　

種類　　　※　再生クラッシャラン　　　・　切込砂利又は切込砕石　　　・　図示　　　

 ・　Ａ種　　　※　Ｂ種　　　・　Ｃ種　　　・　Ｄ種　　　　　　　　　　　

※　図示　　　

※　図示　　　

厚さ　　　※　図示　　　・　　　㎜　　　　

種類　　　※　川砂、海砂又は良質な山砂　　　・　図示　　　

厚さ　　　※　図示　　　・　　　㎜　　　　　

厚さ　　　

種類　

・　車道部　　

・　歩道部　　

※　図示　　　

　･　かさあげ用

　･　Ｕ字溝用

※　18N/㎜2　　　・　　N/㎜2　　　　　　　

方法

 ・　Ａ種　　　・　Ｂ種　　　・　Ｃ種　　　・　Ｄ種　　　　　　　　　　　　　　　　

路床安定処理用添加材料　　　※　図示　　　・　　

品質　　　　　※　図示　　　・　　　　　　

設計基準強度、スランプ及び粗骨材の最大寸法　　　　※　表22.5.2による　　　※　図示　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※　通行の支障となる水たまりを生じない程度　　　　　・

※　再生アスファルト　　　・　ストレートアスファルト　　    　　　　

※　表22.5.1による　　　・　図示　　　・　　　　　　　　　　　　　　　

※　図示　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　

内

装

工

事

　
　

t9.0

　・　せっこうボード

　　　　・　建物周囲　　 材料

種別　　

※　図示　　　

 ・　A種　　 ※　B種



MEMO

承 認 検 図 担 当 製 図

一級建築士事務所　青森県知事　第716号

一級建築士　建設大臣　第213208号 福士　晃昭

青森県弘前市大字末広4-3-1
TEL0172-27-8647 FAX0172-27-8648

〒036-8085
工事名称

図面名称

縮　　尺 年　月　日

TE-RU ARCHITECTS LTD

株式会社てる設計

特記事項 図面番号

2019.10.09

社会福祉法人　弘前豊徳会　看護小規模多機能型居宅介護改修工事

N/S
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防

水

改

修

工

事

塗膜防水

脱気装置

とい

特　　　　　記　　　　　事　　　　　項 章 項　　　　　目

     ※　JIS A 9511によるＡ種ポリエチレンフォーム保温材の密度及び熱伝導率の規格に適合するもの

又はJIS A 9521によるポリエチレンフォーム断熱材の密度及び熱伝導率の規格に適合するもの

又はJIS A 9511によるＡ種硬質ウレタンフォーム保温材の保温板２種１号又は２号で透湿係数を除く規格

又はJIS A 9521による硬質ウレタンフォーム断熱材2種1号若しくは2号で透湿係数を除く規格に適合するもの

又はJIS A 9511による押出法ポリスチレンフォーム断熱材の1種ｂ、2種ｂ又は3種ｂ　　

又はJIS A 9511によるＡ種押出法ポリスチレンフォーム保温材の保温板

　　　　地表面粗度区分　（　・Ⅰ　　・Ⅱ　　・Ⅲ　　・Ⅳ　）

改修工法の種別等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

　 ・ 　ブリッジ工法　(　・　ボンドブレーカ張り　　　・　エッジング材張り　)

※　被着体に応じたものとし、改修標仕(表3..7.1)を標準とする。　　　　　　　 

・　改修標仕(表3.7.1)によらない箇所及びシーリング材料

※　改修標仕(3.7.3)(a)(1)～(3)による　　　　・　図示

※　簡易接着性試験　　　　　・　引張接着性試験

入隅部の増張り (Ｓ－Ｆ1 及びＳＩ－Ｆ1の場合)        ※　図示

※主材料製造所の指定による　　　　

ステンレス製 又は アルミ製

シーリング材料

防　　　　　露

仕上塗料

　　※　カラー

　　 ・ 　シルバー

施　　工　　箇　　所

備考

保護層　　　・　設ける（図示）

保護層　　　・　設ける（図示）

(3.7.2)(表3.7.1)

 (3.8.2)(表3.8.1･5)

(3.5.4)

機械的固定方法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法であることを明記した施工計画書を監督職員に提出すること。

(3.7.3)

(3.7.4～7)

(3.7.8)

(表3.1.1)(3.6.3)(表3.6.1)(表3.6.2)

 (3.3.3)(3.4.3)(3.5.3)(3.6.3)

4 タイル張り仕上げ外壁の改修

外

壁

改

修

工

事
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項　　　　　目

　接着工法

に適合するもの

・ 

厚さ 　　　　　㎜

PCコンクリート部下地

　　　　基準風速Ｖｏ＝（　　　　　　）ｍ／ｓ

工法

　　　・　ＰＯＸ

　　　・　Ｌ４Ｘ

　　　・　Ｐ１Ｙ

　　　・　Ｐ２Ｙ

脱気装置　　　 

材料

目地寸法

工法

工　　　　　法

 　・ 　シーリング充填工法

　 ・　 シーリング再充填工法

　 ・ 　拡幅シーリング充填工法

試験

材　　種

箇　　　　所

種　　別

　　　※　Ｘ－１

　　　 ・　Ｘ－２

　　　 ・　Ｘ－１

　　　※　Ｘ－２

　　　※　Ｙ－２

　　　※　Ｙ－２

種類及び設置数量　

材　　　質　　

目地処理　　　※　図示

施工箇所

シーリング改修

特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

接　着　剤

材　料 注入間隔

※200～300㎜

  ｼｰﾘﾝｸﾞ材の上にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙを充填

注入量 ｺｱ抜取り検査

(補修方法：

)

ひび割れ部改修    タイル張りの撤去    ・ する   ・ しない

 ※ JIS A6024による低粘度形

    又は中粘度形

 ・ する

 ・ しない

    ※ 1成分形又は2成分形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材 　・ する

　・ しない

 ※ ポリマーセメントモルタル

 ・ ポリウレタン樹脂

 ・ 変成シリコーン  ・ エポキシ樹脂

 ・ シリコン樹脂  ・ 

位置   ※ 改修標仕(表4.5.1)による   ・ 図示 (4.5.8)(表4.5.1)

(4.5.3)

(4.5.2)

0.25未満

0.25以上

0.25以上

浮き代(㎜)

1.0以下

1.0を超える

一般部

 ※16

 ※13

 ※13

 ※9

 ※9

 ※9

指定部

 ※25

 ※20

 ※20

 ※16

 ※16

 ※16

一般部

 ※12

 ※12

 ※9

 ※9

指定部

 ※20

 ※20

 ※16

 ※16

 ※25

 ※25

 ※50

 ※25

 ※50

1箇所の面積
(本/ｍ2)

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ 注入量

(ml/箇

所)

注入口

(箇/ｍ2)

 ・  ・  ・ 

 ・  ・  ・  ・  ・ 

 ・  ・  ・  ・  ・ 

 ・  ・  ・ 

 ・ 

 ・  ・  ・  ・ 

 ・  ・  ・  ・  ・ 

(4.1.4)(4.2.2)(4.5.4)(4.5.9～15)

工　　法

工　　　法

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地

 ・ 樹脂注入工法

※ Ｕカットシール材

充填工法

 ※ 自動式

 ・ 手動式

 ・ 機械式

 ・ 

 ・ シーリング材

    ・ 

 ・ 可とう性エポキシ樹脂

欠損部改修

・ タイル部分張替え工法

・ タイル張替え工法

工　　法

浮き部改修    タイルの撤去    ・ する   ・ しない

 ・ ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

 ・ ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

 ・ ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法

    注入工法

    注入工法

 ・ 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂

 ・ 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂

 ・ 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ

    注入工法

(ｍ2)

外壁タイル張り下地等の下地モルタル接着試験

既存塗膜等の除去及び下地処理

　　　・　サンダー工法　　　・　高圧水洗工法　　　・　塗膜はく離剤工法　　　・　水洗い工法

処理範囲　　　　※　既存仕上面全面　　　・　図示

打継ぎ目地　ひび割れ誘発目地

伸縮調整目地　その他の目地

　　※　改修標仕(表4.6.1)     　・　

Ⅰ類

特　　記　　事　　項

　目地の位置・寸法　　※　図示

Ⅱ類 Ⅲ類

釉

施釉

※　　ポリウレタン系　　　

※　　変性シリコーン系　　　

無釉

役物

有

色

特注

(4.5.8)(表4.5.5)

(4.2.2)

(4.5.16)

 (4.6.3)

　　・　密着張り　　　　・　改良積上げ張り　　　　・　改良圧着張り　　　　・　マスク張り　　　　・　モザイクタイル張り

有機系接着剤による陶磁器質タイル張り工法

工法　　　　　　　　　　　　・　外装壁タイル接着剤張り　　　　　

形状  

 ・寸法
 (㎜)

吸水率による区分 耐凍害
性 抗性

滑り抵
化ﾀｲﾙ
再資源

　材　料　　 　　　　　　※　目地材料は改修標仕(3.7.2)による。

下地調整　　　　※　下地調整塗材　　　・　ポリマーセメントモルタル　　　・　防水形仕上塗材主材

下地ひび割れ部の補修　　　※　コンクリート打放し仕上げ又はモルタル塗り仕上げの改修工法に準じる　　　　・　図示

 ※25 ・  ・ 

 ・ ポリマーセメントモルタル使用

 ・ エポキシ樹脂使用

※ 改修標仕(表4.5.1)による   ・ 

伸縮目地及びひび割れ誘発目地

工　　　法 特　　記　　事　　項

　・　

 (4.5.2･4･7･8)

(4.5.8)(表4.5.4)

改修工法

・　タイル部分張替え工法

・　タイル張替え工法

　※　ポリマーセメントモルタル　　

　 ・　一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系（JIS A 5557）

 　・　一液反応硬化形ウレタン樹脂系（JIS A 5557）

　伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地　　　　※　改修標仕(表4.5.1)による　　　

セメントモルタルによる陶磁器質タイル張りの工法

 ・ 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂

    注入ﾀｲﾙ固定工法

 ・ タイル部分張替え工法

 ・ タイル張替え工法

アンカーピンの材質　　※　ステンレス鋼（SU3S04）

2

の改修

コンクリート打放し仕上げ外壁

施工数量調査

アルミニウム製笠木  ・　オープン形式　 　　　　　・　板材折曲げ形(寸法・厚さ・工法は図示)

　・　行わない

(3.9.2)

(3.9.3)

　・　行う　（　※　(表3.8.1･5)による　　・　　　　　）※　配管用鋼管

 ・　硬質ポリ塩化ビニル管

 ・　

※　図示　　　・　　　　　　　

特記無き限り既存のとい受け金物を使用する。

既存のといその他の撤去及び降雨等に対する養生方法

種類

表面処理

注入量 ｺｱ抜取り検査

 ･　しない

(補修方法：

(4.1.4)(4.2.2)(4.3.4～6)

(1.5.3)

(1.5.2)

 ･  する　（個数：　　　）

)

  ｼｰﾘﾝｸﾞ材の上にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙを充填

5 塗り壁仕上げ外壁等の改修

施工箇所

試験張り

見本焼き

目地改修

工　　　法

工程ごとの所要量等の確認

区分

シーリング材の種類

主な用途による

タイル　（JIS　A　5209

　　　　・　目地ひび割れ改修工法

　　　　・　伸縮目地改修工法

　　・　薄付け仕上塗材

　　・　厚付け仕上塗材

工　　法

※　樹脂注入工法

　※　自動式

   ・　手動式

   ・  機械式

　・　パテ状エポキシ樹脂

材　料 注入間隔

　　・　する

　　・　しない

ひび割れ部改修　　

　　充填工法
 ・  Ｕカットシール材

※200～300㎜

　・　シーリング材

 ・　シール工法

調査内容

　　との適合性を確認する。

調査報告書の部数　　　　・　２部　　・　部

(3.9.3)

(3.9.3)

笠木の下地補修の工法　　※　図示　　　

笠木の固定金具の工法

 ･  する　（個数：　　　）

(4.1.4)(4.2.2)(4.4.2)(4.4.5～7)

(4.1.4)(4.2.2)(4.4.3)(4.4.8・9)

(4.1.4)(4.2.2)(4.4.4)(4.4.8～15)

6

27

建

具

改

修

工

事

1

2

3

改修工法

防火戸

 (4.1.4)(4.2.2)(4.3.7)
　　・　可とう形改修用

　　・　仕上塗材

　　・　複層仕上材

 ・　メタリック

※　耐候形3種

 ・　

(4.7.2)

指定は建具表により、建築基準法の規定に基づき定められたもの又は認定を受けたものとする。

(5.1.3)

(5.1.7)

(5.1.4)

呼び名 仕上げの形状 工法 上塗材(複層仕上材)

溶媒 ※　水系　　・　溶剤系

 ・　弱溶剤系

※　ｱｸﾘﾙ系

 ･   ｼﾘｶ系

 ･   ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系

 ･   ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系

 ･   ふっ素系

※　つやあり

 ・　つやなし

　　・　ゆず肌状

　　・　凸部処理

　※　吹付け

 　・　こて

(4.1.4)(4.2.2)(4.6.5・6)(表4.2.4)仕上塗材の種類等

種類

種別

仕上げ塗り（EP-G）　　　　

　　・　Ａ　種　　　　・　Ｂ　種

　　・　Ａ　種　　　　・　Ｂ　種

耐候性

適用部位(　　　　　　　　)

ヒューズ装置、熱感知器又は煙感知器と連動　　・　行う　　・　行わない

・　撤去工法

新規建具周囲の補修工法及び範囲は図示による。

かぶせ工法

樹脂

外観

　　・　凹凸模様

　　・　平たん状

・　防水形複層塗材E

・　透湿性防水形

複層塗材E

・　さざ波状

・　砂壁状

　 ・　ローラー

　　・　断熱サッシ

　　・　耐震ドアセット

結露水の処理方法　　　　　・　 図示　　・　

水切り板

ぜん板

網戸等

※　図示　　　

※　図示　　　

網の材種 (5.2.3)

・　H - 1　　・　H - 2　　・　H - 3　　・　H - 4　　・　H - 5

　面内変形追随性  　　　　　・　D - 1　　・　D - 2　　・　D - 3

※　合成樹脂　　　・　ガラス繊維入り合成樹脂　　　・　ステンレス(SU316)

種　別

・　 A 種

・　 B 種

・　 C 種

表面色　　　　　

耐風圧性

　※　S - 4　　　

　※　S - 5　　　

　※　S - 6　　　

 ※　標準色          　・　　特注色

気密性

※　A - 4

水密性

※　W - 4

※　W - 5

枠見込み　(㎜)

  ※　建具表

   ・　       ㎜

6 樹脂製建具 外部に面するj樹脂製製建具の性能等級 (5.3.2・4)(表5.3.1)

4

5

見本の製作等

アルミニウム製建具

　　・　防音ドアセット

　　・　防音サッシ

　　・　断熱ドアセット

　遮音性

　断熱性

　※　Ｂ－１種　　　・　Ｂ－２種(　・　標準色　　　・　特注色　)

　※　Ｃ－１種　　　・　Ｃ－２種(　・　標準色　　　・　特注色　)

・　Ｃ　種

・　Ｓ－６

・　Ａ－４

・　Ｗ－５

100

適用箇所

建具表による

(5.1.5)

(5.1.6)

(5.2.2･4)

　　　・　T - 1　　　・　T - 2　　　・　T - 3　　　・　T - 4

建具見本の製作　　　　　※　行わない　　　　・　行う（建具表による）

特殊な建具の仮組　　　　※　行わない　　　　・　行う（建具表による）

種　　類

耐風圧性

気 密 性

水 密 性

枠見込み寸法　(㎜)

表面処理

特殊性能

種　　類

外部に面する建具

内　部　建　具

性　　　能　　　等　　　級

・　Ａ　種

･　Ｓ－４

・　Ａ－３

・ 　Ｗ－４

・　70　（複層ガラス100）

・　Ｂ　種

・　Ｓ－５

・　Ａ－３

・ 　Ｗ－４

ブラインドボックスの再使用

外部に面するアルミニウム製建具の性能等

　　・　する

　　・　しない　　充填工法

 ・  Ｕカットシール材

 ・　シール工法

  ｼｰﾘﾝｸﾞ材の上にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙを充填

工　法 材　料

   ※ 充填工法

   ・ モルタル塗替え工法

   ・ ポリマーセメントモルタル

 ・ 既成目地材の使用する(形状：図示)

仕上げ厚又は塗厚が25ｍｍを超える場合の処理　　※　図示

浮き部改修    モルタルの撤去    ・ する   ・ しない

工　　法

　　工法

　　ｽﾗﾘｰ注入工法

0.25未満

0.25以上

0.25以上

1.0以下

1.0を超える

一般部

 ※16

 ※13

 ※13

 ※9

 ※9

 ※9

指定部

 ※25

 ※20

 ※20

 ※16

 ※16

 ※16

 ※12

 ※12

 ※9

 ※9

 ※20

 ※20

 ※16

 ※16

 ※25

 ※50

 ※25

 ※50

 ・ ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

 ・ ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

 ・ ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入

　　注入工法

 ・ 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂

　　注入工法

 ・ 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂

 ・ 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ

 ・ 充填工法

 ・ モルタル塗替え工法

1箇所の面積 浮き代

(ｍ2) (㎜)
(本/ｍ2)

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ

 ・  ・ 

 ・  ・  ・  ・  ・ 

 ・  ・  ・  ・  ・ 

 ・  ・  ・ 

 ・  ・  ・  ・ 

 ・ 

 ・  ・  ・  ・  ・ 

・ エポキシ樹脂モルタル

・ ポリマーセメントモルタル

・ 改修標仕(表4.4.1)による

・ ポリマーセメントモルタル

 ・ 既成目地材の使用する

    (形状：図示)

アンカーピンの材質　　※　ステンレス鋼（SU3S04）

3

工　　法 材　料 注入間隔

モルタル塗り仕上げ外壁の改

修

 ※　樹脂注入工法

※200～300㎜

ひび割れ部改修　　　　

工　法

　　　※　充填工法

材　料

欠損部改修　　　　　　

注入量 ｺｱ抜取り検査

 ･　しない

(補修方法：

)

備　　考

一般部 指定部

 ※25

注入量
注入口

(箇/ｍ2)

所)

(ml/箇

 ・ 

備　　考

断熱材の材質及び厚さ

　　屋根露出防水断熱工法

屋根露出防水絶縁断熱工法のルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

工法

　　・　Ｐ１E

種　　別

    ・　E－１

施工箇所

※　アルミニウム製　L-30×15×2.0 (㎜)程度　　 　

　　※　　図示　　　　　　　

　　・　Ｐ０Ｄ

　　・　Ｐ０ＤＩ

　　・　Ｍ３ＤＩ

　　・　Ｍ４ＤＩ

材質　　　  ※　JIS A 9511によるＡ種硬質ウレタンフォーム保温材の保温板２種１号又は２号で透湿係数

　　・　

規格に適合するもの

        を除く規格に適合するもの

又はJIS A 9521による硬質ウレタンフォーム断熱材2種1号若しくは2号で透湿係数を除く

厚さ　　　　　・　　　㎜

 　・　15㎝　　　　　・　18㎝

　※　図示　　　　　・　　　㎜

(表3.1.1)(3.4.2・3)(表3.4.1～3)

仕上塗料の種類及び使用量

種類

・ 

使用量

・　　　㎏/㎡

※  表3.4.1～表3.4.3による

※  表3.4.1～表3.4.3による

※  表3.4.1～表3.4.3による　　　・　      

　　・　Ｄ－３

　　・　Ｄ－４

   ※  Ｄ Ｉ－２

   ※  Ｄ－２

　　・　Ｄ Ｉ－１

(3.3.4)

(3.3.5)

(3.3.2)(3.3.3)(3.3.5)

外

壁

改

修

工

事

　　　・　Ｓ Ｉ　　－

　　　・　Ｓ Ｉ　　－

　　　・　Ｓ　　－ ・ 

使用量

・　　　㎏/㎡

屋内保護密着工法

施工箇所種　　別

　　　・　Ｓ　－　Ｃ1

改修工法の種類 モルタルの塗り厚

ルーフィングシートの種類及び厚さ

※発泡ポリエチレンシート　　

※表3.5.1から表3.5.3による  　　・　

 　　・　

断熱材の材質及び厚さ

※防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板及びそれらの鋼板の片面又は両面に樹脂を積層加工したもので、

厚さ0.4ｍｍ以上のもの

　機械的固定工法　　材質　  ※　JIS A 9511によるＡ種硬質ウレタンフォーム保温材の保温板２種１号又は２号で透湿係数を除く規格

　　　　に適合するもの

規格に適合するもの

又はJIS A 9521による硬質ウレタンフォーム断熱材2種1号若しくは2号で透湿係数を除く

又はJIS A 9511による押出法ポリスチレンフォーム断熱材の1種ｂ、2種ｂ又は3種ｂ　　

又はJIS A 9511によるＡ種押出法ポリスチレンフォーム保温材の保温板

厚さ 　　　　㎜

改修工法の種類

厚さ　　　  　・　　　㎜

施工箇所

材質　  ※　JIS A 9511によるＡ種硬質ウレタンフォーム保温材の保温板２種１号又は２号で透湿係数

又はJIS A 9521による硬質ウレタンフォーム断熱材2種1号若しくは2号で透湿係数を除く

防湿層の設置　　　　※　図示　　　　・　　　

改修工法の種別等

種　　別

　　　・　Ｓ　　－

(表3.1.1)(3.5.3)(表3.5.1～3)

仕上塗料の種類及び使用量

種類

合成高分子系ルーフィング

絶縁用シートの材質

固定金具の材質等

伸縮調整目地

改質アスファルトシート防水

　　・　Ｐ２E

押え金物の材質及び形状寸法

   ※　E－２

保護コンクリート

　粗骨材

　設計基準強度

　※　25㎜　　 　　　

　※　18N/m㎡　　　

　スランプ

　厚さ

・屋上排水溝

材料

工事完了後、監督職員指示の場所に施工標識を取り付ける。

※

種　　別 改修工法の種類 施工箇所

成形伸縮目地(天端ＥＰＴゴム、サイドブチルゴム製)は評価名簿による。　

改修工法の種別等

　　　・　ＡＳ Ｉ　　　－

　　　・　ＡＳ Ｉ　　　－

　　　・　ＡＳ　　－

　　　・　ＡＳ　　－

粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

改質アスファルトシートの種類及び厚さ

部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

断熱材の材質及び厚さ

　　屋根露出防水断熱工法

        を除く規格に適合するもの

          　  　・　　　

規格に適合するもの

断熱材の材質及び厚さ

   屋根保護防水断熱工法

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

屋根露出防水

　防水層の種別

工法

　　・　Ｐ１ＢＩ

　　・　Ｔ１ＢＩ

平場の保護コンクリートの厚さ

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

種　　別

厚さ　　　　※　50㎜　　　・　　　㎜

　  こて仕上げ　　※水下　80㎜以上　

　  床タイル張り　※水下　60㎜以上　

施工箇所

　 ・　

※　表3.3.3～表3.3.9による　　　

※　表3.3.3～表3.3.9による　　　

仕上げ塗料

種　　類 使用料

　　・　ＡＩ－３

　　・　Ｂ Ｉ－１

※  Ｂ Ｉ－２

・　Ｂ Ｉ－３

材質　　 ※　JIS A 9511によるＡ種押出法ポリスチレンフォーム保温材の保温板３種ｂ（スキンあり）　　　

　　・　又はJIS A 9521による押出法ポリスチレンフォーム断熱材３種ｂＡ（スキン層付き）　

11

備考

1

12

　　・　Ｍ４Ｃ

　　・　Ｍ３Ｄ

　　・　Ｃ－１

　　・　Ｃ－３

　　・　Ｃ－４

　　・　Ｄ－１

   ※  Ｃ－２

26

P0系工法における改修用ドレン

既存防水層表面の仕上塗装の除去

保護層のみ撤去する立ち上り部等の補修

架台回り等の処置

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　　　・　　図示　　　　　　　

下地補修に用いるアスファルト　　　　※　３種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

補修箇所の形状、長さ、数量等　　　　・　　図示　　　　　　　

改修工法の種別等

種　　別

　　・　　図示　　　　　　　

改修工法の種類

※　改修標仕(3.2.6)(d)(3)(vii)①～③による　　　　・　図示

施工箇所

(表3.1.1)(3.3.3)(表3.3.3～10)

(1.5.2)

(1.5.3)

(3.2.5)

(3.2.2)

(3.2.6)
8

屋根保護防水

工法

　防水層の種別

　　・　Ｐ１Ｂ

　　・　Ｐ２ＡＩ

　　・　Ｐ２Ａ

種　　別 施工箇所 絶縁用シート

　 ・　

      70g/㎡程度

立上り部の保護

    ・　Ａ－1

   ※  Ａ－２

　　・　Ｂ－１

　　・　Ａ－３

   ※  Ｂ－２

　　・　Ｂ－３

　　・　ＡＩ－１

   ※  ＡＩ－２

        厚さ 0.15㎜ 以上

   ※  ポリエチレンフィルム   ・　乾式保護材

・　れんが押え

・　コンクリート押え

   ※  フラットヤーンクロス

9

10

防

水

改

修

工

事

既存下地の補修及び処置

アスベスト含有建材の処分

特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

材　料　名 厚さ(㎜) 処理を行う範囲

項　　　　　目

7 産業廃棄物収集運搬車に

係る表示及び備え付け

1 施工数量調査

章

 ･ かん水装置

 ･ 支柱  種類  ･ 図示   ･ 

2. 　屋根ふき材

ボイラー保温材

監督職員に提出すること。

測定は種類に応じ、下表のとおりとする。

※

※

　・　行わない

保温材・成形板

　・　配管エルボ保温材

　・　

測定名

測定１

測定２

測定３

測定４

測定５

測定６

測定７

測定時期

処理作業前

処理作業中

測定場所

処理作業室内

調査対象室外部付近

処理作業室内

処理作業室外

処理作業室内

４方向各１点(敷地境界)

測 定 点

計 ２ 点

各 ２ 点
処理作業後

負圧・除じん装置

の排出吹出口

処理作業後

(シート養生中)

処理作業室内

出口吹出し風速1m/sec以下

の位置各2点

(解仕6.1.1)

(解仕6.2.2)

(解仕6.2.3)

(9.1.1)(解仕6.1.3)

(解仕6.1.4)

(9.1.2)(解仕6.2.1)

など防火対策を入念に行う。

1. 　内装仕上げ材、建築設備の撤去

 ・　手作業、機械作業の併用による。

･ 各２点  ･ 各３点  ･ 各　点

･ 各２点  ･ 各３点  ･ 各　点

･ 各２点  ･ 各３点  ･ 各　点

備考

大気

－

－

－

(注)

(注)

(注)

5

6

除去したアスベスト含有吹付け材の処理

 ※ 図示   

･ 工法名 (                    )

･ ｾﾒﾝﾄ固化※ 密封処理

※ 解仕6.3.2(a)(1)～(4)による (解仕6.3.2)

(解仕6.3.3)

処理を行うアスベスト含有保温材等の仕様等

厚さ(㎜) 処理を行う範囲材 料 名

 ※ 図示   

 ※ 図示   

(9.1.4)(解仕6.4.1)

材　料　名 厚さ(㎜) 処理を行う範囲

アスベスト含有建材の処分 (9.1.3)

処理を行うアスベスト含有成形板の仕様等

厚さ(㎜) 処理を行う範囲材 料 名

 ※ 図示   ・ 

 ※ 図示   ・ 

 ※ 図示   ・ 

(9.1.5)(解仕6.5.1)

材　料　名 厚さ(㎜) 処理を行う範囲

アスベスト含有建材の処分 (9.1.4)

7

シート防水

処理を行うアスベスト含有吹付け材の仕様等

材　料　名

吹付け材

保温材・成形板

測定８

　※ 施工箇所全て

厚さ(㎜) 処理を行う範囲

計　２　点

 ※ 図示   

1週間以降
シート撤去後

調査対象室外部の付近

(注)　各施工箇所ごとの室面積が50㎡以下までは2点、300㎡以下までは3点とし、300㎡を超えるものは100㎡ごとに1点を追加する。

(9.1.3)(解仕6.3.1)

大気

6-7 アスベスト含有建材の除去

　・　アスベスト含有吹付け材

　・　アスベスト含有保温材等

　・　アスベスト含有成形板

工 法

作業場の隔離

測定室

1

2

3

4

5

6

一般事項

施工計画書

工法等

分別解体等に係る施工方法

石膏ボードの処分方法

アスベストの撤去・処分等

撤

去

工

事

6-1

6-2

6-3

6-4

6-5

6-6

アスベストを含有する建築設備

専門工事業者

除去作業者

アスベスト含有分析調査

アスベスト粉じん濃度測定

石綿作業主任者

24

行う

吹付け材

※

移植樹木の枯損処置

土壌層の厚さ

保水・排水層

植込み用土

樹木の材種、寸法、株立数、寸法等

芝及び地被類の樹種並びに種類等

樹種

芽立数

コンテナ径

単位面積当たりのコンテナ数

植栽基盤及び材料

 ※ 改良土   ･人工軽量土

※ 図示   ・ 

新植樹木の枯補償期間

    芝張りの工法 平  地

法  面

吹付けは種用種子等 種類

地被類

芝張り、吹付けは種及び地被類の枯補償

 ・ 屋上緑化システム

 ･ 屋上緑化軽量システム

(23.3.4)

(23.3.6)

(23.4.2)

(23.4.3)

(23.4.2)

(23.4.7)

(23.5.2･3)

(23.5.4)

一般事項

既存防水層の処理

アスファルト防水

2

3

4

5

水溶性塩類(EC)の試験

植栽基盤整備工法

樹木の樹高(ｍ)

土壌の水素イオン濃度(pH)試験

雨水の排水構造物の設置

※ 図示   ・ 

※ 図示   ・ 

 ･  １２以上

 ･  ７～１２

 ･  ３～７

 ･  ３以下

※ 芝、地被類 ※ 20   ※ Ｂ種    ※ 植栽部分

  ※ 現場発生土の良質土   ･ 客土                 

･ 暗きょ   ･ 開きょ   ･ 排水層   ･ 縦穴排水   ･ 

・ バーク堆肥   ・ 発酵下水汚泥コンポスト

(23.1.3)

(23.2.2)

(23.2.3)

(23.3.2)

25

※ 図示   ・ 

※ 図示   ・ 

刈込みものの適用

※ 幹周   ･ 根元周

  ･ 丸太の樹種

※ 丸太   ･ 竹

(23.3.3)

特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

有効土層(㎝) 工法 面積

  ※ Ａ種※ 100   ･ 120   ･ 150    ※ 図示

   ・   ・ Ｂ種

  ・ Ｃ種

  ・ Ｄ種

※ 80   ･ 100

※ 60   ･ 80

※ 50   ･ 60

章 項　　　　　目

1 一般事項23

3

4

植樹

植

栽

工

事

地被類

芝張り、吹付けは種及び 芝の種類

植込み用土

土壌改良材

樹木の樹種

    寸法

周長の測定

支　柱　材

   株立数

    数量

幹巻用材料

支柱

2 植栽基盤

マスチック塗材塗り

防犯建物部品

既存笠木の撤去　　　　　　　・行う　（　範囲　※　図示　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ・　A-1種          ・　 B-1種　　　　

ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び錆汁の流出の有無を調査する。

モルタル塗り仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部分を表示し、また欠損部の形状寸法等を調査する。

塗り仕上げについては、コンクリートまたはモルタル表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。また、既存塗膜と新規上塗材

  ・  可とう性エポキシ樹脂

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　　　・　　図示　　　　　　　

　※　JIS A6024による低粘度形

　　　 又は中粘度形

  　  ※　1成分形又は2成分形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材

調査範囲　　　　　※　外壁改修範囲　　　・　図示の範囲

コンクリート表面のはがれ及びはく落を壁面に表示する。

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法であることを明記した施工計画書を提出する。

  建築基準法に基づき定められた区分等は、1.17による。

　　　・　ポリマーセメントモルタル

　・　可とう性エポキシ樹脂

　　　・　エポキシ樹脂モルタル

  ・  可とう性エポキシ樹脂

　・　可とう性エポキシ樹脂

  　  ※　1成分形又は2成分形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材

　・　パテ状エポキシ樹脂

   ・ エポキシ樹脂モルタル

欠損部改修及びひび割れ部改修後のモルタル撤去部分の補修

　※　自動式

   ・　手動式

   ・  機械式

　・　シーリング材

　※　JIS A6024による低粘度形
　　　 又は中粘度形

 種類  ･ 図示   ･           (工事区分は図示による)

3.　騒音、振動は使用機器の能力等により、事前に所要の手続きをして解体に伴う関係官庁各課の了解を得ること。

4.　マニフェストの提出はA票とＥ票の写し(完成時にE票が提出出来ない場合はD票とし、後からE票を提出すること。)

　を提出し、工事写真に搬出搬入の写真を添付すること。

1.　施工計画書には、使用機械器具、各工種の材料、工法、日程等の内容を記載する。

2.　重機械等を建築物等に載せる場合は、構造体の安全を確認する検討書を添付する。

内装材の撤去は原則として火気を使用してはならない。やむを得ず使用する場合は、消火器具等を準備し監視人を配備する

及び「石綿障害予防規則(平成17年2月24日 厚生労働省令第21号)」その他関係法規に準拠し、適切に施工すること。

アスベスト含有建材の除去を直接行う専門工事業者については、工事に相応した技術を有することを証明する資料を

石綿作業主任者技能講習修了者又は平成18年 3月以前の特定化学物質等作業主任者の有資格者とする。

石綿障害予防規則に基づく特別の教育を受けた者で、肺機能に異常がない者とする。

※　手作業による。　　　・　手作業、機械作業による。

　※　別途協議(図面にない建材が判明した場合)

　・　耐火二層管

 ※　別途協議(図面にない該当設備が判明した場合)

撤去・処分に当たっては、建築物解体工事共通仕様書(平成24年版)(以下「解仕」という。)6章「アスベスト含有建材の除去等」

1.　建設廃棄物等の処分は、関係法令に従い安全かつ公害を発生させない方法で行うこと。

2.　計画的内容は工事施工関係者にひろく周知徹底させる。

※　ビニル床タイル、間仕切壁、天井材、建具類の内装仕上げ材及び建築設備は、コンクリート類の再資源化を図るため、

　　手作業による先行撤去とし、コンクリート類とは分別解体とすること。

1. 　撤去は手作業を原則とし、管理型処分場で処分すること。

2.　 砒素・カドミウム含有石膏ボードは、出来る限り製造業者に処分を依頼する。

※ 引渡しの日から1年間   ･ 

 ･ 軽量骨材(層の厚さ：          )   ･板状成型品

※ 図示   ・ 

※ 図示   ・ 

※ 図示   ・ 

※ 図示   ・ 

※ 図示   ・ 

※ 引渡しの日から1年間   ･ 

※ 引渡しの日から1年間   ･ 

※ 目地張り   ･ 

※ べた張り   ･ 

※ 洋芝類又はクローバー   ・ 

※ コウライシバの類   ・ ノシバの類

見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等

※ 図示   ・ 

※ 図示   ・ 

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法であることを明記した施工計画書を監督職員に提出すること。

  建築基準法に基づき定められた区分等は、1.17による。

本立

※ 加圧式防腐処理丸太材   ･ 

 ・ ワイヤ掛け形   ・ 地下埋設形

 ･ 添え柱形   ･ 鳥居形   ･ 八ｯ掛け形   ･ 布掛け形

※ 幹巻用テープ   ・ わら及びこも

　「廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令」の規定により、運搬車を用いて産業廃棄物の収集又は運搬を行う場合には、

自己の産業廃棄物を運搬する場合を含め、同法施行規則に定められた事項を車体の両側面に見やすいように表示するとともに、

同規則に定められた書面を当該車内に備え付けること。

調査方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

調査報告書の部数　　　　※　２部

調査範囲　　　　　※　防水改修範囲　　　　・　図示

5 屋上緑化



MEMO

承 認 検 図 担 当 製 図

一級建築士事務所　青森県知事　第716号

一級建築士　建設大臣　第213208号 福士　晃昭

青森県弘前市大字末広4-3-1
TEL0172-27-8647 FAX0172-27-8648

〒036-8085
工事名称

図面名称

縮　　尺 年　月　日

TE-RU ARCHITECTS LTD

株式会社てる設計

特記事項 図面番号

2019.10.09

社会福祉法人　弘前豊徳会　看護小規模多機能型居宅介護改修工事

N/S

A-07
建築工事特記仕様書6

　　新規・塗替(建具)

 ・　A種　　・　B種　　 ・　C種

※　A種　　・　B種　　  ・　C種

 ・　A種　　・　B種　　 ・　C種

　　　　　 ※　A種　　・　B種

　　　　　 ・　A種　　・　B種

　　　改修標仕(表7.2.3)による

　　　改修標仕(表7.2.2)による

　　　改修標仕(表7.2.3)による

　　　改修標仕(表7.2.6)による

　　　改修標仕(表7.2.6)による

 ・　せっこう系　　　　・　セメント系

 ・　図示　　　　・　　　　

　防火材料の指定がある場合は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする。

　　　　防火材料指定箇所　　※　図示　　　

※　１ 種　　　　・　２ 種

下地調整

下地調整

　　　改修標仕(表7.3.3)による

　　　改修標仕(表7.3.3)による

　　　改修標仕(表7.3.4)による

　　　改修標仕(表7.3.4)による

下地調整

　　　改修標仕(表7.2.1)による

下地調整

塗装種別

塗装種別

塗装種別

塗装種別

(7.3.2･3)(表7.2.2～3)(表7.3.3～4)

(7.4.2～5)(表7.2.1)(表7.4.1～3)

(7.5.1)(表7.2.1)(表7.5.1)

(7.7.1)(表7.2.4～6)(表7.7.1)

塗装業者　（社）日本塗装工業会の会員又は監督職員の承諾する塗装業者

塗料種別（EP-G以外）

塗料種別（EP-G以外）

  ・　RA種　　 ・　RB種　　※　RC種

※　A種　　・　B種　　  ・　C種※　RA種　　・　RB種　　 ・　RC種

※　RA種　　・　RB種　　 ・　RC種

 ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種

　  　  ・　A種　　　※  B種　　 ・　C種　　　・　図示

  　 　※　A種　　　・　B種　　　・　C種　　　・　図示

※　A種　　・　B種　　 ・　C種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　A種　　 ・　B種　　 ※　C種

※　RA種　 　・　RB種　　 ・　RC種

 ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種

　  　  ・　A種　　　・  B種　　 ※ C種　　　・　図示

  　 　※　A種　　　・　B種　　　・　C種　　　・　図示

  ・　A種　　 ・　B種　　 ・　C種

  ・　A種　　 ・　B種　 ※　C種

　　　改修標仕(表7.2.1)による

　　　改修標仕(表7.2.1)による

 ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種  ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

　・　A種　　※　B種　　  ・　C種

※　A種　　・　B種　　  ・　C種

・　A種　　※　B種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

※　A種　　・　B種　　  ・　C種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種

 ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種

 ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種

 ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

下地調整 塗装種別

(7.8.2～4)(表7.2.2～3・5～6)(表7.8.1～3)

※　A種　　・　B種　　  ・　C種　　　改修標仕(表7.2.2)による

セルフレベリング材塗り

錆止め塗料塗り

合成樹脂調合ペイント塗り

アクリル樹脂系非水分散形塗料

クリヤラッカー塗り （ＣＬ)

耐候性塗料塗り（ＤＰ)

　　塗　替

　　塗　替

　　新　規

亜鉛めっき鋼面

コンクリート面

押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

　　塗替(その他)

種類

厚さ(㎜）

下地種別

鉄鋼面

下地種別

木部

鉄鋼面

下地種別

木部

下地種別

モルタル面　

　　塗替え

塗料種別（EP-G）

　　塗替え

塗料種別（EP-G）

　　塗　替

　　新　規

　　塗　替

　　新　規

　　塗　替

　　新　規

　　塗　替

　　新　規

　　塗　替

　　新規(見え掛り)

　　新規(見え隠れ)

　　新規(建具)

　　新規(その他)

塗料種別

　　新　規（外部）

　　新　規（内部）

　　塗替(建具)

　　塗替(その他)

ｺﾝｸﾘｰﾄ面

押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

下地種別

鉄鋼面
　　新　規

亜鉛めっき鋼面

亜鉛めっき鋼面

カーペット敷き

合成樹脂塗床14

　・　エポキシ樹脂塗り床

品　　　名

フローリングの仕様は図示による。

種別

樹種 工　　　　　法

　 ・　接着工法

(6.12.2)(表6.12.1)

フローリング張り

(体育館の床は除く)

畳敷き

15

16

　 ・　薄膜流し展べ仕上げ　　　・　厚膜流し展べ仕上げ　　　・　樹脂モルタル仕上げ

平滑仕上 ・　平滑　　・　防滑

単層フローリング

　　※　なら
※　釘留め工法(・　A種　 ・　B種　 ・　C種)

(C種：防湿の為の下張り・　する・　しない)

　 ・　モルタル埋め込み工法

　・　A種　　・　B種　　・　C種　　・　D種 (・　KT-Ⅰ　・　KT-Ⅱ　・　KT-Ⅲ　・　KT-K　・　KT-N　)

種　　　別

パイル形状 パイル長さ

織り方

帯電性

　※　3kV以下　　

パイル形状

材　　種 厚さ　(㎜)

※　コイン柄 ※　3.0　・　4.5　・　6.0　・　9.0

標準仕様書以外の下地 ※　図示

織じゅうたん

・　A種　　　・　B種　　　・　C種

厚　さ

種別

　※　１種

ﾊﾟｲﾙ形状

 ・　ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

※  ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

寸法(㎜)

※　500×500

総厚さ(㎜)

　※　6.5

　 ・　7.0

※　3kv以下　　

電気抵抗(Ω)

タフテッドカーペット

下敷き材（グリッパー工法の場合）

ニードルパンチカーペット

タイルカーペット

※　適用しない

　 ・　 ２種

下敷き材　　※半毛フェルト（JIS　L　3204）の第2種2号　呼び厚さ　8㎜

品質は、参考商品名である。その他のカーペットについては図示による。

塗床の種類 仕　　上　　げ　　の　　種　　類

　・　弾性ウレタン塗床 　※　平滑仕上げ　　　　・　防滑仕上げ　　　　・　つや消し仕上げ

仕　上　塗　装

(6.11.2･3)(6.11.5～6)

・　平滑　　・　防滑

　※　ウレタン樹脂ワニス塗り

 　・　オイルステイン塗り

 　・　生地のままワックス塗り

帯電性

　　※　3kv以下　　

・　あり　　　・　なし

(6.9.3)

(6.9.3・4)

高さ　(㎜)

※　500×500

グリッパー工法の適用

帯電性

品質 敷き方

(6.9.3)

 平場　※　市松　　　

 階段　※　模様流し　　

(6.10.2･3)(表6.10.1～8)

塗

装

改

修

工

事

3

4

5

(SOP)

 (ＮＡＤ)

7

種　　　　　類

　・　無地

　・　柄物

　・　無地

　・　柄物

記　　号

 　・   3.0

　 ・　2.0

　 ・　3.0

性　　能

　 ・　300 × 300

　 ・　450 × 450

　 ・　500 × 500

・　コンポジションビニル

　　　床タイル（KＴ）

　・　

・　置敷きビニル床タイル（ＦOA）

帯電防止床シート又は床タイル

視覚障害者用床タイル

厚さ　(㎜)
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　　　　種　　類 形状(寸法、厚さ)　(㎜)

・　300×300・　塩化ビニル系

・　レジンコンクリート系

　　　　種　　類

種　　　　　類 記　　号 性　　能

耐動荷重性床シート

防滑性床シート又は床タイル

材　　種

・　軟質　　・　硬質

厚さ　(㎜)

※　 1.5　　 　

ビニル幅木

ゴム床タイル

厚さ　(㎜)

厚さ　(㎜)

高さ　(㎜)

※　60　　　・　75　　・　100

1 一般事項

2

29

適用箇所

    ※ 　図示       　

    ※ 　図示       　

保存処理性能区分

 ・ 　K2　　　　 ・　 K3　　　 ・　 K4

処理の方法

厚さ（㎜）

(6.5.5)

防腐剤は非有機リン系とし、クロルピリホス、ダイアジノン、フェノブカルブを使用していない環境に配慮した表面処理用防腐剤と

する。処理方法は、工場における加圧式とし、十分に乾燥を行う。ただし、現場における加工が生じた場合には、加工した箇所に対

 　　※　　改修標仕6.5.5（a）（ⅲ）②ア～エによる　　　

薬剤塗布による防腐・防蟻処理

薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

適用箇所

(6.6.2)(表6.6.1)

・　ラワン材等を使用する場合　　　保存処理の性能区分Ｋ1

野縁などの種類軽量鉄骨天井下地

防虫処理

屋内　　　　※　１９形　　　・　２５形 屋外　　　・　１９形　　　※　２５形

形状及び寸法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　・　屋外の野縁の間隔　　

　　※　図示　　　・　＠900　

　　※　図示　　　・　＠900

(6.6.3)・　屋外の野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔

軽量鉄骨壁下地

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ、ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

及びｺﾞﾑ床ﾀｲﾙ張り

壁紙張り18

工法

天井のふとことの補強

インサート

スタッド・ランナーの種類

スタッドの高さが5.0mを超える場合　

種　　類

　※　一般用

　　(発泡層のないもの)

種　　　　類

補強範囲と補強方法　　　※　図示　　　

　・　既存のインサートを使用する　　　・　あと施工アンカーを設ける　

1.5m以上～３ｍ以下の場合

３ｍ超えの場合

記号

　※　FS

色柄

　・　無地

　・　柄物

※　改修標仕(表6.7.1)による　　　・　図示　　　　

※　図示　     　・　　　　

色柄

厚さ　(㎜)

　※　2.0

 　・   2.5

　・　図示

 ※　改修標仕(6.4.4(h)(1)～(2))による　　　・　図示

　・　図示

厚さ　(㎜)

　※　2.0

寸法　(㎜)

　 ・　300 × 300

　 ・　450 × 450

(6.6.4)

(6.6.3・4)

吊りボルトの間隔が900mを超える場合の補強

天井下地材における耐震性を考慮した補強及び屋外の軒天井、ピロティー天井等の補強

あと施工アンカーの引抜き試験

ビニル床シート　

   ・  無地

   ・　ﾏｰﾌﾞﾙ  　・   2.5

ビニル床タイル

・　単層ビニル床タイル（ＴＴ）

・　複層ビニル床タイル（ＦＴ）

工法 施工箇所

 ・ 突付け

※ 熱溶接

施工箇所

特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

適用箇所

適用箇所

厚さ

（㎜）

厚さ

（㎜）

  ※ 1類

接着の程度 板面の品質 厚さ

防虫

処理

 ・ 

 ・ 

防虫

処理

 ・ 

防虫

含水率

難燃

処理

 ・ 

強度等級

防炎

処理

 ・ 

造作用単板積層材(単板積層材の日本農林規格)

樹種

造作用単板積層材(単板積層材の日本農林規格以外)

普通合板

・ 無 （  等級：　　　　　　　　　）

・ 有（ ・ 天然木化粧加工 ・ 塗装加工)

樹種 厚さ

（㎜）

表面の化粧加工

表面の化粧加工 防虫

処理

・ 有 （・ 天然木化粧加工 ・塗装加工)

・ 無 （  等級：　　　　　　　　）

 ※ 14％以下

  ・　

 ※ 5.5

   ・  2類 ・針葉樹( ※ C-D以上  ・　  )

・広葉樹 (  ※ 2等以上 ・1等)

構造用合板

適用箇所

適用箇所
表板の樹種名 接着の程度 板面の品質

等級 表板の樹種名

適用箇所

適用箇所

 ※ 2級以上

  ・  1級

区分

区分

曲げ強さ

  ※ 13タイプ

等級

 ※ 1類

接着剤

  ※  P又はM

  ・　

（㎜）

難燃性

処理

 ・ 

厚さ（㎜）

厚さ

（㎜）

  ・  特類

 ※ C-D以上  ※ 12 ・  （　　　　　）

 ・ 

パーティクルボード

表裏面の状態による

  ※ 15

構造用パネル

 ・ 1級　 ・ 2級　 ・ 3級　 ・ 4級

し、現場にて防腐剤を塗布すること。

防腐・防蟻処理

項　　　　　目

造作用単板積層材

床張り用合板等

章

内

装

改

修

工

事
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項　　　　　目

せっこうボード、その他ボード

　無石綿けい酸カルシウム板(FK)

　シージングせっこうボード(GB‐S)

　・　木質系セメント板 

　・　火山性ガラス質複層板(VS )

　・　繊維板 

　・　火山性ガラス質複層板 

　・　吸音材料 

17

及び合板張り

特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

厚さ　(㎜)

壁

天　井

　※　12.5(不燃)

　※　9.5(準不燃)

　※　12.5(不燃)

備　　考

JIS A 6901

JIS A 6901

JIS A 6901

JIS A 5430

JIS A 6901

JIS A 5404

JIS A 5440

JIS A 5905

JIS A 5908

JIS A 6301

 　・　9.5(準不燃)

　　・　9.5(準不燃)

 　※　9.5(不燃)

立体模様

普　　通 ※　9　　･　12

･　12　 ･　15　 ･　19

･　6　　･　8　　･　10　　･　12

　･　9.5　　･　12.5　　･　15

板面の品質（　　　　）

板厚さ　　　ｍｍ

　　・　防虫処理

接着の程度（　　　　）

不透明塗料塗りの場合　　※　しな合板程度

透明塗料塗りの場合　　※　ラワン合板程度

材　　種

　せっこうボード

　　(GB‐R)

　化粧せっこうボード

　　(GB‐D)

　　(DR)

種別など

普
通

特殊

　　※　内部用

　　 ・　軒天用

普通合板

特殊合板

　トラバーチン模様

　木目模様(裏桟付)

　ロックウール化粧吸音版

接着の程度（　・　1類　　・　2類　　　）

遮音シール材 ・　アクリル系シーリング材　　　・　ウレタン系シーリング　　　・　ジョイントコンパウンド

・　A 種　　　　※　B 種

(6.13.3)(表6.13.5)

合板類の張付け工法種別

下地　　・　軽量鉄骨下地　　・　木造下地　　・　コンクリート下地

石こうボードの目地工法

　　・　目透し工法　　　・　突付け工法(　・　ベベルエッジ　　　・　スクェアエッジ)　　　・　継目処理工法

　一般事項に定めるもののほか、「生活環境の安全に配慮したインテリア材料に関するガイドライン(ＩＳＭ)」あるいはそれと同等

の基準、性能に適合するものとする。

施工箇所 品　　質

・　紙　　　・　繊維　　　・　ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

・　無機質　　　・　その他

※　不燃　　　・　準不燃

防火性能の種別 参考商品名

・　紙　　　・　繊維　　　・　ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

・　無機質　　　・　その他

※　不燃　　　・　準不燃

・　紙　　　・　繊維　　　・　ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

・　無機質　　　・　その他

※　不燃　　　・　準不燃

・　紙　　　・　繊維　　　・　ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

・　無機質　　　・　その他

※　不燃　　　・　準不燃

既製目地材

床目地

伸縮調整目地の位置

タイルの種類

施工箇所

形状　　

工法

主な用途によ
る
区分

※　図示　　　　　　 　・　　　　　　

※　押し目地　　　　　・　　　　

床タイル　

床タイル以外 

形状  

  ・寸
法　
 (㎜)

・　RA 種　　　※　RB 種　　　・　RC 種

・　RA 種　　　※　RB 種　　　・　RC 種

・　RA 種　　　※　RB 種　　　・　RC 種

※　図示　　　　　　　　・　　　　　　　　　　

吸水率による区分

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

釉

施釉 無釉

役物

有

色

特注

耐凍害
性

滑り抵
抗性

モルタル・プラスター面の下地調整

コンクリート・ALC面の下地調整

せっこうボード面の下地調整

※　縦横とも4m以内ごと　　　　・　　　図示　　　　　

・　改良積上げ張り　　　・　

試験張り

見本焼き

壁内装タイルの工法(施工箇所：図示)

　　・　防虫処理

モルタル塗り

(6.7.3)(表6.7.1)

(6.8.2)(6.8.3)

(6.8.2) タイル張り
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20

耐

震

改

修

工

事

(6.17.3)

(7.1.3)

(6.16.3)

再資源
化ﾀｲﾙ

(6.17.2)

(表6.16.4)

　・　はつりだした鉄筋及び鉄骨の処置

※　JIS規格品     　・　

特　　　記　　　事　　　項

　接着剤の材質

　アンカーの種類

　アンカー筋の仕様

※　図示

 ・　図示

種類の記号

　※　SD295A

　※　SD345

　 ・　行う　(※超音波探傷試験)　　　　　・　行わない

　※　図示

径

　※　D16以下　　　

　※　D19以下　　　

※　平均深さ2～5㎜、最大深さ7㎜程度の凹凸を50～100㎜間隔程度で施す (8.21.3)

(8.21.3)(8.23.6)(8.24.3)

(8.2.1)(表8.2.1)

(8.2.2)

(8.2.4)

　本体の径

　接合筋の種類

　 ※　３本/１ロット　　　　　

　※　本体打込み式改良型 　　　

埋込み深さ

　セット方法

　アンカー筋の新設壁内

への定着の長さ

　※　有機系　　　　　　　　・　無機系

　※　カプセル型回転・打撃式

　※　図示

径　・　長さ

　　・　適用する　(試験数：　　　　　　　)　　　　　※　適用しない

　引張耐力：　(　　　　　　　)　　／　　せん断耐力：　　(　　　　　　　)

　　※　Ⅰ類　　　　　　　・　Ⅱ類

(8.１.3～4)(8.2.5)(表8.1.1)(表8.2.3)

共通材料

　・　鉄筋

規格名称

鉄筋コンクリート用棒鋼

ガス圧接の確認試験

　・　溶接金網

　・　あと施工アンカー

種　　　別

　・　既存構造体の撤去範囲

　・　既存部分の目荒しの程度

(割裂補強筋)

　　　※　接着系アンカー

耐　　力

性能確認試験

施工確認試験

　　　 ・　金属系アンカー

　・　コンクリート

　　　コンクリートの類別

　　　設計基準強度

　　※   改修標仕(8.5.2)による

※   12ｍｍ

(8.2.7)

　　※   改修標仕(8.2.6)による

※   改修標仕(8.2.7)による

図示

(8.2.8)

(8.2.9)
図示

※無収縮グラウト材(実績等の資料を監督職員に提出する)

・　板厚方向に引張力を受ける鋼材の材料試験

(8.2.11)

(8.2.13)

(8.2.14)
図示

図示

図示

※   改修標仕8.3.4(C)による

　　※   改修標仕8.2.7(a)による

柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さ

図示

機械式継手及び溶接継手の鉄筋の相互の空き 図示

(8.3.4)

(8.3.5)

壁の配筋及び開口部の補強 図示 (8.3.7)

コンクリートの打込み 　・　流込み工法　　　　・　圧入工法

・　ガス圧接の超音波探傷試験 (8.3.8)

割裂補強筋　　　　※　図示　　　 (8.21.6)

(8.21.8)

(8.21.9)

(8.21.10)

既存構造物との取合い 　　　　※　改修標仕(8.21.9)による

増設壁工事後の仕上げ　　　　※　図示　　　

型枠の材料

せき板の材料

せき板に合板を用いる場合の厚さ

スリーブに用いる材料

鋼材

材質

形状及び寸法

　・　グラウト材

高力ボルトの径

杭の材料

杭の継手の箇所数、材料、工法

・　鉄筋の継手

鉄筋の継手位置

・　鉄筋の定着長さ

帯筋組立の形

3 現場打ち鉄筋コンクリート壁

の増設工事

2 鉄筋の加工及び組立

　　※　18㎝　　　 　　　

　　※　普通ポルトランドセメントまたは混合セメントのA種　　　

　　※　A

　　※   改修標仕(8.2.5)(d)(1)による

　　※　改修標仕(8.2.5)(d)(2)による

Ｎ/ｍｍ2 (8.2.6)

　　　スランプ

　　　セメントの種類

　　　混和材料(混和材)

　　　混和材料(混和剤)

骨材のアルカリシリカ反応による区分

構造体用モルタルの材料及び調合

モルタルの圧縮強度

モルタルのフロー値

下地調整

下地調整

　　　改修標仕(表7.2.1)による

下地調整

　　　改修標仕(表7.2.1)による

下地調整

　　　改修標仕(表7.2.1)による

下地調整

 ・　RA種　　　・　RB種　　　・　RC種

塗装種別

塗装種別

 ・　A種　　※　B種

 ・　A種　　※　B種

塗装種別

 ・　A種　　※　B種

 ・　A種　　※　B種

塗装種別

 ・　A種　　※　B種

 ・　A種　　※　B種

塗装種別

・　A種　　　・　B種　　  ・　C種

(7.11.2)(表7.2.4～7)(表7.11.1)

(7.12.2)(表7.2.1)(表7.12.1)

(7.13.2)(表7.2.1)(表7.13.1)

(7.15.2)(表7.2.1)(表7.15.1)

　　　改修標仕(表7.2.6)による  ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種

 ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種

※　RA種　　・　RB種　　・　RC種

 ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種

　　　改修標仕(表7.2.6)による

　　　改修標仕(表7.2.6)による

 ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種

 ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種

 ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種

 ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種

 ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種

 ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種

 ・　RA種　　　・　RB種　　　・　RC種 ・　A種　　　・　B種　　  ・　C種

　・　既存仕上げ・設備類の撤去範囲 ※　図示 (8.21.2)(8.22.2)(8.23.2)(8.24.2)(8.25.2)(8.26.2)（8.27.2）
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ウレタン樹脂ワニス塗り (ＵＣ)

ラッカーエナメル塗り (ＬＥ)

13 木材保護塗料塗り (ＷＰ)

(6.13.2)

(表6.13.3)

(6.14.2)

14 その他の塗料

(塗料名：

29 1 一般事項

(6.15.3)

(6.15.6)

(6.16.2)

(6.14.3)

下地種別

木部

下地種別

　　新　規

　　塗　替

　　新　規

　　塗　替

　　新　規

　　塗　替

　　塗替(その他)

　　塗　替

　　新　規

　　塗　替

　　プラスター面

モルタル面　　

せっこうボード
面　　その他ボ

ード面

)

木部

下地種別

木部

下地種別

　　新　規

　　塗　替

　　新　規

　　塗　替

　　新　規

　　塗　替

撤去

章 項　　　　　目

8

面

つや有合成樹脂エマルション

ペイント塗り　(EP－G)

押出成形ｾﾒﾝﾄ板

ＡＬＣパネル面

コンクリート面

　　プラスター面

モルタル面　　

せっこうボード

ード面

面　　その他ボ

29

塗

装

改

修

工

事

(6.13.2)

木部

鉄鋼面

9

10

合成樹脂エマルション

ペイント塗り　(EP)

合成樹脂エマルション模様

塗料塗り (ＥＰ－Ｔ)

下地種別

モルタル面

下地種別

　　新　規

　　塗　替

　　新　規

　　塗　替

亜鉛めっき鋼面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面,ALCﾊﾟﾈﾙ面   

押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

その他ボード面

せっこうボード面

コンクリート面

面

押出成形ｾﾒﾝﾄ板

特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

塗装種別

(7.9.2～5)(表7.2.1～7)(表7.9.1～4)

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

下地調整 塗装種別

(7.10.2)(表7.2.4～7)(表7.10.1)

　　　改修標仕(表7.3.4)による

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

　　　改修標仕(表7.2.6)による

　　　改修標仕(表7.2.6)による

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

 ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種

※　RA種　　・　RB種　　・　RC種

 ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種

　　新　規

　　塗　替

　　新　規

　　塗　替

　　新　規

　　新規・塗替(建具)

下地種別

　　新　規

　　塗　替

　　新　規

　　塗　替

　　新　規

　　塗　替

　　新　規

　　塗　替

　　新　規

　　塗　替

　　新　規

　　塗　替

下地調整

　　　改修標仕(表7.2.6)による

 ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種

　　　改修標仕(表7.2.6)による

　　　改修標仕(表7.2.6)による

 ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種

 ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種

 ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種

 ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種

　　　改修標仕(表7.2.1)による

 ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種

　　　改修標仕(表7.3.3)による

　　　改修標仕(表7.3.3)による

　　　改修標仕(表7.3.4)による

板厚さ　　　ｍｍ

化粧単板樹種（　　　　　）

化粧単板厚さ　　※　0.3ｍｍ未満　　・　　ｍｍ

そば包み（　　　　）・　天然木化粧合板

　　・　防虫処理

接着の程度（　・　1類　　・　2類　　　）

・　天然木化粧合板

表面性能（　　　　　）タイプ

板厚さ　　　ｍｍ

化粧加工の方法（・　オーバーレイ　・　プリント　・　塗装　）

特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

※　Ｓ－４　　　　・　Ｓ－５　　　　・　Ｓ－６　　　

簡易気密型　　　　※　改修標仕(表5.4.1）による　　　　・　　　　　

   ・ JIS G 3317 (溶融亜鉛－５％アルミニウム合金めっき鋼板) 

鋼板　※　亜鉛めっき鋼板　　　・　ビニル被覆鋼板　　　・　カラー鋼板

※　Ｓ－４　　　　・　Ｓ－５　　　　・　Ｓ－６　　　

※　複層ガラス　　　　・　　単層ガラス　　　　　・　 三重ガラス

※　SUS304、SUS430J1L、SUS443J1又はSUS430（屋内のみ）　　　・       　　　                          

※　普通曲げ　　　・　角出し曲げ

性　　　能　　　等　　　級

　　　・　T - 1　　　・　T - 2　

　　　・　H - 4　　　・　H - 5

見　え　掛　か　り　の　材　質

　※　亜鉛合金程度　　　　・　ステンレス

　※　ステンレス　　 　　　　・　黄銅

　　　ステンレス　(本体は鋼)

　 建具製作所の仕様による

　　ステンレス　(本体は鋼)

　　　ステンレス

　　　ステンレス

　　　ステンレス

　      亜鉛合金　　　　　 　　・　ステンレス　

金物の種類及び見え掛りの材質　　　　※　改修標仕(表5.7.1)による　　

材質、形状及び寸法　(　評価名簿及びJISによる　)　表記なき種類は建具表による。

　※　アルミニウム合金　　・　ステンレス　　　　・　黄銅

アルミニウム合金　　　・　ステンレス　　　　・　黄銅

(5.7.2)(表5.7.1)

8

9

10

(5.7.2)

章

※　Ｚ12又はＦ12　　　・ 

※　 Y08 　　

6

適用箇所

建具表による

(5.3.2)(表5.3.2～3)

(5.4.2)(表5.2.1)

(5.4.2)

(5.4.3)(5.4.4)

(5.5.3)

(5.5.2)

7

内

装

改

修

工

事

28

(5.6.3)

(5.6.4)

(5.6.5)

(5.2.2)(5.4.2)(表5.2.1)
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7

8

9

鋼製建具

鋼製軽量建具

ステレンス製建具

10 建具用金物

簡易気密型　　　

特殊性能

種　　類

　　・　防音ドアサッシセット

　　・　防音サッシ

　　・　断熱ドアセット

　　・　断熱サッシ

ガラス

水切り板

ぜん板

外部に面する鋼製建具の耐風圧性

めっきの付着量　　　

   ・ JIS G 3302 (溶融亜鉛めっき鋼板)

簡易気密型　　　

外部に面するステンレス製建具の耐風圧性

ステンレス鋼板

表面仕上げ

鉄板の曲げ加工

※　図示　　　

※　図示　　　

※　HL仕上げ　　　

　遮音性

　断熱性

種　　類

　シリンダー箱錠

　 本締り錠

　 空錠

　 グレモン錠

　点検口錠

　 ピボットヒンジ

　 軸吊りヒンジ

　 フロアヒンジ

　ﾋﾝｼﾞｸﾛｰｻﾞｰ(丁番形)

　　　握り玉

　　　握り玉

　　　握り玉

　鋼　(焼付け塗装)

　※　レバーハンドル

　　　レバーハンドル

　　　レバーハンドル

　丁番

戸の開閉方式

センサーの種類

凍結防止措置

性能

シャッターの種類

開閉機能による種類

シャッターケース(防火、防煙以外)

スラット及びシャッターケース用鋼板　　　　　　　　　　　　　　　

開閉形式

耐風圧強度

スラット

スイングドア

材質

・　スライディングドア　　　・　スイングドア

 ・　

※　図示　　　

※　改修標仕(表5.9.1)による

 ・　屋内用防火シャッター　 ・　防煙シャッター

※　上部電動式(手動併用)　　　・　上部手動式

※　手動式　　　・　上部電動式(手動併用)

(　　　　　)N/㎡

   ・ 　JIS G 3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板又は鋼帯)

めっきの付着量　　　

※　改修標仕(表5.8.2)による           　

種類

めっきの付着量　　　

   ・ 　JIS G 3302 (溶融亜鉛めっき鋼板)

　※　Ｚ12又はＦ12　　　・ 

　※　Ｚ06又はＦ06　　　・ 

 ・　一般重量シャッター　　　・　外壁用防火シャッター　　(耐風圧強度　　　 N/m㎡)

11

12

13

14

15

自動ドア開閉装置

重量シャッター

軽量シャッター

自閉式上吊り引き戸装置

オーバーヘッドドア

   ・　 JIS G 3312 (溶融亜鉛５５％アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板) 

(5.10.3)

(5.11.2)

(5.11.3)

(5.8.3)(表5.8.3)

(5.9.3)

(5.10.2)

　上げ落し(フランス落とし)

　 アームストッパー

　戸当り

　クレセント

　レール　(上吊りを除く)

　その他　

握り玉等の取付位置　　　　

マスターキーの製作　　　　

性能値　 スライディングドア

※　図示　　　・　1.0ｍ                                

※　３本１組　　(　カギ箱　　※　あり　　　　・　なし　)

　ステンレス　(本体は鋼)

　本体：アルミニウム合金　　　／　　アーム部：鋼　(焼付け塗装)

　 ※　ステンレス　　 　　　　・　鋼

　※　亜鉛合金程度　　　　・　ステンレス

　銅（クロームめっき）　　※　ステンレス

　※　亜鉛合金程度　　　　・　ステンレス　　　　　・　黄銅

　建具製作所の仕様による

　※　ステンレス　　 　　　　・　黄銅　　　　　　　　・　合成樹脂

　※　建具製作所の仕様による　 　　　　・　

※　改修標仕(表5.8.1)による           　

樹脂建具に使用する丁番　　※　改修標仕（表5.7.3）による　　

鍵の組数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

(5.7.2)

(5.7.3)

(5.7.4)

(5.8.2)

11

12

　ﾋﾝｼﾞｸﾛｰｻﾞｰ(ﾋﾟﾎﾞｯﾄ形)

　ドアクローザー

　閉鎖順位調整器

　 押棒・押板 　　　建具表による

合成樹脂塗床の除去方法

改修後の床の清掃範囲

特　　性　　１

・　機械的除去工法　　　・　目荒し工法

・　床の改修範囲　　　・　当該室全体　　　・　図示

特　　性　　２

-

備考(特性種類)

　衝撃特性

　断熱性・日射熱遮蔽性

ガラスの厚さ・構成等については建具表により、その他ガラスの性能は下記による。

・ 1種 　・ 2種  ・ 3種( ・ U3-1 　・ U3-2) ・ 4種  ・ 5種

　　・　Ⅰ類　　・　Ⅲ類

ビニル床シート等の除去。浮き、欠損部等による下地モルタルの撤去　　　・　図示　　　

(6.3.2)

(6.5.1)(表6.5.1)

(表6.5.4)

(表6.5.2)

13

(6.2.2)

(5.13.2)

形状

   ・ 　JIS G 3322(塗装溶融亜鉛－5％アルミニウム合金めっき鋼帯i板)　

・　インターロッキング形　　　・　オーバーラッピング形

めっきの付着量　　　 　※　AＺ90　　　・ 

セクション材料による種類

　※　スチールタイプ

 　・　アルミニウムタイプ

　 ・　ファイバーグラスタイプ

開閉方式による区分

  ※  バランス式

   ・  チェーン式

   ・  電動式

収納形式による区分 ガイドレール 耐風圧性能

　　・　50

　　・　75

　　・　100

　　・　125

   ・　ローヘッド形

   ・  ハイリフト形

   ・  バーチカル形

　・　スタンダード形 ※溶融亜鉛めっき鋼板

 　・　ステンレス銅板

(5.11.4)

16 ガラス

1 既存床の除去及び下地補修28

ガラスの種類

　・　強化ガラス

　・　複層ガラス

　・　

内

装

改

修

工

事

5 造作用集成材

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

仕上げ厚又は全塗厚が25㎜を超える場合処置　　

製材（製材の日本農林規格）

適用箇所

施工箇所

 ・　A 種　　　※　B 種　　　・　C 種

※　図示　   　

樹種

　※　 改修標準仕様書4.4.9によるモルタル塗り　　

　※　 図示　　　 ・　

寸法

（㎜）
等級

  ※ ２級

形状

  ※ A種

 　・  B種

・　下地用針葉樹

  ※ A種

 　・  B種

・　造作用針葉樹

  ※ 1級   ※ 10％以下・　広葉樹

含水率

2

3

4 製材

既存壁の除去及び下地補修

材料 表面仕上げの程度

代用樹種の禁止

集成材

適用箇所 樹種 寸法

（㎜）

化粧薄板厚

（㎜） の品質

・　造作用　　　　　

見付け材面

・　化粧ばり造作用　　

・　化粧ばり構造用　　

芯材：

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

（集成材の日本農林規格以外）

※　15％以下

※　15％以下

※　15％以下

含水率

　　・　　　　

集成材 （集成材の日本農林規格）

適用箇所 樹種

（㎜）

寸法

（㎜）

化粧薄板厚

（㎜）

処理

 ・ 

の品質

処理

 ・   ※ A種 造作材の場合 （ ※A種・ B種）
 　・  B種

・　造作用　　　　　

見付け材面

・　化粧ばり造作用　　

・　化粧ばり構造用　　

芯材：

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

※　1等

※　1等

施工箇所 樹種
寸法 材面の品質 防虫 難燃

製材（製材の日本農林規格」以外）

含水率

11
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一級建築士事務所　青森県知事　第716号

一級建築士　建設大臣　第213208号 福士　晃昭

青森県弘前市大字末広4-3-1
TEL0172-27-8647 FAX0172-27-8648

〒036-8085
工事名称

図面名称

縮　　尺 年　月　日

TE-RU ARCHITECTS LTD

株式会社てる設計

特記事項 図面番号

2019.10.09

社会福祉法人　弘前豊徳会　看護小規模多機能型居宅介護改修工事

N/S

A-08
建築工事特記仕様書8

コンクリート槽類のマンホール、タラップ等

コンクリートダクト内部仕上げ、清掃

地下室等二重壁内の水抜管

機器設置に対する躯体補強

機器設置に対する基礎及び仕上げ

機器設置のアンカー取付及び補修

壁・天井の吹出口、吸込口、換気扇等の開口及び補強

壁･天井の照明器具、配線器具、盤等の開口及び補強

同上取付用アンカーボルト、金具類の取付

ダクトスペース、パイプシャフト等の点検口及び扉

各設備の為の床、壁、天井の点検口

外壁取付ガラリー

化粧用吹出吸込口

隠蔽ファンコイルユニット用化粧カバー

隠蔽ファンコイルユニット用吹出口

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

流し台等
レンジフード及びダクト接続

コンクリート流し台等

同上排水金具

縦樋配管及び第一桝への配管接続

汚水桝、雨水桝及び屋外配管

U字側溝、L字側溝、縁石類

マンホール、ハンドホールの設置

化粧用マンホール、化粧用ハンドホールの充填及び仕上げ

屋外配管･配線用のトレンチ及び蓋

煙突工事一式、オイルサービスタンク用防油提

煙突に接続する煙導工事

収納箱(埋込み・造り付)

消火栓箱の電気設備工事用穴開補強

送水口壁面取付部及び消火栓箱開口、開口補強及び仕上げ補修

消火器格納箱等

※

※

※

※

※

※

※

※ ※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

建物内の排水

機械室内の排水槽及び溝蓋

厨房内の排水溝及び溝蓋

厨房内の床埋込みグリーストラップ

機械室、電気室のトレンチ、ピット及び蓋

厨房機器、実験台、調理実習台に接続する各種配管

流し台(トラップ共)、吊戸棚、水切棚

※

※

※

※ ※ ※

※

※

機械室床配管後のシンダーコンクリート打設工事及び仕上げ工事

機械室内換気設備

機械室の照明設備及び点検用コンセント設備

漏流出防止堰

昇降路内中間ビームの取付

出入口三方枠取付用下地鋼材設置

三方枠取付後の枠廻り埋戻し

乗場関係機器取付後の出入口廻りの壁ならびに床の仕上工事

ピット内埋戻し工事及び防水工事

昇降路内の煙感知器設備工事

ピット内点検用コンセント設備

電源盤以後の二次側配管配線工事

放送、インターホン用引込配管配線工事

昇降路内放送用の配管配線工事

電源、接地線の受電盤一次端子までの配管配線及び接地工事

仮設用の上下水道、ガス、電気、通信等の加入金、負担金

仮設用の上下水道、ガス、電気、通信等に要する費用

本受電後、引渡しまでの電気料金(基本料金を含む)

本設の上下水道、ガス、通信等の引渡しまでの使用料金(基本料金を含む)

上下水道、ガス、電気、通信等の加入金、負担金

埋蔵文化財等の地中障害物調査、撤去、処分

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

建 ― 建築工事   強 ― 電気設備工事(強電)   弱 ― 電気設備工事(弱電)   空 ― 機械設備工事(空調、暖房)

衛 ― 機械設備工事(衛生)   昇 ― エレベータ設備工事   別 ― 別途工事

防煙ダンパー、連動装置(作動調整共)

熱･煙感連動建具及び防煙垂壁の連動装置、手動操作函(作動調整共)

熱･煙感知器及び連動装置までの配管配線工事

防煙盤より連動装置までの配管配線工事

電動シャッター、自動ドアの制御、盤、二次側配管配線工事

同上用の一次側電源供給

昇降路内仮足場

機械室フックの設置

昇降機設置にかかる構造躯体の間口、補強及び補修

機械室の床補強

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

特記仕様書  24 撤去工事  6．アスベストの撤去・処分等による。

・　工法　　　・　P1BI　　・　P2AI　　・　T1BI　　　・M3DI     ・　M4DI

※ 図示（建具表による）

※ U3 - 1     ・ U3 - 2

※ 断熱材製造所の仕様による

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法であることを明記した施工計画書を監督賞区員に提出すること。

  建築基準法に基づき定められた区分等は、1.17による。

　・　ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材 　・　押出法ポリスチレンフォーム断熱材（スキンなし）

　・　フェノールフォーム断熱材

　・　押出法ポリスチレンフォーム保温材（スキンなし）　・　ビーズ法ポリスチレンフォーム保温材

　・　フェノールフォーム保温材（3種2号を除く）

断熱材後張り工法

　・　ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材 　・　押出法ポリスチレンフォーム断熱材（スキンなし）

　・　硬質ウレタンフォーム断熱材 　・　フェノールフォーム断熱材

　・　押出法ポリスチレンフォーム保温材（スキンなし）　・　ビーズ法ポリスチレンフォーム保温材

　・　A種硬質ウレタンフォーム保温材 　・　フェノールフォーム保温材（3種2号を除く）

断熱材の種類

断熱材の厚さ

植栽基盤及び材料

新植樹木等の枯補償

芝及び地被類の樹種並びに種類等

既存舗装の撤去及び再利用

 ・ 屋上緑化軽量システム

 ※ 図示   ・ 

 ・ かん水装置

 種類  ・ 図示   ・　

 種類  ・ 図示   ・           (工事区分は図示による)

 ・ 既存保護層の撤去

※ 引渡しの日から一年間

※ 図示

※ 図示

※ 図示

建築基準法に基づき定まる荷重・変形に対応した工法であることを明記した施工計画書を監督職員に提出すること。

路床土のＣＢＲ検査

路床締固め度の試験

アスファルト混合物の抽出試験

(9.3.3)

(9.3.4)

(9.3.2)

外構等

消火

熱源機器等

発電機

(9.6.2)

(9.6.3)

(9.6.4)

(9.7.2)

(9.7.3)

(9.7.4)

(9.7.3)

(9.7.9)

昇降機

負担金等

工事区分

凡例

(9.4.2)

(9.5.2～4)

防災

1 アスベスト処理工事31

環

境

配

慮

改

修

工

事

外断熱改修工事

2 断熱アスファルト防水

3

ガラス改修工事

断熱・防露改修工事

4

5

※ 図示

※ 図示

※

外装材の施工

ｶﾞﾗｽの仕様

複層ガラスの断熱性、日射遮へい性による区分

※ 図示

断熱材の種類及び厚さ ※ 図示

外装材の種類及び厚さ、防火性能 ※ 図示

既存外壁の処置

通気層の有無及び厚さ

断熱材の施工

断熱材打込工法

断熱材の種類

　・　硬質ウレタンフォーム断熱材

　・　A種硬質ウレタンフォーム保温材

断熱材の厚さ

断熱材現場発泡工法

断熱材の種類 ※ A種1

断熱材の吹付け厚さ

屋上緑化改修工事

透水性アスファルト舗装

改修工事

6

7

工法

路床

路盤

 ・ 支柱

　　　　外部に面する部分のシーリングの種類　　　　

既存杭の健全性の確認

土工事

埋戻し及び盛土の種別 ・　A種　　・　B種　　・　C種　　・　D種

建設発生土の処理 ※　構外搬出適正処理（参考標準運搬距離　　km）

・　構内指示の場所に敷き均し

・　構内指示の場所に堆積

・　構外指示の場所に処分

地業工事

試験杭

記号

◎

杭径(㎜) 長さ(m)及び種別

杭の載荷試験

　　　位置及び載荷荷重　　　　※　図示　　　・　

地盤の載荷試験

・　鉛直載荷試験　　　・　水平載荷試験　

平板載荷試験

　　　位置及び載荷荷重　　　　※　図示　　　・　

杭工事の工法等 図示

砂利及び砂地業 砂利事業の材料　　※　再生クラッシャラン　　・　切込砂利　　・　切込砕石

厚さ　　※　60ｍｍ　　・　　ｍｍ　　・　図示
捨てコンクリート地業 厚さ　　※　50ｍｍ　　・　60ｍｍ　　・　　ｍｍ

(8.26.1～17)

(8.27.1～9)

(8.28.2)

図示

図示

図示

図示

(8.28.3)

(8.28.4)

継手箇所数 本数(ｾｯﾄ数)
長期設計支持力

(t/本)

一般

建具

工

事

取

り

合

い

区

分

特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

　建設副産物の処理にあたっては「建設副産物適正処理推進要綱」及び「平成18年版建築工事における建設副産物管理マニュ

　(建設工事に係わる資材の再資源化等に関する法律(以下｢建設リサイクル法｣という。)第9条の規定による｢対象建設工事｣の

場合に限る。)

　建設リサイクル法第12条1項の規定による説明(書面の様式については監督職員の指示による)については、落札者は契約前

に監督職員に対して行うものとする。落札者は、監督職員への説明時に交付した書面と同じものを契約事務担当者に提出する

ものとする。

　本工事に伴って生じる産業廃棄物のうち最終処分場(中間処理施設経由を含む)に搬入する産業廃棄物がある場合について

は、青森県産業廃棄物税が課税されるので適正に処理すること。なお、本工事において最終処分場(中間処理施設経由を含む)

に搬入する産業廃棄物がある場合は、産業廃棄物税相当額を見含んでいるものである。

名称

　　コンクリート塊

　　ｱｽﾌｧﾙﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ塊

　　建設発生木材

　(建設リサイクル法第9条の規定による｢対象建設工事｣の場合に限る。)

 法第18条第1項の規定による報告(書面の様式については監督職員の指示による)については、受注者は再資源化等が完了し

たときは、当該報告を監督職員に対して行うものとする。

伐木・抜根材発生情報提供システム適用対象工事

施設の名称 施設の所在地 備考

得られた建設資材の積極的な活用に努めるものとする。

アル・同解説(国土交通省)」によること。また、関係法令等に基づき適正な手続き及び処理をするとともに、再資源化により

とりこわしにより発生する建設副産物物は、以下の再資源化施設での受入れとして積算を行っている。

利用する一般の希望者へ提供することを目的としたものである。

　伐木・抜根材が発生する場合は、樹種、部位別に分別し、１～３ｍ程度の長さに切断、土砂等を除去し、１ｍ未満のものを含

めて集積し、整然とした状態で引渡期間中現場内に保管する。現場内に保管できない場合は監督職員の指示に従う。保管に

当たっては、ロープ等で固定するなど盗難、飛散対策を行い、周辺環境に悪影響を与えぬよう注意すること。また、保管場所

には適切な表示を行う(内容は監督職員の指示による)。なお、これら有用化に必要な費用は本工事に含まれている。

　「伐木・抜根材発生情報提供システム」とは、発生した伐木・抜根材の発生情報をインターネットで公表し、有用物として有効

内容

構造躯体(RC造)の貫通スリーブ又は箱入れ

同上スリーブ及び箱入れ躯体補強

同上スリーブ及び箱入れの穴埋め補修

ダクト配管等の防水貫通部補修

構造躯体(S造･SRC造)の鉄骨スリーブ及び補強

コンクリート槽類(防水･仕上げ･断熱共)

建

※

※

※

※

※

※

強

※

※

弱

※

※

空

※

※

衛

※

※

昇

※

※

別

※

※

備考
対象工事区分

項　　　　　目章 特　　　　　記　　　　　事　　　　　項 項　　　　　目 特　　　　　記　　　　　事　　　　　項章特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

特　　　記　　　事　　　項

　柱頭及び柱脚の隙間

　錆止め塗料の種別

　柱頭及び柱脚の隙間

　錆止め塗料の種別

 ※　60㎜以上　　　　　・　図示

鉄骨ブレースの設置

項　　　目

　　　割裂補強筋　　　　※　図示　　　

ブレース設置工事後の仕上げ　　　　※　図示　　　

摘　　　　　要

　※　部材リストによる

　※　トルシア形　　　・　JIS形　　　・　溶融亜鉛めっき

　※　JASS６ による　　　　　　　　

 　・　行う　　　　　　　　　　　　　　※　行わない

　 ・　JIS K5674　　　　　　　　

　 ・　行う(超音波探傷試験) 　 ・　行わない

(8.22.6)

(8.22.7)

(8.22.9)

(8.23.5～7)

　打込みの工法

　打ち込むｺﾝｸﾘｰﾄ又はｸﾞﾗｳﾄ材の厚さ

　・　流込み工法　　　　 ・　圧入工法

　・　設ける　　　　　　　　・　設けない

　・　JISK5621

　・　設ける　　　　　　　　・　設けない

　・　JISK5674 

補強工事後の仕上げ　　　　※　図示　　　

　柱の隅角部の面取りの大きさ

　材料

建

設

副

産

物

の

適

正

処

理

32

　　　　・　　炭素繊維　　・　　アラミド繊維　　・　　ガラス繊維

　・　製造所の仕様　  　・　図示

(8.2.12)(8.24.3～5)

試験

　引張強度（含浸効果後）　
　材質

　ヤング係数（含浸効果後）　

　引張強度試験

　付着強度試験

補強工事後の仕上げ　　　　※　図示　　　

　　　　耐火材　　　　使用箇所　　　　※　図示　　　

　　　　　　　　　　　　仕様　　    　　　　

　　　　遮音材　　　　使用箇所　　　　※　図示　　　

　　　　　　　　　　　　仕様　　    　　　　

※　完全スリット　　　　・　部分スリット　(　スリット深さ：　　※　図示　)

既存仕上げの撤去範囲　　　　※　図示　　　

　　・　　

　　・　　

　・　適用する(試験数量：　　　　　　)　　　・　適用しない

　・　適用する(試験数量：　　　　　　)　　　・　適用しない

(8.25.2)
33

産業廃棄物税

章 項　　　　　目

1

2

3

4

5

6

総則

契約前の事前説明

再資源化等の完了の報告

伐木・抜根材発生情報提供

建設副産物の処理

システム

項目

29

章 項　　　　　目

4 鉄骨ブレースの設置工事

耐

震

改

修

工

事

5 柱補強工事

6 連続繊維補強工法

耐震スリット新設工事7

8

9 制震改修工事

免震改修 各種仕様は別途図示による

各種仕様は別途図示による

10 基礎工事 既存杭の撤去等

既存杭の撤去範囲及び撤去方法

既存杭の杭頭部等の処理

既存杭の補強

補強工法

工　　　法

･　

　　鋼材の材質・形状

　　高力ボルト

　　製作精度

　　仮組の実施

　　錆止め塗料の種別

　　完全溶込み溶接部の試験

既存構造体との取合い

工法

溶接金網巻き工法及び　　　　･　

溶接閉鎖フープ巻き

鋼鈑巻き工法及び　　　　　　

　　　　　　帯板巻き付け工法

補強工法

･　 連続繊維補強工法

スリットの種類

充填材　　　　

※　図示スリットの幅及び深さ



MEMO

承 認 検 図 担 当 製 図

一級建築士事務所　青森県知事　第716号

一級建築士　建設大臣　第213208号 福士　晃昭

青森県弘前市大字末広4-3-1
TEL0172-27-8647 FAX0172-27-8648

〒036-8085
工事名称

図面名称

縮　　尺

TE-RU ARCHITECTS LTD

株式会社てる設計 年　月　日

図面番号
特記事項

仕上げ表1

社会福祉法人　弘前豊徳会
看護小規模多機能型居宅介護　改修工事

2019.10.09

Ｈ12建告第1436号4-ハ-4
に依る場合

Ｈ12建告第1436号4-ハ-2
に依る場合

壁、天井下地化粧石綿吸音板

化粧石膏ボード

ビニルクロス

石膏ボード

ケイ酸カルシウム板

壁天井の下地及び仕上げ：不燃材料とする

壁仕上げ：不燃材料とする

LGS下地とする不燃品　NM8599

ｔ9.5：準不燃品QM-0524、不燃品NM-1864

ｔ9.5：準不燃品QM-9828

不燃品　NM1217

石膏ボード ｔ12.5　不燃品：NM-8619

シナ合板 ｔ6.0　準不燃品：QM-9005

準不燃品：ＱＭ-9517、不燃品：ＮＭ-0915
（特記なき限り準不燃品とする）

既存仕上げ

クッション砂敷き

インターロッキングｔ60

既存仕上げ

モルタル下地　豆砂利コンクリートｔ80

磁器質タイル150角

豆砂利コンクリートｔ80

モザイクパーケットフロアｔ10

豆砂利コンクリートｔ80

モザイクパーケットフロアｔ10

豆砂利コンクリートｔ80

モザイクパーケットフロアｔ10

豆砂利コンクリートｔ80

モザイクパーケットフロアｔ10

木組

合板ｔ12捨貼の上、畳敷きｔ5.5

モザイクパーケットフロアｔ10

豆砂利コンクリートｔ80

豆砂利コンクリートｔ80

モザイクパーケットフロアｔ10

磁器質50角モザイクタイル

モルタル下地

磁器質50角モザイクタイル

モルタル下地

豆砂利コンクリートｔ80

磁器質50角モザイクタイル

モルタル下地

塩ビ製

2690

2690 塩ビ製

2,590

2,590 塩ビ製

2,590

2,590

ＬＧＳ下地

化粧石膏ボードｔ9.5

2,590

2,590

ＬＧＳ　ＰＢｔ9.5下地

2,590

2,590

2,590

2,480

ＬＧＳ　ＰＢｔ9.5下地

2,590

ＬＧＳ下地

化粧石膏ボードｔ9.5 2,590

2,590

化粧石膏ボードｔ9.5 2,590

ＬＧＳ下地

2,570

2,570

ＬＧＳ下地

2,590

2,590

ＬＧＳ下地

2,590

ＬＧＳ　ＰＢｔ9.5下地

2,590

2,590

2,590

ＬＧＳ下地

既存撤去＋塩ビ製

既存

既存仕上げ撤去＋セルフレべリング施工

長尺塩ビシートｔ3.5（重歩行）

長尺塩ビシートｔ3.5（重歩行）

長尺塩ビシートｔ3.5（重歩行）

既存仕上げ撤去＋セルフレべリング施工

既存仕上げ撤去＋セルフレべリング施工

ＬＧＳ下地

化粧石膏ボードｔ9.5

長尺塩ビシートｔ3.5（重歩行）

長尺塩ビシートｔ3.5（重歩行）

既存仕上げ撤去＋セルフレべリング施工

長尺塩ビシートｔ3.5（重歩行）

既存仕上げ撤去＋セルフレべリング施工

磁器質200角モザイクタイル貼り 磁器質200角モザイクタイル貼り

磁器質200角モザイクタイル貼り 磁器質200角モザイクタイル貼り

長尺塩ビシートｔ2.0

磁器質200角モザイクタイル貼り 磁器質200角モザイクタイル貼り

長尺塩ビシートｔ3.5（重歩行）

既存仕上げ撤去＋セルフレべリング施工

長尺塩ビシートｔ3.5（重歩行）

既存仕上げ撤去＋セルフレべリング施工

ロールスクリーン取付

ロールスクリーン取付

ロールスクリーン取付
流し台（器具交換）

既存仕上げ撤去＋磁器質50角モザイクタイル

既存ＲＣ間仕切り壁等撤去
既存木製カウンター（既存下地処理＋ＯＳＣＬ塗装）

既存木製カウンター（既存下地処理＋ＯＳＣＬ塗装）

乾式二重床＋合板ｔ12

既存仕上げ撤去

既存仕上げ撤去

既存仕上げ

既存仕上げ一部磁器質50角モザイクタイル

一部埋め戻し

ロールスクリーン取付

ロールスクリーン取付
既存堀炬燵埋戻し
ベッド、ＴＶワゴン（既製品：別途）

ベッド、ＴＶワゴン（既製品：別途）

工

事

概

要

工事名称

建設地

建築主氏名

防火地域

用途地域

建築主住所

容積率/建蔽率

工事種別

構造・規模

用途

外壁

パラペット

屋上

外部天井

外部巾木

ポーチ

床

外壁

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

風除室

玄関

事務室

会議室兼相談室

食堂

玄関ホール

居室1～4

ホール

特別浴室

一般浴室1.2

脱衣室1.2

脱衣室3

改修後

磁器質タイル

改修後

磁器質タイル

改修後

木製

ＯＳ

改修後

木製

ＯＳ

改修後

木製

ＯＳ

改修後

改修後

畳寄せ

改修後

木製

ＯＳ

改修後

木製

ＯＳ

改修後

改修後

改修後

ビニール巾木

改修後

市街化調整区域

200/70

改修工事

指定なし

社会福祉法人　弘前豊徳会　看護小規模多機能型居宅介護　改修工事

社会福祉法人　弘前豊徳会　理事長　下山　保則

青森県弘前市大字大川字中桜川18-10

鉄筋コンクリート造平屋建て

既存アスファルト防水不良箇所補修＋全面塗装仕上げ

トップライト

屋根

既存のまま

既存のまま

既存のまま

100 既存仕上げ

100 木部表しＯＳＣＬ

100

100 ロックウール吸音板ｔ15（キューブ）

ＬＧＳ　ＰＢｔ9.5捨貼下地

100 ロックウール吸音板ｔ15（キューブ）

ＬＧＳ　ＰＢｔ9.5捨貼下地

塩ビ製ＲＣ面：ＰＢｔ9.5+12.5下地　ビニルクロス貼り

ＬＧＳ面：ＰＢｔ9.5+12.5下地　ビニルクロス貼り

ＲＣ面：胴縁下地ロッジポールパインｔ7ＣＬ仕上

ＬＧＳ面：ロッジポールパインｔ7ＣＬ仕上

塩ビ製ビニルクロス貼り

木製ビニルクロス貼り

ＬＧＳ面：ロッジポールパインｔ7ＣＬ仕上

ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ12.5下地ビニルクロス貼り

ＬＧＳ面：ＰＢｔ9.5+12.5下地ビニルクロス貼り

塩ビ製ＲＣ面：胴縁下地ロッジポールパインｔ7ＣＬ仕上

塩ビ製ＲＣ面：胴縁下地ロッジポールパインｔ7ＣＬ仕上

ＬＧＳ面：ロッジポールパインｔ7ＣＬ仕上

ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ12.5下地ビニルクロス貼り

ＬＧＳ面：ＰＢｔ9.5+12.5下地ビニルクロス貼り

浴室用天井材（バスリブ） アルミ製
水切り兼用

浴室用天井材（バスリブ） アルミ製
水切り兼用

ビニルクロス貼り 塩ビ製

浴室用天井材（バスリブ） アルミ製
水切り兼用

既存仕上げ

コンクリート打放し

既存仕上げ

コンクリート打放し

コンクリート打放し コンクリート打放し

既存撤去＋ソフト巾木 300

60

60

60

60

60

ＲＣ面：既存仕上げ撤去＋ビニルクロス貼り

ＬＧＳ面：既存仕上げ撤去＋ビニルクロス貼り

既存撤去＋塩ビ製

既存撤去＋ソフト巾木 ＲＣ面：既存仕上げ撤去＋ビニルクロス貼り

ＬＧＳ面：既存仕上げ撤去＋ビニルクロス貼り

ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ12.5下地ビニルクロス貼り

ＬＧＳ面：ＰＢｔ9.5+12.5下地ビニルクロス貼り

ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ12.5下地ビニルクロス貼り

ＬＧＳ面：ＰＢｔ9.5+12.5下地ビニルクロス貼り

ＲＣ面：既存仕上げ撤去＋ビニルクロス貼り

ＬＧＳ面：既存仕上げ撤去＋ビニルクロス貼り

既存撤去＋塩ビ製

既存撤去＋ソフト巾木 ＲＣ面：既存仕上げ撤去＋ビニルクロス貼り

ＬＧＳ面：既存仕上げ撤去＋ビニルクロス貼り

ＲＣ面：既存仕上げ撤去＋ビニルクロス貼り

ＬＧＳ面：既存仕上げ撤去＋ビニルクロス貼り

ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ12.5下地ビニルクロス貼り

ＬＧＳ面：ＰＢｔ9.5+12.5下地ビニルクロス貼り

既存撤去＋塩ビ製

塩ビ製ＲＣ面：胴縁下地ロッジポールパインｔ7ＣＬ仕上

ＬＧＳ面：ロッジポールパインｔ7ＣＬ仕上

木製

ＯＳ

既存撤去＋ソフト巾木

ＲＣ面：ＰＢｔ12.5下地の上、ビニルクロス貼り

ＲＣ面：胴縁下地ラスボードｔ7ＣＬ下地じゅらく塗り

ＬＧＳ面：ラスボードｔ7ＣＬ下地じゅらく塗り

ＬＧＳ面：一部ＰＢｔ21+21下地の上、ビニルクロス貼り

ＲＣ面：ＰＢｔ12.5下地の上、ビニルクロス貼り

ＲＣ面：胴縁下地ラスボードｔ7ＣＬ下地じゅらく塗り

ＬＧＳ面：ラスボードｔ7ＣＬ下地じゅらく塗り

ＬＧＳ面：一部ＰＢｔ21+21下地の上、ビニルクロス貼り

既存撤去＋塩ビ製

既存撤去＋ソフト巾木 300

ＲＣ面：ＰＢｔ12.5下地の上、ビニルクロス貼り

ＬＧＳ面：一部ＰＢｔ21+21下地の上、ビニルクロス貼り

ＲＣ面：ＰＢｔ12.5下地の上、ビニルクロス貼り

ＬＧＳ面：一部ＰＢｔ21+21下地の上、ビニルクロス貼り

既存撤去＋塩ビ製 洗面化粧台Ｗ750（車椅子仕様）

既存撤去＋ソフト巾木 300

60

ＲＣ面：既存仕上げ撤去＋ビニルクロス貼り

ＬＧＳ面：既存仕上げ撤去＋ビニルクロス貼り

ＲＣ面：既存仕上げ撤去＋ビニルクロス貼り

ＬＧＳ面：既存仕上げ撤去＋ビニルクロス貼り

ＲＣ面：既存仕上げ撤去＋ビニルクロス貼り

ＬＧＳ面：既存仕上げ撤去＋ビニルクロス貼り

既存撤去＋塩ビ製

モルタル下地 モルタル下地

モルタル下地 モルタル下地

既存撤去＋ソフト巾木 300

外周ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ12.5下地ビニルクロス貼り
内周ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ12.5下地ビニルクロス貼り
ＬＧＳ面：ＰＢｔ9.5ｔ12.5下地ビニルクロス貼り

外周ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ12.5下地ビニルクロス貼り
内周ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ12.5下地ビニルクロス貼り
ＬＧＳ面：ＰＢｔ9.5ｔ12.5下地ビニルクロス貼り

既存撤去＋ソフト巾木 300

モルタル下地 モルタル下地

既存撤去＋塩ビ製

既存撤去＋塩ビ製

既存撤去＋アルミ製

改修前

改修前

改修前

改修前

改修前

改修前

改修前

改修前

改修前

改修前

改修前

改修前

改修前

既存撤去＋アルミ製

既存

既存

60

60

青森県弘前市大字大川字中桜川　地内

指定なし

既存トップライト（換気孔）目隠し施工
浴室用ブラインド：アルミ製

居室8.9用カーテンレール（既存改修）

既存撤去＋塩ビ製

φ34樹脂被覆アルミ製手すり

既存仕上げ・下地撤去

ＬＧＳ19型＋化粧ＰＢｔ9.5

既存仕上げ・下地撤去（ＲＣ部分は既存のまま）

ＬＧＳ65型＋ビニルクロス貼り（ＲＣ面は既存のまま）

既存仕上げ・下地撤去（ＲＣ部分は既存のまま）

ＬＧＳ65型＋ビニルクロス貼り（ＲＣ面は既存のまま）

既存仕上げ・下地撤去

ＬＧＳ19型＋化粧ＰＢｔ9.5

既存仕上げ・下地撤去

ＬＧＳ19型＋化粧ＰＢｔ9.5

300

既存仕上げ・下地撤去

ＬＧＳ19型＋化粧ＰＢｔ9.5

既存仕上げ・下地撤去

ＬＧＳ19型＋化粧ＰＢｔ9.5

既存仕上げ・下地撤去

ＬＧＳ19型＋化粧ＰＢｔ9.5

既存仕上げ撤去 既存仕上げ撤去

磁器質100角タイル貼り磁器質100角タイル貼り

既存仕上げ撤去 既存仕上げ撤去

ビニルクロス貼りビニルクロス貼り

既存仕上げ撤去

化粧ＰＢｔ9.5

浴室用天井材（バスリブ）貼り

浴室用天井材（バスリブ）貼り

既存仕上げ・下地撤去

ＬＧＳ19型＋化粧ＰＢｔ9.5

既存仕上げ・下地撤去

既存仕上げ 既存仕上げ 浴室用天井材（バスリブ）貼り 化粧洗面台Ｗ800
既存カーテン再利用

既存

脱衣室1：化粧洗面台Ｗ650

脱衣室2：身障者対応洗面台（マーブライトカウンター）

棚（既製品：別途）

既存仕上げ既存仕上げ 浴室用ブラインド：アルミ製
身障者用浴槽新設（別途）

見守りコーナーカウンター、収納棚（既製品：別途）

トップライト：既存のまま

居室5～7

配膳カウンター（既製品：別途）

既存手摺撤去＋φ34樹脂被覆アルミ製手すり

ＬＧＳ19型＋化粧ＰＢｔ9.5

既存仕上げ・下地撤去

既存のまま（一部鉄梁塗装）

既存のまま

内装 ：H12建告第1439号
天井の仕上げ：準不燃とする

壁下地：難燃材料とする

床 巾木室名

内 部 仕 上 表

外

部

仕

上

表

断

熱

材

仕

様

耐

火

・

防

火

内

装

制

限

等

一

覧

表

壁 天 井 廻縁 備 考Ｈ 腰壁

一

階

ＣＨ
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一級建築士事務所　青森県知事　第716号

一級建築士　建設大臣　第213208号 福士　晃昭

青森県弘前市大字末広4-3-1
TEL0172-27-8647 FAX0172-27-8648

〒036-8085
工事名称

図面名称

縮　　尺

TE-RU ARCHITECTS LTD

株式会社てる設計 年　月　日

特記事項

仕上げ表2

2019.10.01

社会福祉法人　弘前豊徳会
看護小規模多機能型居宅介護　改修工事

図面番号

既存仕上げ

ノンアスベストＰタイル

豆砂利コンクリートｔ80

長尺ビニールシートｔ2.0

豆砂利コンクリートｔ80

磁器質50角モザイクタイル

モルタル下地

2,590

塩ビ製2,590

ＬＧＳ下地

化粧石膏ボードｔ9.5

2,590

塩ビ製2,590

ＬＧＳ下地

化粧石膏ボードｔ9.5

2,590

塩ビ製2,590

ＬＧＳ下地

化粧石膏ボードｔ9.5

既存

既存仕上げ撤去＋セルフレべリング施工

長尺塩ビシートｔ3.5（重歩行） 既存

磁器質50角モザイクタイル

モルタル下地

豆砂利コンクリートｔ80

イソレイド長尺ビニールシートｔ2.0

2,590

2,590

ＬＧＳ下地

化粧石膏ボードｔ9.5

2,590

ＬＧＳ下地

フレキｔ5（目透）ＥＰ 2,790

器具：再利用

長尺塩ビシートｔ3.5（重歩行）

モザイクパーケットフロアｔ10

豆砂利コンクリートｔ80

2,590

2,590化粧石膏ボードｔ9.5

既存仕上げ撤去＋セルフレべリング施工

長尺塩ビシートｔ3.5（重歩行）

ＬＧＳ下地

モザイクパーケットフロアｔ10

豆砂利コンクリートｔ80

2,590

2,590化粧石膏ボードｔ9.5

既存仕上げ撤去＋セルフレべリング施工

長尺塩ビシートｔ3.5（重歩行）

ＬＧＳ下地

厨房機器、乾式二重床（床嵩上げ施工）、配膳棚（造作家具）

乾式二重床＋耐水合板ｔ12

既存手摺撤去＋φ34樹脂被覆アルミ製手すり

豆砂利コンクリートｔ80

ノンアスベストＰタイルｔ2.0

豆砂利コンクリートｔ80

ノンアスベストＰタイルｔ2.0

玄関部：モルタル金ゴテ

踏込み部：長尺塩ビシートｔ2.0

豆砂利コンクリートｔ80

豆砂利コンクリートｔ80

長尺塩ビシートｔ2.0

コンクリート金ゴテ押え

ＬＧＳ下地

化粧石膏ボードｔ9.5

ＬＧＳ下地

化粧石膏ボードｔ9.5

ＬＧＳ下地

化粧石膏ボードｔ9.5

ＬＧＳ下地

化粧石膏ボードｔ9.5

ＬＧＳ下地

化粧石膏ボードｔ9.5

2,790

2,590

2,790

2,790

2,500

2,590

2,690

長尺塩ビシートｔ2.0

既存仕上げ

既存仕上げ

既存仕上げ

既存仕上げ

既存仕上げ

既存仕上げ 既存仕上げ 既存仕上げ 既存仕上げ

既存仕上げ

磁器質50角モザイクタイル

モルタル下地

既存仕上げ

磁器質50角モザイクタイル

モルタル下地

既存仕上げ

2,590

2,590

ＬＧＳ下地

化粧石膏ボードｔ9.5

2,590

2,590

ＬＧＳ下地

化粧石膏ボードｔ9.5

便器取替、手洗い取替

既存仕上げ

便器取替（1台のみ）、手洗い取替

便器取替、小便器取替（2台）、手洗い取替

トイレブース（既存）

トイレブース（既存）

便器取替

浴室便所

物入（既存）

改修後

ビニール巾木

改修後

ビニール巾木

改修後

既存仕上げ既存仕上げ

ＬＧＳ下地

ＰＢｔ12.5+ＥＰ

既存仕上げ

ＬＧＳ下地

ＰＢｔ12.5+ＥＰ

60

60

既存

60 ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ12.5下地ビニルクロス貼り

ＬＧＳ面：ＰＢｔ9.5+12.5下地ビニルクロス貼り

ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ12.5下地ビニルクロス貼り

ＬＧＳ面：ＰＢｔ9.5+12.5下地ビニルクロス貼り

外周ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ1 2 . 5下地磁器質2 0 0角タイル貼り
内周ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ1 2 . 5下地磁器質2 0 0角タイル貼り
ＬＧＳ面：ＰＢｔ9 . 5ｔ1 2 . 5下地磁器質2 0 0角タイル貼り

外周ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ1 2 . 5下地磁器質2 0 0角タイル貼り
内周ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ1 2 . 5下地磁器質2 0 0角タイル貼り
ＬＧＳ面：ＰＢｔ9 . 5ｔ1 2 . 5下地磁器質2 0 0角タイル貼り

既存撤去＋ソフト巾木 300

改修前

改修前

改修前

既存

既存仕上げ撤去 既存仕上げ撤去

ビニルクロス貼り ビニルクロス貼り

汚物処理室

厨房

改修後

改修後

ビニール巾木

塩ビ製

60

ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ12.5下地ＶＰ

ＬＧＳ面：ＰＢｔ9.5+12.5下地ＶＰ

ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ12.5下地ＶＰ

ＬＧＳ面：ＰＢｔ9.5+12.5下地ＶＰ

既存

ＬＧＳ面：耐水ボードｔ12.5+フレキｔ5（目透）ＶＰ

外周ＲＣ面：ＬＧＳ組耐水ボードｔ1 2 . 5 + フレキｔ5（目透）ＶＰ
内周ＲＣ面：ＬＧＳ組耐水ボードｔ1 2 . 5 + フレキｔ5（目透）ＶＰ

ＬＧＳ面：耐水ボードｔ12.5+フレキｔ5（目透）ＶＰ

外周ＲＣ面：ＬＧＳ組耐水ボードｔ1 2 . 5 + フレキｔ5（目透）ＶＰ
内周ＲＣ面：ＬＧＳ組耐水ボードｔ1 2 . 5 + フレキｔ5（目透）ＶＰ

既存撤去＋ソフト巾木

塩ビ製

改修前

改修前

60
外周ＲＣ面：既存仕上げ下地処理の上、ＳＯＰ塗装

ＬＧＳ面：既存仕上げ下地処理の上、ＳＯＰ塗装
内周ＲＣ面：既存仕上げ下地処理の上、ＳＯＰ塗装

改修後

木製

ＯＳ

木製
ＲＣ面：コンクリート打放し
ＲＣ面：胴縁下地ロッジポールパインｔ7ＣＬ仕上
ＬＧＳ面：ロッジポールパインｔ7ＣＬ仕上

ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ12.5下地ビニルクロス貼り

ＬＧＳ面：ＰＢｔ9.5+12.5下地ビニルクロス貼り

60

300 既存撤去＋塩ビ製既存撤去＋ソフト巾木

改修前

改修後

木製

ＯＳ

木製
ＲＣ面：コンクリート打放し
ＲＣ面：胴縁下地ロッジポールパインｔ7ＣＬ仕上
ＬＧＳ面：ロッジポールパインｔ7ＣＬ仕上

ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ12.5下地ビニルクロス貼り

ＬＧＳ面：ＰＢｔ9.5+12.5下地ビニルクロス貼り

60

300 ＲＣ面：既存仕上げ撤去＋ビニルクロス貼り

ＬＧＳ面：既存仕上げ撤去＋ビニルクロス貼り

ＲＣ面：既存仕上げ撤去＋ビニルクロス貼り

ＬＧＳ面：既存仕上げ撤去＋ビニルクロス貼り

既存撤去＋塩ビ製既存撤去＋ソフト巾木

改修前
廊下2

廊下1

ＲＣ面：既存仕上げ

ＬＧＳ面：既存仕上げ

ＲＣ面：既存仕上げ

ＬＧＳ面：既存仕上げ

外周ＲＣ面：既存仕上げ下地処理の上、ＳＯＰ塗装
内周ＲＣ面：既存仕上げ下地処理の上、ＳＯＰ塗装
ＬＧＳ面：既存仕上げ下地処理の上、ＳＯＰ塗装 既存仕上げ撤去

化粧ＰＢｔ9.5

既存仕上げ・下地撤去

ＬＧＳ19型＋化粧ＰＢｔ9.5

既存仕上げ・下地撤去

ＬＧＳ19型＋化粧ＰＢｔ9.5

厨房便所

食品庫

機械室

職員玄関

職員便所

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

60ビニール巾木

モルタル巾木 100

モルタル巾木 100

60ビニール巾木

60

ＲＣ面：ＬＧＳ組ＰＢｔ12.5下地ビニルクロス貼り

ＬＧＳ面：ＰＢｔ9.5+12.5下地ビニルクロス貼り

ＬＧＳ面：ＰＢｔ9.5+12.5下地ビニルクロス貼り

ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ12.5下地ビニルクロス貼り

ＬＧＳ面：ＰＢｔ9.5+12.5下地ビニルクロス貼り

ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ12.5下地ビニルクロス貼り

ＬＧＳ面：ＰＢｔ9.5+12.5下地ビニルクロス貼り

ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ12.5下地ビニルクロス貼り

ＬＧＳ面：ＰＢｔ9.5+12.5下地ビニルクロス貼り

ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ12.5下地ビニルクロス貼り

ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ12.5下地ビニルクロス貼り

ＬＧＳ面：ＰＢｔ9.5+12.5下地ビニルクロス貼り

ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ12.5下地ビニルクロス貼り

ＬＧＳ面：ＰＢｔ9.5+12.5下地ビニルクロス貼り

ＬＧＳ面：ＰＢｔ9.5+12.5下地ビニルクロス貼り

外周ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ12.5下地ビニルクロス貼り
内部ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ12.5下地ビニルクロス貼り

ＬＧＳ面：ＰＢｔ9.5+12.5下地ビニルクロス貼り

外周ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ12.5下地ビニルクロス貼り
内部ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ12.5下地ビニルクロス貼り

グラスウールｔ50（グラスウール押え） グラスウールｔ50（グラスウール押え） グラスウールｔ50（グラスウール押え）

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

ビニール巾木 60

ビニール巾木

ＲＣ面：ＬＧＳ組ＰＢｔ12.5下地ビニルクロス貼り

ＬＧＳ面：ＰＢｔ9.5+12.5下地ビニルクロス貼り

既存

既存

塩ビ製

既存

既存

既存

既存

塩ビ製

改修前

改修前

改修前

改修前

改修前

改修前

既存仕上げ既存 既存仕上げ 既存仕上げ

既存仕上げ 既存仕上げ 既存仕上げ 既存

休憩室

既存 既存仕上げ 既存仕上げ 既存仕上げ

既存 既存仕上げ 既存仕上げ 既存仕上げ

既存 既存仕上げ 既存仕上げ 既存仕上げ

φ34樹脂被覆アルミ製手すり（既存）

既存撤去＋塩ビ製

既存仕上げ 既存仕上げ既存仕上げ

改修後

改修前

改修後

改修前
女子便所1

女子便所2

男子便所

塩ビ製
外周ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ1 2 . 5下地磁器質2 0 0角タイル貼り
内周ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ1 2 . 5下地磁器質2 0 0角タイル貼り
ＬＧＳ面：ＰＢｔ9 . 5ｔ1 2 . 5下地磁器質2 0 0角タイル貼り

外周ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ1 2 . 5下地磁器質2 0 0角タイル貼り
内周ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ1 2 . 5下地磁器質2 0 0角タイル貼り
ＬＧＳ面：ＰＢｔ9 . 5ｔ1 2 . 5下地磁器質2 0 0角タイル貼り

既存既存仕上げ既存仕上げ 既存仕上げ

塩ビ製
外周ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ1 2 . 5下地磁器質2 0 0角タイル貼り
内周ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ1 2 . 5下地磁器質2 0 0角タイル貼り
ＬＧＳ面：ＰＢｔ9 . 5ｔ1 2 . 5下地磁器質2 0 0角タイル貼り

外周ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ1 2 . 5下地磁器質2 0 0角タイル貼り
内周ＲＣ面：ＧＬ工法ＰＢｔ1 2 . 5下地磁器質2 0 0角タイル貼り
ＬＧＳ面：ＰＢｔ9 . 5ｔ1 2 . 5下地磁器質2 0 0角タイル貼り

既存既存仕上げ既存仕上げ 既存仕上げ

既存仕上げ既存仕上げ 既存仕上げ

既存仕上げ下地処理の上、ＡＥＰ塗装

床 巾木室名

内 部 仕 上 表

壁 天 井 ＣＨ 廻縁 備 考Ｈ 腰壁

一

階





特記事項

MEMO

図面番号
承 認 検 図 担 当 製 図

一級建築士事務所　青森県知事　第716号

一級建築士　建設大臣　第213208号 福士　晃昭

青森県弘前市大字末広4-3-1
TEL0172-27-8647 FAX0172-27-8648

〒036-8085
工事名称

図面名称

縮　　尺 年　月　日

TE-RU ARCHITECTS LTD

株式会社てる設計 Ａ2：1/100

既存平面図

2019.07.22

（仮称）社会福祉法人　弘前豊徳会
　　　　サンタハウス弘前　改修工事

Ｘ1 Ｘ2 Ｘ3 Ｘ4 Ｘ5 Ｘ6 Ｘ7 Ｘ8

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000

42,000
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0
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6
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0
0

6
,0
0
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6
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0
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2
4
,0
0
0

ポーチ

-350

-100

-500
植栽
-500

風除室
-100

ス
ロ
ー
プ

カ
ウ
ン
タ
ー

植栽

浴槽
-550

-30

浴　室
±0

±0
浴槽
-550-400 -400

浴槽

浴　室

特別浴室

±0

-30

-30

カーテン

脱衣室

脱衣室
±0

±0
便所

-400

-400
掘炬燵

休憩室
+150

介護教育室
作業室
日常動作訓練室

+150

脱衣室
±0

機械室
-250

物入

±0

施設長室

男子便所

女子便所

±0

-100

玄　関

職員玄関
-200

便所
-250

±0

食品庫

-100

-100

休憩室
-200

-200

厨　房

介助溝

ホール
±0

±0

会議室

±0

事務室
±0

生活指導コーナー

±0

廊　下

±0

身障者用便所

汚物処理室
±0

±0

女子便所
±0

男子便所

カ
ウ
ン
タ
ー

±0
物入
±0

物入

±0

在宅介護相談室

受付

上部トップライト

介護用品コーナー

食　堂

連絡通路

±0

廊　下

介助溝

Exp・J
既存自動ドア

施錠：暗証番号式新設

±0

更衣室

8.75㎡
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特記事項

MEMO

図面番号
承 認 検 図 担 当 製 図

一級建築士事務所　青森県知事　第716号

一級建築士　建設大臣　第213208号 福士　晃昭

青森県弘前市大字末広4-3-1
TEL0172-27-8647 FAX0172-27-8648

〒036-8085
工事名称

図面名称

縮　　尺 年　月　日

TE-RU ARCHITECTS LTD

株式会社てる設計 Ａ2：1/100 2019.07.22

東側立面図　S=1/100

西側立面図　S=1/100

社会福祉法人　弘前豊徳会
介護小規模多機能型居宅介護　改修工事

立面図1（既存）

Ｘ1 Ｘ2 Ｘ3 Ｘ4 Ｘ5 Ｘ6 Ｘ7 Ｘ8

Ｘ1Ｘ2Ｘ3Ｘ4Ｘ5Ｘ6Ｘ7Ｘ8
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特記事項

MEMO

図面番号
承 認 検 図 担 当 製 図

一級建築士事務所　青森県知事　第716号

一級建築士　建設大臣　第213208号 福士　晃昭

青森県弘前市大字末広4-3-1
TEL0172-27-8647 FAX0172-27-8648

〒036-8085
工事名称

図面名称

縮　　尺 年　月　日

TE-RU ARCHITECTS LTD

株式会社てる設計 Ａ2：1/100 2019.07.22

社会福祉法人　弘前豊徳会
介護小規模多機能型居宅介護　改修工事

立面図2（既存）

北側立面図　S=1/100

北側立面図　S=1/100

Y1Y2Y3Y4Y5

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5

6,000 6,000 6,000 6,000

6,0006,0006,0006,000





















縮 尺

工事名称

図面名称

一級建築士事務所　青森県知事　第716号

一級建築士　建設大臣　第213208号 福士　晃昭
株式会社てる設計

承 認 検 図 担 当 製 図

MEMO

特記事項

TE-RU ARCHITECTS LTD

社会福祉法人　弘前豊徳会
看護小規模多機能型居宅介護　改修工事

年 月 日

図面番号

展開図3（廊下1、廊下2）TEL0172-27-8647 FAX0172-27-8648

〒036-8085

青森県弘前市大字末広4-3-1

1/50 2019.10.09

Ｙ3

Ｘ6 Ｘ7 Y4 Ｘ6Ｘ7 Y4

Ｘ1 Ｘ2 Ｘ3

Ｘ1Ｘ2Ｘ3 Ｙ3

Ｂ

床：長尺塩ビシートｔ3.5（重歩行）
　　既存仕上げ撤去＋セルフレベリング施工

廊下1

A

床：長尺塩ビシートｔ3.5（重歩行）
　　既存仕上げ撤去＋セルフレベリング施工

Ｂ

床：長尺塩ビシートｔ3.5（重歩行）
　　既存仕上げ撤去＋セルフレベリング施工

Ｃ Ｄ

床：長尺塩ビシートｔ3.5（重歩行）
　　既存仕上げ撤去＋セルフレベリング施工

床：長尺塩ビシートｔ3.5（重歩行）
　　既存仕上げ撤去＋セルフレベリング施工

B

C

D

A

展開方向

長尺塩ビシートｔ3.5（重歩行）
既存仕上げ撤去＋セルフレベリング施工

廊下1

廊下1

長尺塩ビシートｔ3.5（重歩行）
既存仕上げ撤去＋セルフレベリング施工

廊下2

廊下2 廊下2

床：長尺塩ビシートｔ3.5（重歩行）
　　既存仕上げ撤去＋セルフレベリング施工

Ｃ

A

床：長尺塩ビシートｔ3.5（重歩行）
　　既存仕上げ撤去＋セルフレベリング施工

床：長尺塩ビシートｔ3.5（重歩行）
　　既存仕上げ撤去＋セルフレベリング施工

床：長尺塩ビシートｔ3.5（重歩行）
　　既存仕上げ撤去＋セルフレベリング施工

Ｄ

床：長尺塩ビシートｔ3.5（重歩行）
　　既存仕上げ撤去＋セルフレベリング施工

壁：既存仕上げ

廻縁：既存撤去＋塩ビ製

巾木：既存撤去＋ソフト巾木

廻縁：既存撤去＋塩ビ製

巾木：既存撤去＋ソフト巾木

既存建具

廻縁：既存撤去＋塩ビ製

壁：既存仕上げ撤去＋ビニルクロス貼り　

巾木：既存撤去＋ソフト巾木

既存建具

廻縁：既存撤去＋塩ビ製

壁：既存仕上げ撤去＋ビニルクロス貼り　

廻縁：既存撤去＋塩ビ製

食堂

壁

床

巾木

天井

廻縁 既存撤去＋塩ビ製

備考

仕　上　表

既存撤去＋ソフト巾木（Ｈ300）

既存仕上げ

※既存手摺（ＯＳ・ＣＬ塗装）

壁

床

巾木

天井

廻縁 既存撤去＋塩ビ製

備考

仕　上　表

既存撤去＋ソフト巾木（Ｈ300）

※既存手摺（ＯＳ・ＣＬ塗装）

既存仕上げ撤去＋ビニルクロス貼り

ＬＧＳ19型＋化粧ＰＢｔ9.5
既存仕上げ・下地撤去

天井：ＬＧＳ19型＋化粧ＰＢｔ9.5
　　　既存仕上げ・下地撤去

天井：ＬＧＳ19型＋化粧ＰＢｔ9.5
　　　既存仕上げ・下地撤去

天井：ＬＧＳ19型＋化粧ＰＢｔ9.5
　　　既存仕上げ・下地撤去

天井：ＬＧＳ19型＋化粧ＰＢｔ9.5
　　　既存仕上げ・下地撤去

天井：ＬＧＳ19型＋化粧ＰＢｔ9.5
　　　既存仕上げ・下地撤去

ＬＧＳ19型＋化粧ＰＢｔ9.5
既存仕上げ・下地撤去

既存建具 既存建具 既存建具

壁：既存仕上げ撤去＋ビニルクロス貼り　

ＯＰＥＮ

壁：既存仕上げ

既存建具

壁：既存仕上げ

壁：既存仕上げ

廻縁：既存撤去＋塩ビ製

壁：既存仕上げ

廻縁：既存撤去＋塩ビ製

既存建具 既存建具

巾木：既存撤去＋ソフト巾木

事務室

天井：ＬＧＳ19型＋化粧ＰＢｔ9.5
　　　既存仕上げ・下地撤去

既存木製カウンター
既存仕上げ下地処理の上、ＯＳＣＬ塗装

天井：ＬＧＳ19型＋化粧ＰＢｔ9.5
　　　既存仕上げ・下地撤去

巾木：既存撤去＋ソフト巾木

廻縁：既存撤去＋塩ビ製

巾木：既存撤去＋ソフト巾木

壁：既存仕上げ

天井：ＬＧＳ19型＋化粧ＰＢｔ9.5
　　　既存仕上げ・下地撤去

既存建具

巾木：既存撤去＋ソフト巾木

建具新設

φ34樹脂被覆アルミ製手すり φ34樹脂被覆アルミ製手すり φ34樹脂被覆アルミ製手すり

既存手摺

既存手摺

φ34樹脂被覆アルミ製手すり
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年 月 日

MEMO

特記事項 承 認 検 図 担 当 製 図

一級建築士事務所　青森県知事　第716号

一級建築士　建設大臣　第213208号 福士　晃昭

青森県弘前市大字末広4-3-1
TEL0172-27-8647 FAX0172-27-8648

〒036-8085
工事名称

縮 尺

図面名称 建具表1

1/50 2019.10.15

図面番号

株式会社てる設計

無目新設

サッシ新設 断熱パネル
新設

▽ＣＨ

▽ＦＬ

▽ＣＨ

▽ＦＬ

▽ＣＨ

▽ＦＬ

有効開口：1,250

引き残し：150

戸袋

ガ　　　　ラ　　　　ス

仕　　　　上　　　　材

場　　　　　　　　　　所

名　　　　　　　　　　称

姿　　　　　　　　　　図

場　所　・　個　所　数

備　　　　　　　　　考

付　　属　　　金　　物

ガ　　　　ラ　　　　ス

仕　　　　上　　　　材

場　　　　　　　　　　所

名　　　　　　　　　　称

姿　　　　　　　　　　図

場　所　・　個　所　数

備　　　　　　　　　考

付　　属　　　金　　物

ガ　　　　ラ　　　　ス

仕　　　　上　　　　材

場　　　　　　　　　　所

名　　　　　　　　　　称

姿　　　　　　　　　　図

場　所　・　個　所　数

付　　属　　　金　　物

備　　　　　　　　　考

カラーアルミ（断熱サッシ）

1ヶ所 1ヶ所ＬＳＤ-1 8ヶ所 ＷＤ-1 ＷＤ-2 1ヶ所ＷＤ-3 ＷＤ-4 2ヶ所

ＷＤ-5 3ヶ所 ＷＤ-6 1ヶ所

1ヶ所 1ヶ所 1ヶ所AD-2 AＷ-1 AＷ-21ヶ所AD-1

玄関ホール

シリンダー錠

アルミ額縁、衝突防止マーク

欄間FIX+引き分け戸 ＦＩＸ窓＋縦滑り出し窓＋断熱パネル

厨房

アルミ額縁

カラーアルミ（断熱サッシ）

アルミ額縁

欄間FIX+引き分け戸

玄関ホール

引違窓＋ＦＩＸ連窓

更衣室3

引違戸片開き戸（手動両面戸袋タイプ）

化粧鋼板　t0.6（両面）　　

居室1～7、脱衣室3

引違戸

カラーアルミ

FL5-A6-強化FL5（欄間：FL3） 強化FL5 ＬＦ5、断熱パネル FL5

カラーアルミ

付属金物一式

引き棒、自動閉鎖装置、シリンダー錠（要打合せ）

上吊りガイドレール

4枚引違戸（既製品建具）上吊り方式

付属金物一式

物入

特殊化粧シート

付属金物一式

物入

特殊化粧シート

付属金物一式

物入

特殊化粧シート

男子便所1、女子便所前室

化粧合板

引き棒、上吊りガイドレール

大型表示錠、他一式

片開き戸（既製品建具）、上吊り方式

2本引き戸（上吊り方式）

男子便所2、女子便所1、2

化粧合板

点検小窓Ｆ４

点検小窓Ｆ４

折れ戸（既製品建具、上吊り方式）

大型引き棒、上吊りガイドレール

大型表示錠、他一式

清掃用具入れ

特殊化粧シート

付属金物一式

社会福祉法人　弘前豊徳会
看護小規模多機能型居宅介護　改修工事

見込み100 見込み（既存）見込み100 見込み100

建具見込36 建具見込36建具見込み40 建具見込36 建具見込36

点検小窓

点検小窓
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